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　週末の土曜日、夕食を終えユージは自分の部屋に戻った。

　普段ならばリビングでゲームをしたりアニメのＤＶＤをみたりするところだが、今日はいつもと違う。

　期末試験期間中なのである。

　ユージは、期末テストに向けて試験勉強をしていた。

　期末試験はすでに二日目が終わっている。

　試験前に遊園地なんぞに行ったせいで、勉強している状態とは言い難がたかったが、手ごたえとしてはそれほど悪くなかった。

　普段のユージは試験の結果にほとんど興味がない。学校の勉強は、追試になったり補習を受けない程度に勉強すればいいのだ。試験でいい点を取る為ために、時間を費やすのは勿もつ体たいない。最低限の勉強で、最低限の成績をとればいい。

　それがユージのモットーだった。

　だが、今回の期末テストに限りそのモットーは放棄していた。

　ユージはこの期末テストでいい点が取りたかった。姉の涼りよう子こが『期末試験でいい点を取ったら携帯ゲーム機買ってあげる』と言ったからだ。

　姉の涼子とのちょっとした諍いさかいの末、携帯ゲーム機がお星様になって幾いく星せい霜そう。

　夢にまで見た携帯ゲーム機が帰ってくるのだ。いやでも力が入る。今回ばかりはテストでいい点を取りたい。いや、取らなければならない。

　普段ならば興味のわかない英単語や化学式や歴史上の人物の名前を懸命に頭にたたき込んでいた。

　コンコン、と部屋の扉がノックされる。

「ユージ、私だ」

　扉の向こうから声がする。

　ユージはこの声の主を知っている。

　この声は、一緒に住んでいる女の子の声だ。

　と言っても、声の主は姉でも妹でもいとこでもない。厳密に言うと、『彼女』とか『恋人』とかでもない。

『妻』の声だ。

　ユージは部屋の扉を開けた。

　そこには、ボンデージルックに身を包んだ『妻』がいた。

　自分の三分の二ほどの身長が、ユージをじっと見つめている。手には、アイスクリームらしきものを載せた皿を持っていた。

　体を締め付けるぐらいぴったりとした黒エナメルの服に身を包んでいる。腰のあたりにはよくしなりそうな短めの鞭むちが差してあった。

　茶色がかった髪とエナメルの黒と白い肌がえも言われぬコントラストを醸かもし出していた。

「……」

　ユージは無言で扉を閉めた。

　ついでに、がちゃりと鍵かぎをかける。

「こら、開けろ！　何のマネだ！」

　扉の外から『妻』の抗議の声と扉を叩たたく音がする。

「着替えてこい！」

　ユージは言った。

　とんとんとん、と階段を下りる音がする。

　数分後、再び扉がノックされた。

　扉を開けると、そこにはボンデージルックの上に制服を着たククルがいた。

　胸むな元もとやスカートの下からボンデージの黒が見え隠れしている。奇妙なことこの上ない。

「これでいいのだろう？」

「……ギリギリＯＫ、かな」

　ククルは自分のスカートを自分でめくった。スカートの下のボンデージファッションが露あらわになる。



    

  
    
      



    

  
    
      「この服になんの問題があるというのだ」

「自分でスカートをめくるな……」

　ユージはそう言い、ククルを部屋の中に招き入れた。

「ちゃんと入る前にノックしたのに、なぜ扉を閉めたのだ？」

　ククルの問いにユージは答えた。

「犬いぬ伏ぶし家の家訓でボンデージファッションの人間は部屋に入れないことになっているんだよ」

「初耳だ」

「初めて言ったからな」

　ククルは無言だったが、不満げな色を浮かべてユージを見ている。

　ユージはククルの額を見て言った。

「ククル、角つのが出てる」

　額にかかっている髪をかき分けるように、ククルの角が顔を出していた。

　ククルは片手で皿を持ったまま、もう一つの手で自分の額を触った。角の存在を確かめると、慌あわてて深呼吸を始める。

　ククルの深呼吸に合わせて、角が額を覆っている髪の毛の中に戻ってゆく。

　今、ユージの目の前にいるボンデージルックＷＩＴＨ制服姿の女の子は、ユージの『妻』だ。

『妻』は名前を井いの上うえククルという。

『妻』と言っても、外見からすると小学生にしか見えない小さな体だった。

　しかも、井上ククルはこの世界の人間ではない。『夜の国』から来た鬼オウガだった。

　その鬼である井上ククルとひょんなことから結婚することになって数ヶ月。

　ある程度慣れたとはいえ、ククルのやることにはいまだにいちいち驚かされる。

　ユージは制服姿の下から見える黒エナメルの服を見て言った。

「なんだその服は？」

「いいだろう。夏の新作だぞ」

　ククルは胸を張った。無い胸を張ることほど悲しいことはない。

　ユージはうんざりとした表情をしたが、ククルは気にしていないようだった。

「ユージのもあるぞ。セットで買ったんだ？」

「俺おれの？」

「いろいろ拘束できるらしいぞ」

「いーよ。なんで俺が拘束されなきゃいけないんだ」

「拘束されると楽しいらしいぞ」

「それは一部の特殊趣味を持っている人間だけだ」

「ユージは特殊趣味を持ってはいないのか？」

「残念ながら」

　そうか、とククルは真剣な面おも持もちで言った。

　ククルはネコ耳だのメイド服だのチャイナ服だの妙な服を買ってくることが多い。

　ユージはそんな服を着て欲しいなどと言ったことはなく、実際ククルがそのような服を着ているときも喜んだことはない。だが、なぜかククルはめげずにいろいろな服を買い、ユージの前で着てみせるのだった。

「で、その夏の新作を俺おれに見せたかったの？」

「それだけではない。お前の為ために夜食を作ったのだ。食べて貰もらおうと思ってな」

　ククルは手に持っているアイスクリームが載った皿をユージの前に出した。皿の上には、カスタード色のアイスクリームが載っていた。さらにそのアイスの上には生クリームが載っている。

「『若奥様の生アイス』だ」

「なにそれ？」

「この間買った料理本に載っていたデザートだ。試しに作ってみたのだ。食べてみてくれ」

　ククルはずい、と皿を差し出した。

「うまいぞ」

「だろうな。自分の舌で確かめたんだろ」

「どうしてわかる」

「顔にクリームがついてる」

「ん？」

　ククルは慌あわててごしごしと顔を拭ぬぐった。

　ユージは冷たい声で言った。

「嘘うそだよ」

「……」

「怒るとまた角つのが出るぞ」

『鬼オウガ』であるククルには角がある。普段は前髪で隠れており外からは見えないが、怒ったりして感情が変化すると、角はその姿を現すのだ。

　ククルは気を取り直したように言った。

「とにかく、食べろ」

「食べろって言ってもさ……スプーンがないんだけど」

　皿にはスプーンやフォークの類たぐいは載っていなかった。

　だが、ククルはユージの目の前で人差し指を振った。

「まだまだ修行が足りないな、ユージよ。『若奥様の生アイス』を食べるときはスプーンを使わないのだ」

「じゃあどうやって食べるんだよ」

「大丈夫。任せてくれ」

　ククルは自分の指で生クリームをすくい、ユージの口元に持ってくる。

「ほら」

「……なんのつもりだよ」

　ユージは思わず一歩後ずさった。

「料理本によると、指で食べさせるのが正式な食べさせ方らしいぞ」

「指で？」

「指で」

　ククルは真剣な顔つきで言った。

「遠慮するな」

「お断りします」

「指はちゃんと清潔にしてある。大丈夫だぞ」

「そういう問題ではなくてだな……」

「妻の作ったものを夫が食べるのは義務だぞ？　お前は妻が作ったものを食べたくないというのか？」

「そういうわけじゃないけどさ」

　ユージは言った。

　確かにユージはこれまでククルが作ったものを食べなかったことはない。

　ククルはじろりとユージを見ている。

　これは、負けだ。

「早くしろ。アイスが床に落ちる」

「わかったよ！」

　ヤケクソ気味にユージは叫さけんだ。

「ほら、ベッドに座って口を開けろ」

　ユージは言われるがままにベッドに座った。そして鳥の雛ひなのように口を開ける。

「もっと口を大きく開けろ。『あーん』だ」

「あ、あーん」

　ユージは口を開けた。人前で口を開けたのは、数年前に歯医者に行った時以来だった。

　ククルの顔と指がユージに近づいてきた。

　生クリームに包まれたククルの小さな指が、口の中に入ってくる。

「ほら、食べろ」

「……」

　ユージは観念した。

　おそるおそる舌で生クリームに触る。生クリームはアイスの上に載っていたせいか、ひんやりとしている。

　生クリームは甘くておいしかった。なかなかの味だ。

　ユージは舌をさらにククルの指に近づけた。指についている生クリームを舌ですくい取る。

　その時、勢い余ってユージの舌が指に触れる。生クリームは冷たいのに、ククルの指は熱い。

「んく……」

　ククルの声がした。耐えるように目を閉じている。

　ククルは指を戻した。

「あ、ごめん」

　ユージはそう言ったが、ククルは首を振った。

「大丈夫だ。ちょっとびっくりしただけだ」

　ククルは再び、皿の上のアイスクリームを指ですくった。

「では次だ」

「まだやるの？」

「一ひと口くちだけしか食べないという手はあるまい」

　ユージはおとなしく口を開けた。

　再びククルの指がユージの口に迫ってくる。

　こうして間近で見ると、ククルの指は小さかった。体全体が小さいのだから当然と言えば当然だが、ククルの指をこんなに至近距離で見たことはなかった。

　その小さな指が、ユージの口の中に入ってくる。

　ユージは思わず目を閉じた。

　ククルの指が、そっとユージの舌に触れた。同時に生クリームとアイスクリームの味がする。今回はアイスクリームも指についているようだ。

　ユージは舌を伸ばして、ククルの指の根本に触れた。

「あ……」

　ククルが小さな声をあげた。同時に、ククルの指が舌から浮く。

　ユージは、ククルの指の下側についている生クリームとアイスクリームをすくい取った。アイスはよく冷えている。だがそれ以上に感じられたのはククルの指の熱さだった。

　ユージの舌が指の根本から先端までゆっくりと往復する。

　最初はアイスクリームに包まれて冷たかった指が、ユージの舌が触れる度に熱を帯びていった。それに反応してアイスは溶けてゆき、生クリームと混じってユージの舌に絡みつく。

「ふ……」

　ククルが声を漏らす。

　ユージの舌が三往復すると、ククルはそっと指をひいた。

　ユージは目を開けた。

　ユージの目を引いたのは、額から出ている角つのだった。

「なんで角が出てるの？　それに顔が赤いような気が……」

　至近距離から皿が飛んできた。

　ユージの顔に見事に命中する。ユージの顔は生クリームとアイスだらけになった。

「何するんだよ！」

「くだらないことを言うからだ」

「事実を述べただけだろ！」

「お前は本当にデリカシーというものがないな」

「そんな服を着てる奴やつにデリカシーなんぞ語って欲しくないよ」

　その時、携帯電話の呼び出し音が鳴った。聞きなれない音だった。どうやらククルの携帯の呼び出し音らしい。

　ククルは制服のポケットから携帯電話を取り出した。

「もしもし、私だ」

　ククルはユージの部屋を出て行った。階段を下りてゆく音がする。

　ユージも部屋を出て、階下の洗面所に向かった。顔の生クリームとアイスを落とす為ためだ。

「まったく……」

　ユージは顔を洗いながらつぶやいた。運良く目には入らなかったのが幸いだ。それに皿がプラスチックなのも助かった。陶器の皿だったら怪け我がをしていたかもしれない。

　ユージが顔を洗いリビングに入ると、ククルはまだ電話をしていた。

「……今からか？　急な話だな。しかし……ううむ……ならば仕方あるまい。わかった」

　そう言うと、ククルは電話を切った。

「何の電話？」

「カナエからの電話だ」

　ククルは言った。大きくため息をつく。

　カナエはククルと同じく『夜の国』から来た者だった。ククルの鬼族ではなく、ジャッカル族という種族の者だ。ククルをはじめとする『夜の国』の者たちの生活をサポートしているらしい。

「ちょっと『夜の国』に帰らなくてはいけなくなった」

「いつ帰るの？」

「今晩だ。正確には五分後だな」

　五分後？

「そんなに急に？」

「五分後に『大停電』が起こるのだ」

　ククルはそう言い、玄関に向かった。

「この世界と『夜の国』が繋つながるのは大停電しかない。『大停電』の時に行き来するしかないのだ」

「それはそうかもしれないけど、そんな急に……」

「ちょっと困ったことが起きたのだ。どうしても帰らねばならぬ」

　そうククルは言った。嘘うそを言っているようには見えなかった。

　なんとも急な話だが、そういう理由なら仕方がないだろう。

　だが、とユージは思った。

　改めてククルの姿を上から下まで眺めてみる。

　白地に紺のセーラー服。これは、ユージとククルが通う秋あき島しま学園の制服だった。

　その制服の下からエナメルの黒が見え隠れしている。

「その格好で帰るの？」

「しょうがないではないか。急な話なのだから。五分では着替えることも叶かなわぬ」

　ククルは靴を履きながら不機嫌そうに答えた。

「いいけど、その服は俺おれの趣味じゃないってことはお父さんにはきちんと説明しておいてくれよ」

「善処しよう。第一今はそれどころではないからな」

「何かあったの？」

「いや、たいしたことではないと言えばたいしたことではないのだが……」

　ククルは思い出したように言った。

「そうだ。すまぬが、台所の後片付けをしといてくれ」

「わかった」

「ところでユージよ」

　ククルはくるりとユージの方を振り向いた。

「さっきの、うまかったか？」

　ユージは、生クリームとアイスクリームの甘さと冷たさ、そしてククルの指の熱さを思い出した。

　あの時は平気だったが、今思うと自分のやっていたことが気恥ずかしく感じる。

「……まずくはなかったよ」

　ユージは答えた。

「私の愛がたっぷり入っていたのだ。まずいわけはない」

「なんだよ愛って」

「愛は愛だ」

　ククルは言った。

「私が帰ってきたらお返しをしてくれ。今度はお前がホットケーキ作るのだ」

「ホットケーキ？」

「妻からの愛には、夫も愛で返すものだ」

　ククルは言った。

「よくわかんないけど、ホットケーキを作るのは別にいいよ」

「明日の夜に帰るからな。準備しておいてくれ」

「わかった」

「ホットケーキは、愛がたっぷり入ったやつだぞ」

「愛？」

　ユージは言った。

「ホットケーキに入れたことはないけど、努力してみる」

「うむ」

「……」

「……」

　二人はしばらく見つめあった。

　ククルが口を開く。

「しないのか？」

「？」

「いってらっしゃいのチューはしないのか？」

「しません。早く行けよ」

　ユージの言葉と同時に、玄関の電気が消えた。

『大停電』だ。

　暗くら闇やみが来た。

「では行ってくる」

「うん」

　玄関の扉が開き、ククルは外に出て行った。

　数秒後、玄関の電気がついた。光が戻る。

　ユージはサンダルを履き、玄関の外に出た。家の前の道に出て左右を見渡したが、ククルの姿はどこにも見えなかった。

　ユージは台所に入り、後片付けを始めた。と言ってもそんなに散らかっているわけではない。

　ユージの携帯の呼び出し音が鳴った。

「あたし」

　電話の主は、姉の涼りよう子こだった。

「休みが取れたから月曜日に家に帰るからね。居られるのは一日だけだけど」

「わかった」

　ユージは言った。

「ククルちゃんは？」

「『夜の国』に帰ってる」

「なるほど。さっき停電あったもんね」

　と涼子は言った。

「帰ってきたら、ククルちゃんにおいしいものでも食べさせてあげたら？」

　いつも食べてるよ、と思ったがユージは別の言葉を口にした。

「そうします」

「んじゃね、ちゃんと勉強するのよ」

「してるよ、それより期末試験でクラスで十位以内に入ったら携帯ゲーム機買ってくれるのを忘れないでよ」

「姉に二言はないわ。じゃあしっかり勉強するのよ」

　そう言って、涼子は電話を切った。

　ユージは棚と冷凍室を確認した。ホットケーキミックスとアイスクリームはあることはあるが、残り少なくなっている。

「……まあ、勉強にも息抜きは必要だしな。それにククルと約束しちゃったし」

　明日はホットケーキミックスを買いに行こう、とユージは思った。



　　　＊



　翌日、ユージは買い物に出かけた。バスで秋あき島しま駅に出て、駅前の大型スーパーに向かう。

　スーパーの入り口では、猫の着ぐるみが赤い風船を子供に配っていた。受け取った子供達は、皆楽しそうに笑っている。

　ユージはホットケーキミックスを売っている売り場に向かった。

　そう言えば、スーパーに買い物に来るのは久しぶりだな、と思った。

　姉と暮らしていた頃ころは買い物も食事の準備も自分でしていたが、ククルと一緒に暮らし始めてからはほとんどククルにやって貰もらっていた。

　一度だけホットケーキを焼いてククルに食べさせたことがあった。その時、ククルはおいしいと言ってくれた。

　今回、『ホットケーキ』が食べたいと言ってきたのも、その時の記憶からかもしれない。　ユージはホットケーキミックスの袋を三袋、かごに入れた。

　これじゃ足りないかな……。

　なにしろククルは大食漢だ。体からは想像もできないほどよく食べる。ユージより体はずいぶんと小さいが、ユージの数倍は軽く食べるのだ。食べたものがあの小さな体に入るとはとても思えない。胃袋のどこかが別空間に繋つながっているに違いない、とユージは思っている。

　ユージは追加で二袋、買い物かごに入れた。

　あとは……。

　昨日のククルの言葉を思い出した。

『ホットケーキは、愛がたっぷり入ったやつだぞ』

　愛、か……。

　ユージは思った。

　そんなものを入れたホットケーキなんて作ったことがない。

　第一、愛なんてどこで売っているのだ？

　ユージは周囲を見渡した。もちろん『愛はこちらにあります』という表示はない。

「なにかお探しですか？」

　ピンクのエプロンを着けた女性の店員にユージは話しかけられた。

「すみません、あの」

「はい」

「……愛……」

「アイ？」

「愛……アイ、アイスクリームってどこにあります？」

「はい、アイスクリームならあそこに……」

　お店の人はそう言って、天井から下がっている案内板を指差した。

　店内は冷房がきいているのにユージは自分が汗をかいていることに気づいた。



　ユージは買い物袋を持ってスーパーを出た。

　無駄に疲れた気がする。さっさと帰ろう。

　スーパーを出て駅前のバス停に向かう。

　大通りからわき道にそれた。ここの道は駅前公園に通じている。公園を通り抜けると近道になるのだ。

　ユージは公園に足を踏み入れた。お昼時のせいか、公園には人ひと気けがない。

　ブランコ横を通り抜け出口近くに来ると、女の子のすすり泣きが聞こえてきた。

　出口近くの木の下のベンチで、金髪ツインテールの女の子が泣いていた。髪に赤のリボンを巻いており、黒と白のワンピースを着ている。

　近くに母親や父親らしき人の姿はなかった。どうやら一人らしい。

　ユージは買い物袋を持ったまま、女の子に近づいた。

「どうしたの？」

　女の子は泣きながら傍らの木を指差した。

「風船が、飛んじゃったの」

　見上げると、木には赤い風船がひっかかっていた。スーパーの入り口で配っていた風船だ。どうやら風船が女の子の手から離れて木に引っかかってしまったらしい。ただ、それほど高い位置に引っかかっているわけではない。ユージの背なら、ジャンプすれば届きそうな位置だった。

「大丈夫だよ。取ってあげる」

「ほんと？」

　女の子が顔を上げた。その瞳ひとみは青い。フランス人形みたいだな、とユージは思った。

　ユージは買い物袋をベンチに置き、木に手を伸ばす。

「よっと……」

　ユージはジャンプした。風船についている紐ひもをつかみ、地面に着地する。

　ユージは手にした風船を女の子に渡した。女の子はにっこりと微笑ほほえむ。

「ありがとう、お兄ちゃん」

「もう離しちゃだめだよ」

「うん」

　女の子はこくりと頷うなずいた。

　ユージはベンチの上の荷物を持ち、公園を出た。

　振り返ると、女の子は風船を持ったまま、手を振っている。ユージが手を振り返すと、女の子はユージに応じて大きく再び手を振った。

　よかったよかった。

　いいことをするとなんだか気分がいい。

　ユージは公園を出てバスに乗り、家に帰った。
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　午後十時。



    

  
    
      



    

  
    
      　リビングの電気が一斉に消えた。

『大停電』だ。

　暗くら闇やみが訪れる。

　数秒後、光が戻った。

　同時に、玄関の扉が開く音がした。

「ただいま」

　玄関からククルの声がした。帰ってきたようだ。

　ユージはリビングから玄関へと向かう。

「おかえり」

「うむ」

　ククルは返事をしたが、心なしか元気がない。顔もうつむき加減だ。

「どうかしたのか？」

「いや……」

　ククルは靴を脱ぎ、家に上がった。

「今からホットケーキ作るよ。食べるだろ？」

「うむ」

　ククルの返事はそっけなかった。

　怒っている、というより、心ここにあらず、といった様相だった。

　ユージはホットケーキを焼き、ククルに出した。豪華六枚重ねのホットケーキだ。一番上にはアイスクリームをたっぷりと載せる。

　これで、ククルも少しは元気を取り戻すだろう。

　ユージはホットケーキをリビングのククルの前に運んだ。

　だが、ホットケーキを前にしても、ククルの反応は鈍かった。表情も沈んでいる。

「どうした？」

「……」

　ククルは考え込んでいる。

　ユージは不安になった。

「夜の国で何かあったのか？」

「何かあったとゆーか……入れ違いになってな」

「入れ違い？」

　ユージはククルの言葉の意味をはかりかねた。

　ククルは顔を上げて言った。

「ユージよ。お前に話しておくことがある」

「なんだ？」

「金髪を見たら、私にすぐ知らせるのだ」

「金髪？」

「うむ。見かけたらすぐに私に知らせてくれ。ただし、お前は手を出すな。泣いていたり、飴あめをくれると言ってもついていってはならんぞ」

「いかねーよ」

　ユージは言った。

「詳しい話は後日話そう。私もまだ動揺していて心の整理がついておらぬ。幸い、もうすぐ試験も終わる。その頃ころには私も落ち着いているだろう」

「う、うん……」

　ククルはそう言うと、ホットケーキに手を伸ばした。六枚重ねのホットケーキはあっという間まにククルの口の中に姿を消した。

「うまい」

「ならいいけど……」

「私はもう寝る。お前も早く寝ろよ」

　ククルはそう言うと、リビングから出て行った。

　ユージはなんとなく寂しい気分になった。



　月曜日のすべての試験が終わり、ユージは大きく息を吐いた。

　あと数日がんばれば、試験休みだ。そして夏休みと続いていく。

　ユージはホームルームが終わると、寄り道せずにまっすぐ家へと帰った。

　ユージが家に近づくと、家の方向から泣き声が聞こえてきた。しかも、その泣き声には聞き覚えがある。

　ユージは早足で家へと急ぐ。

　家の前で金髪の女の子が座り込んで、べそをかいている。その少女は、昨日公園で泣いていた女の子だ。

　なぜ、昨日の女の子がここにいるんだ？

　悩んでいても始まらないので、ユージは女の子に声をかけた。

「どうしたの？」

　ユージは優しく話しかけた。

「あ、お兄ちゃん」

　ユージを見上げたその瞳ひとみには涙がたまっている。

「転んで足が痛いの」

　女の子は涙を拭ぬぐいつつ答えた。

　どうやらこの近くで転んだらしい。

　しかしなぜこの子は俺おれの家の前で泣いているのだろう。この近所の子なのだろうか。ユージの頭に疑問が浮かぶ。

　だが、今泣いている女の子を問いただしたところで、満足のいく答えは返ってこないだろう。それだけは確かだ。

「家で包帯巻こうか」

　ユージの言葉に、べそをかきながら、女の子はこくん、と頷うなずいた。

　その時、ユージは女の子の名前も知らないことに気づいた。

「名前、なんてゆーの？」

「アリアンナ」

「お兄ちゃんは？」

「犬いぬ伏ぶしユージ」

「ユージお兄ちゃんね」

　アリアンナと名乗った女の子は確かめるように二、三度頷く。

　ユージはアリアンナの手を引いて、家の中に入った。

　家には鍵かぎがかかっていた。ということは幸か不幸か、ククルはまだ帰ってきてないようだ。

　女の子をリビングのソファに座らせる。

　ユージは家の救急箱を持ってきた。箱の中には湿しつ布ぷと包帯が常備してある。ちょっとした怪け我がならこれで充分に事足りるはずだ。

「じゃあ湿布しよう」

　ユージの言葉にアリアンナはこくんと頷うなずく。

「どっちが痛いの？」

「右足」

　ユージはアリアンナの右足を手に取った。

　アリアンナの足は透き通るように白かった。それに小さく、細い。触れた肌は柔らかく、その白さとあいまって、温かい雪を手にしているような気分になる。

　だが、右足は腫はれているようには見えなかった。左足と比べてみたが、両方とも普通に見える。

　ユージはアリアンナに聞いてみた。

「どの辺が痛いの？」

「足首のところ」

　ユージは湿布を取り出した。そして、アリアンナの言った箇所に湿布をあてる。

「ん……そこじゃないよ。もっと下」

「ここ？」

　湿布をあてた所より少し下の部分をユージは指で軽く触れる。

「ん……違う。もうちょっと下」

「ここかな？」

「あっ……」

　甘い吐息が、アリアンナの口から漏れる。

　……えーっと、俺おれ、なにやってんだっけ？

　頭がくらくらしてくる。

　アリアンナの足から、いい匂においがしている。

「お兄ちゃん、アリアンナの足に触りたい？」

「……うん」

　人形のようにユージは答えた。そして自分の口から出た言葉に自分で驚く。

「い、いや触りたいわけじゃないよ。アリアンナが足が痛いって言うから……」

「いいんだよお兄ちゃん、無理しなくて」

　アリアンナは甘ったるい声で言った。

「お兄ちゃんの好きなようにしていいんだよ？　指に触りたいんでしょ？　いいよ」

「そ、そう？」

　ユージはアリアンナの右足の指に手を伸ばした。親指に軽く触る。

「……ん。優しく触るんだね」

　アリアンナの声に促されるように、ユージは行為を続けた。右足の中指と小指を交互に触る。

「あ、そんな急に……は……」

　ユージはアリアンナの足の指を触りながらも、何かを思い出そうとしていた。

　……似たようなことを前にもやったような気がする。あれは、何だっけ……。

　その思考を中断させるように、アリアンナの声が耳に届いた。

「ユージお兄ちゃんて上手なのね。なんか、慣れてる……じゃあ、今度はアリアンナからお願いしていい？　薬指を……」

　バタン、と大きな音がした。玄関の扉が開いた音だ。

　ユージははっと我に返った。

　玄関からリビングに続く廊下を駆けてくる音がする。

　リビングの扉が乱暴に開き、ククルが姿を現した。

「なにをしている」

「いや、その……」

　ユージは慌あわてて、アリアンナの右足から手を離した。全身から血の気が引いてゆく。

　まずい。まずすぎる。

　いや落ち着け俺おれ。俺は家の前で泣いていた女の子の足の治療をしただけだ。それ以外の何物でもない。

　そう言おうと思ったが、舌がもつれて言葉にならなかった。ユージはますます狼狽した。

　だが、ククルの視線はユージの方を向いていなかった。

「何をしているのだ、母上！」

　え？

　母上？

　ユージはアリアンナの方を見た。

　ツインテールの髪から、円錐形の何かが姿を見せている。ユージはそれに見覚えがあった。

　角つのだ。

　オウガ族の角である。

「もー」

　アリアンナは、ソファから立ち上がった。両足は床にしっかりと着いている。

「あれ？　怪け我がは？」

　ユージの言葉を無視して、アリアンナはククルに向かって言った。

「ククルちゃんってば相変わらず短気なんだから」

「そういう問題ではない！　むこうでは母上がいなくなったといって大騒ぎなのだぞ」

「みんな心配性なのよー」

　アリアンナは悠ゆう然ぜんと言い放った。

　ユージは事態がよく飲み込めずに、ククルとアリアンナの二人を交互に見比べた。
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「改めて紹介する」

　ククルは言った。

　アリアンナはソファに座り、足をぷらぷらさせている。

「私の母上で、オウガ族族長のアリアンナだ」

「いつもククルちゃんがお世話になってます」

　アリアンナは深々とお辞儀をした。

「いえ、こちらこそ……」

　釣られてユージもお辞儀をする。そしてククルに聞いた。

「族長って、いつぞやのお父さんがそうじゃないの？」

「母上には十一人の夫がいる。お前が見た父上は、母上の夫のうちの一人だ」

　夫のうちの……一人？

「こっちの国の人たちと違って、オウガ族は十二人まで婿むこが持てるのよ」

　アリアンナは言った。

「ザムエルくんはしんぱいしょーなのよね」

「ザムエルって？」

「九十九つくも公園で会った父上だ」

　ククルは答えた。

「……ああ、あの……」

　ユージは自分の数倍の大きさの身体からだと、一振りで絶命間違いなしの鉄てつ槌ついを持ったククルのお父さんの姿を思い出した。

　自然に身体がぶるっと震える。もう少しでハンバーグの材料になりかけた恐怖の思い出だ。無理もない。

　ククルはアリアンナをじっと見ている。いや、睨にらんでいると言った方が正しいかもしれなかった。

　しかし、アリアンナがククルの母親だと言われてもピンとこない。

　二人はどう見ても姉妹に見えた。それも、ククルが姉でアリアンナが妹の姉妹だ。小学生の姉妹にしか見えないのだ。

　この二人を見て親子だと思う人間は、眼科に行くべきだろう。

「一体ユージと何をしていたのだ」

「何って……見ればわかるじゃない」

　アリアンナは平然と言った。

「お医者さんごっこよ」

「お医者さんごっこ？」

　ユージは思わず声をあげた。

「本当かユージ？」

「違うに決まってるだろ！　家の前で足を挫いたって言って泣いてたから、包帯を巻いてあげようとしただけだ！」

　叫さけぶようにユージは言った。

　ククルとユージをいなすように、アリアンナは言う。

「そんなにムキにならないでよ。スキンシップよ。スキンシップ。ククルちゃんの旦だん那な様がどーゆー人かと思って」

「余計なことはしないで貰もらおうか」

　ククルは冷たく言い放った。

「なによ、その言い方」

　アリアンナの頭から二本の角つのが伸びてきた。

「ユージは私の夫だ。母上といえども、手を出すなと言っているんだ」

　ククルの額から角が出る。二人は吐息がかかる距離まで近づき、睨にらみあう。

　文字通り角を突き合わせていがみあっている。

　犬いぬ伏ぶし家のリビングは一触即発の雰囲気になった。

「二人とも、落ち着いて」

　ユージは二人の間に割って入った。とにかく揉もめ事はごめんだ。

「とりあえず、食事でもどうですか。昨日のホットケーキミックスが余っているし」

「本当？　食べたーい」

　それまでの口く調ちようとうって変わって、アリアンナが陽気な声をあげる。表情も笑顔になった。

　一方、ククルの表情は相変わらず険けわしい。

「ユージ、母上を甘やかすな」

「甘やかしてるわけじゃないよ」

「そーよ。ユージお兄ちゃんは優しいだけよ」

　アリアンナが追い打ちをかけるように言った。再びククルの額の角が伸びる。

「とにかく、リビングで待っていてください。喧けん嘩かしたら、ホットケーキは中止にしますからね」

「うん、わかった！　アリアンナおとなしくする」

　ユージは台所でホットケーキを焼き、ククルとアリアンナに出した。ホットケーキの枚数は昨日より少なくしたが、アイスクリームの量は昨日と同じにした。

「おいしい！」

　ホットケーキを口に入れたアリアンナは驚喜の声をあげる。

「すっごくおいしいよ、お兄ちゃん」

「ど、どうも」

　ユージが困惑した笑みを浮かべるのと同時に、ククルが言った。

「母上」

　冷たい声だった。

「そろそろ本題に入らせて貰もらおう。私は昨日、父上達に『夜の国』に召還されたのだ。母上がいなくなったと言って大変な騒ぎになっていたぞ。それがこんなところにいるなんて……何故母上はここにいるんだ？」

「何故って……」

　アリアンナはホットケーキ用のフォークをくわえたまま、きょとんとした表情をする。

「ククルちゃんが心配だったからに決まってるじゃない」

「嘘うそだ」

　ククルは即座に否定した。

「心配だったら父上たちに訳を話して堂々と来ればいいではないか。なぜ父上たちの前から何も言わずに姿を消したのだ。おかげで私は父上たちから『夜の国』に呼び戻されたのだぞ」

「よかったじゃない、親孝行できて」

　アリアンナは悪びれる様子もなく言った。

「それにしてもククルちゃん」

　アリアンナはフォークを机に置いた。

「ズルいよ」

「なにがズルいんだ？」

「こんなかっこいいお兄ちゃんを旦だん那な様にしてるなんてズルイじゃない」

「ズルくはない。第一私がこの国で夫を持ったと言ったら、母上をはじめ皆私を責めていたではないか」

「だってこんなにかっこいいお兄ちゃんだなんて知らなかったんだもん」

「別にかっこよくはない」

　ククルはふん、と鼻を鳴らした。

　ひどい言われようだな、とユージは思った。

　その様子を見てアリアンナはにっこりと笑った。

　ユージは内心どきっとした。

　同時に、足に強烈な痛みが走る。ククルに足の小指を思いっきり踏まれたのだ。

「……！」

　ユージは身もだえしつつ必死に悲鳴をこらえた。そのユージを無視してククルは話を進める。

「とにかく、夜の国では母上のことを皆心配しているのだ。さっさと帰るべきだ」

「それはいいけどー」

　アリアンナは甘えたような声を出した。

「一個だけやりたいことがあるの」

「なんだ？」

「ユージお兄ちゃんを、夜の国に連れて帰る」

　俺おれを？

　痛みから立ち直ったユージはアリアンナと視線が合った。

「ほら、私今十一人旦だん那な様がいるでしょう？　最後の一人を誰だれにしようか悩んでたんだけど、ユージお兄ちゃんにしようと思って」



    

  
    
      



    

  
    
      「駄だ目めだ！」

　ククルは言った。ユージが聞いたこともないような大きな声だった。

「駄目だ駄目だ駄目だ！　ユージは私の夫だ」

「だってお兄ちゃんがククルちゃんの旦だん那な様になったのってなりゆきでしょー？　ククルちゃんがこの国にいたいから夫にしただけよね？　だったらそこはあたしがなんとかしてあげるからお兄ちゃんをちょうだいよ」

「駄目だ駄目だ駄目だ！」

「どうして？」

「我々は愛し合っているのだ！　な？」

　ククルがユージを見た。

　その目は肉食獣のそれだった。

　頷うなずかないと殺される。

　ユージは反射的に頷いた。人形のように、首を何度も上下させる。

「ふーん、とてもそうは見えないけどお？」

　からかうような口く調ちようでアリアンナは言った。

「それは母上の目が節穴だからだ」

「そう？　じゃあ証拠を見せて貰もらいましょうか」

　えっ、と思う暇ひまもなかった。

　ユージの意識は奈な落らくの底に落ちていった。
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　ユージは意識を取り戻した。

　目を覚ました瞬間、自分に何が起こっているのかわからなかった。

　目隠しをされているらしく、視界は完全にふさがれている。しかも口は猿さる轡ぐつわをかまされており、話すことができなかった。

　とりあえず立ち上がろうとしたが、腕と足が動かない。どうやら腕と足も何かに縛りつけられているようだった。

「あ、起きた？」

　高く透き通った声が耳元でする。アリアンナの声だった。

「もごもご、もごご、んぐんぐぐぐ」

　なんで俺おれがこんな目に、とユージは言ったが言葉にならなった。

　胸のあたりにくすぐったい感触がする。どうやらアリアンナが指でユージの胸を触っているようだった。

「ふーん、ユージお兄ちゃんって、意外にいい体してるじゃない？」

　アリアンナの楽しそうな声が聞こえる。

「ユージ？　大丈夫か？」

　アリアンナより幾分低めの声がする。ククルの声だ。

　大丈夫なように見えるか、とユージは言ったが、相変わらずもごもごもご、といううめき声にしかならない。

「母上、口は自由にしてやってもいいのではないか？」

「えー、拘束されているユージお兄ちゃんもかわいいじゃない。もう少し、楽しんでもいいんじゃない？」

　アリアンナは無茶苦茶なことを言った。

　沈黙が続いた。情景は見えないが、雰囲気からククルが無言の抗議をアリアンナにしているであろうことはわかる。

「ククルちゃん、そんな怖い顔で睨にらまないでよー。わかったわよ。話せるようにはしてあげるから」

　口を塞ふさいでいた猿さる轡ぐつわがゆるんだ。口元が自由になる。

　ユージは水の中から顔を出したときのように、ぜーぜーと大きく呼吸した。

　目はまだ塞がれているので見えないが、声の方向からアリアンナのいるだろう方に向けてユージは言った。

「これは、何のマネなんですか？　どうして俺おれは縛られているんですか？」

　ユージの言葉にアリアンナの声が返ってきた。

「ククルちゃんが、いい物持ってたから使わせて貰もらったの」

　アリアンナの楽しそうな声がする。そう言えば、ククルがボンテージルックを見せた時に『ユージの分もある』と言っていたのを思い出した。

　今ユージの手足を拘束し、目を塞いでいるものがそうらしかった。

「何の為ために俺をこんな目にあわせるんです？」

「それは……」

　アリアンナはゆっくりとした口く調ちようで言った。

「愛を確かめる為」

「愛？」

　ユージは間まの抜けた声をだした。

　愛？

　愛ってなんだ？

　それに愛と俺が縛られていることに何の関係があるんだ？

「今から愛を確かめる儀式を始めるのよ」

「儀式ではない。勝負だろう」

　ククルの声がした。

「私が勝ったらユージには手を出さないことを約束してくれ」

「はいはい、わかってるわよ」

　勝負ってなんだ？というユージの疑問をよそにアリアンナとククルは話を進めていった。

「はい、じゃあルールの説明をしまーす。今からユージちゃんにあたしたち二人を食べて貰もらいまーす」

　アリアンナは言った。

「一ひと口くちずつ食べて、どっちがククルちゃんか当てたらあなた達の勝ちでーす」

「な、なにそれ……」

　ユージの疑問は当然のように黙殺される。

「今からユージお兄ちゃんの舌に、あたし達二人が順番に指で触れます。どっちがククルちゃんの指か当てられたら、ククルちゃんの勝ち、外れたらアリアンナの勝ちです」

　ユージの混乱をよそにアリアンナは話を続ける。

「なお、ククルちゃんとユージお兄ちゃんの愛が証明できなかった場合、ユージお兄ちゃんはアリアンナの十二番目の旦だん那な様として、『夜の国』に連れて帰りまーす」

「そんな無茶苦茶な！」

　ユージは抗議の声をあげる。

「心配しなくてもいいわよ」

　アリアンナは言った。

「鬼オウガ族にとって十二番目の旦那様はとっても大事な存在なの。一番最後の旦那様だからね。他ほかの旦那様に対しても有利な立場を取ることができるわよ」

「俺おれが言いたいのはそういうことじゃなくてですね……」

「そんなにごちゃごちゃ言うなら、おとなしくなるまで口を封じてもいいのよ」

　それまでと同じ明るい声だっただけに、ユージの心は凍った。

　こういう人は、怖い。

「大丈夫だ、ユージ」

　ククルの声がする。

「信じてるからな」

「……」

　ユージは沈黙した。どうやら選択肢はないようだった。

「はい、じゃあユージお兄ちゃんあーんして。口を大きく開けてねー」

　歯医者のようなことをアリアンナは言った。歯医者と同じで、ここから先が地獄なのだろう。

　だが、ユージに行動を選ぶ権利はない。

　言われるままに口を開ける。

「じゃ、これから指が入りまーす。では、スタート」

　アリアンナの言葉と共に、指がユージの口の中に入ってきた。

　指がユージの舌に触れた。指は舌の先端を優しく触っていく。

　ユージの体がびくっと震える。

　指は舌の先端を円を描くように触れていく。その動きはゆっくりとしていたが、とても優しかった。

　指が舌を離れた。視界が塞ふさがれているので、指の動きが見えない。その分、不安な気分がユージを包む。

　指が再びユージの舌に触れた。

　指は、舌の中央部分を触れるか触れないかの所で止まった。そして、弾力を楽しむように、軽く舌を指の腹で何度か押す。

「んむ……」

　思わずユージは声を漏らした。

　その声に反応するように、指は動きを変えた。奧おくから手前へかき出すような動きを始める。

「ふっ……」

　指は最初はゆっくりだったが、次第に動きを速めていった。動きに合わせて、ユージの呼吸が荒くなる。

「ん、ん……」

　指は舌から離れると、またすぐに指の腹でぐっと押した。最初は弱く、そして次第に押す力が強くなる。

　痛いような、むずがゆいような感触がユージを襲う。

「……いいです」

　ユージは言った。

「もういいです。勘かん弁べんしてください」

「……」

　名な残ごりを惜しむように、指は舌の上でさっと弧を描くと、ユージの口から出ていった。

「はあ、はあ……」

　ユージは荒い息を漏らす。

　アリアンナの声がした。

「そんなにちょっとでいいの？　十分ぐらいはじっくり指を味わって貰もらって判断して貰うはずだったんだけど」

「もういいです」

　ユージはげっそりとした気分で答える。

　アリアンナが再び口を開いた。

「公平を期す為ために次の指も同じぐらいの時間にするからね」

「わかりました」

　ユージは答える。願ったり叶かなったりだった。もし長時間こんなことを続けていたら、俺おれは死んでしまう。

「じゃあ、いくわよ。はい、あーんして」

　ユージは言われるがままに口を開く。

　数秒の間まの後、再び指が入ってきた。

　今回の指は、前の指と対照的だった。

　指は、ユージの舌の先端に軽く触れた。二、三度軽く触れると、舌の中央に指を乗せる。

　そして、指は動きを止めた。

　舌を押すわけでもなく、指はユージの舌の上に乗っている。まるで何かを待っているように、指は舌の中央から動かなかった。

　ユージが思わず舌を動かすと、指はぴくっと反応し舌から離れる。そして、ユージの舌に合わせるように、静かに指を舌の上に乗せる。

　前の指が自ら能動的に動いていたのとは対照的に、今回の指は受動的だった。あくまでユージの舌の動きに合わせて指は動いてくる。

　ユージが舌を動かすまでは、指はほとんど動かなかった。ユージの舌が動くと、それに合わせるように指は動く。しかも舌の動きに対して同じ動きをするわけではなく、舌が指に触れて指が触れ返すときもあれば、指を引き、さらなる舌の動きを促すこともあった。

　そして、今回の指が前の指と決定的に違うところがあった。

　それは……。

　指がユージの舌から離れた。

　ユージは大きく息を吐いた。

「さて、ユージお兄ちゃんにはアリアンナとククルちゃんの指を味わって貰もらいましたが……ここで判定をして貰いまーす」

「その前に」

　ユージは声をあげた。

「この目隠しと拘束は解いて貰えないんですか？」

「そのままでーす。目隠しを解いたらククルちゃんとアリアンナの顔が見えちゃうでしょ？　それを判定の参考にされたら困るから」

　アリアンナは言った。

　いいところを突いている、と思った。もしかしたら二人の様子を見ることができたら何かわかるかも、と思ったが、それはアリアンナに見抜かれているようだった。

「さて、最初の指と後の指、どっちがククルちゃんでどっちがアリアンナでしょう？」

　沈黙が周囲を包む。

　やがて、ユージはゆっくりと口を開いた。

「後の方がククルだ」

　数秒の間まを置いて、アリアンナの声がした。

「……理由は？」

「え、理由？」

「後の指の方がよかったの？」

「……そういうわけではないけど」

　ユージは言った。

「後の指は……熱かったから」

「熱かった？」

「最初の指の方が、その、上う手まかったけど……後の指の方が熱かった。前にククルの指に触れた時、熱かったから……」

　ユージはそう言った。

　返事は返ってこなかった。

　ユージは自分の血の気が引いていくのがわかった。

　まずい、失敗したか？

　でも、あれはククルの指だった。間違いない。舌に触れた指は、段々と熱を帯びていった。最初の指は動きは多かったけれど、指の温度は最初から最後まで同じだった。

　前にククルにアイスクリームを指で食べさせられた時、ククルの指は段々と熱くなっていった。あの熱がユージの記憶に残っていたのだ。

　目隠しが取られた。次いで、かちゃかちゃという音がし、腕と足を締め付けていたものがとれる。

　最初はまぶしさに目がくらんだが徐々に視力が回復してゆく。

　目の前にはアリアンナが手を頭の後ろに組み、ユージを興味深そうに見ている。

　ククルはなぜか後ろを向いていた。

「正解です」

　アリアンナが言った。

「ククルちゃんの勝ちです」

　ユージは目をぱちぱちさせた。そして安あん堵どのため息をつく。

「はー、よかった……」

　ユージは思わず胸を押さえた。心臓が思い出したようにドキドキしだす。

「ちぇー、つまんないのー」

　アリアンナは言った。

「せっかくいい旦だん那な様見つけたと思ったのに」

「十一人もいるからいいじゃないですか？」

　ユージの言葉に、アリアンナは笑顔で答えた。

「まあね」

　アリアンナはそう言い、ククルの肩にぽんと手を置く。

「ほら、ユージお兄ちゃんを褒ほめてあげたら？」

　ククルはユージの方を向いた。

　目と顔が赤い。

　ユージの視線に気づいたのか、ぷいと視線を外す。

「その……よくやったな」

「ん……」

　ククルに何かもっと上う手まい言葉をかけたかったが、言葉が浮かんでこなかった。

　ユージはククルの手をとった。その手は、さっき自分の舌に触れた指と同じく熱かった。

「仲がいいわねー」

　アリアンナの言葉にユージは思わずククルから手を離した。

「とにかく」

　ククルは気を取り直したように言った。

「我々が愛し合ってることはわかっただろう。安心してくれ」

「ええ、安心したわ」

　アリアンナは言った。

「安心してここに住めるわね」

「え？」

　ユージとククルは同時に叫さけんだ。

「夜の国に帰る約束だったじゃないか」

「そんなこと一言も約束してないわよ。ユージお兄ちゃんのことをとりあえず諦あきらめるってだけよー。夜の国は旦那様たちに任せておけば安心だし」

「い、いやここに住むとか言われても困るんですが……」

　ユージの言葉にもアリアンナは気楽そうに笑うだけだった。

「大丈夫よ。二人の邪魔はしないから」

「そうじゃなくてですね、涼りよう子こ姉ちゃんの許可を貰もらわないと……」

　ユージは言った。

　この家はユージの家だが、すべての決定権は姉の涼りよう子こにある。「一緒に住む」と言われてもアリアンナのことを涼子にどう説明すればいいのだ？

「たっだいまー」

　玄関から声がした。姉の涼子の声だ。

　しまった、とユージは思った。

　そう言えば、今日帰ってくるんだった。

　涼子がリビングに入ってきた。

「ユージあんた姉が帰ってきたら出で迎むかえくらいしなさいよね、……あれ、この子誰だれ？」

　アリアンナは涼子を見るとぺこりとお辞儀をした。

「初めまして、涼子お姉ちゃん。ククルちゃんの妹のアリアンナです」

　アリアンナはそう言った。

　確かにアリアンナの体はククルより小さく、外見的には妹に見える。

　しかし、母親が妹を騙かたるとは……

　そんなユージの気持ちを知るはずもなく、涼子はアリアンナを見ると相そう好ごうを崩した。

「あら、かっわいー妹さんね」

「しばらくこちらにいることになりました。それで、このお家うちにお世話になりたいんですけど……」

「あら、いいわよー」

　あっさりと涼子は承諾した。

「え、いいの？」

　驚くユージの声に涼子は答える。

「せっかくククルちゃんの妹が来たんだから、この家にいて貰もらうってのが筋すじってもんでしょ？　アリアンナちゃんもククルちゃんと一緒にいたいだろうし」

「うん、アリアンナ、ククルちゃんと一緒にいたい！」

「そーよねー」

　子供らしい笑顔を浮かべるアリアンナの頭を涼子は撫なでる。

　ユージは喉のどの奥に指を突っ込まれたような気分になった。

「ねえねえ、お姉ちゃん、今日は一緒に寝ていい？」

「いいわよー。一緒に寝ましょう」

「わーい。アリアンナ、お姉ちゃんのお部屋が見たいなー」

　涼子とアリアンナの二人は手を繋つないで涼子の部屋に消えていった。

　リビングにはユージとククルの二人が残された。

　二人は、どちらからともなく見つめ合った。

　無言でしばらく見つめ合う。

　そして、ククルが口を開いた。

「私は母上とは違うからな」

　ククルは言った。

「12／12だ」

「？」

「お前なんか、12／12だからな」

「う、うん」

　よく意味がわからなかったが、ユージは曖あい昧まいに頷うなずく。

「私には、お前一人だ」

　そう言うと、背を向けリビングを出て行った。

　ユージは自分の口元に手をやった。

　ククルの指が残した熱が、まだ口の中に残っている。

　熱って移るものなんだな、とユージは思った。



    

  
    
      




    

  
    
      二話　バード・ウォッチング





　何日にも及ぶ戦いの終わりを告げるチャイムが鳴った。

「はい、そこまでー。筆記用具置いて」

　試験監督の先生の声が教室に響き渡る。

　ユージは手にしていたシャープペンシルを置いた。

　答案用紙を裏返しにし、前の席の高たか梨なしに渡す。高梨はユージの答案の上に自分の答案を重ね、前に渡していく。

　試験監督の先生は答案用紙を確認すると、手持ちの封筒に入れ、教室を出て行った。

　先生が出て行くのと同時に、教室のあちこちからざわざわと声がする。

　期末試験のすべての科目が終了したのだ。

　これから二日間、秋あき島しま学園は試験休みに入る。その解放感からか、どの顔も晴はれ晴ばれとしている。

　もちろん、ユージも例外ではない。うーん、と手を背中の後ろに伸ばす。

　なんとか期末試験を乗り切ることができたのだ。

　試験期間中、ククルが『夜の国』に一時帰国したり、ククルの母親であるアリアンナがやってきたり、拘束具で縛られたりといろんな目にあった。

　だが、それに負けずまずまずの成績を取ることができたように思う。

　期末試験でクラスで十位以内に入れば携帯ゲーム機を姉の涼りよう子こに買って貰もらえる。そこまでの成績を取れているかどうかは微妙なところだが、補習を受けなければいけないほど悪い成績ではないことだけは確かだ。

　あー、早く携帯ゲーム機を手に入れたい。そして『学園クロニクル』を買い直すのだ。セーブデータもないからゲームは一からやり直しになるけど、それはそれでいい。また一から新たな気分でゲームをプレイできる。

　ユージが『学園クロニクル』に思いをはせていると、原はら田だがユージの席にやってきた。眉まゆをよせて険けわしい表情をしている。

　試験の出来が悪かったのだろうか。

　原田が口を開いた。

「試験、どうだった？」

「まあなんとか。原田は？」

「最悪だよ」

　原田は顔をしかめる。

「もしかしたら追試かも」

　原田の言葉をユージは意外に思った。

　原はら田だは成績がいい方ではないが、かと言ってすこぶる悪いというわけでもない。ユージと同じく、最小限の勉強で必要最低限の成績を取ることをモットーとしている人間である。

　だから、定期試験では常に追試を回避できるぐらいの成績を取っていた。

　だが、今回は勝手が違ったようだ。

「調子悪かったのか？」

「なんというか……いろいろ考えることがあってな」

「何か悩みでもあるのか？」

　原田はユージを見つめる。数秒の沈黙の後、原田が口を開いた。

「お前にはわからない悩みだよ」

「なんだ、それ？」

「俺おれの悩みの話はいいよ。それより」

　原田は話題を変えた。

「今日俺の家に来ないか？　今週、ウチの両親がいないんだ。今日明日と試験休みで暇ひまだろ？」

　ユージは原田が何を言いたいのか察しがついた。

　こういうことを言ってくる時は決まっている。原田の家で教育上よろしくないＤＶＤを見るのである。

　中学時代も、原田の家だけでなくユージの家や如月きさらぎの家で教育上よろしくないＤＶＤ鑑賞会を度たび々たび行っていた。今回もその誘いに違いない。

　今日はもう試験が終わり、後は家に帰るだけだ。それに明日からは試験休み。

　確かに、ユージは暇だ。それは間違いない。

　だが、原田たちには内緒にしているが、ユージの家には『妻』のククルと『姑しゆうとめ』のアリアンナがいる。

　あの二人を置いて原田の家に行っていいものか。それが問題だった。

　ユージはちらりとククルの方を見た。

　ククルはいつものように、四し方ほう堂どうと九ここの重えの二人と何か話している。それに加えて宮みや内うちさんも一緒だった。

　宮内さんは最近、通称Ｘグループと呼ばれる四方堂・九重・ククルと仲がいいようだった。この前の遊園地の一件以来、よくあの三人と一緒にいる。

　それまでの宮内さんは一人でいることが多かった。食事のときにクラスメートと一緒にいたり、休み時間に誰だれかと話しているところをほとんど見たことがない。

　だが、少し前に遊園地に行った前後から、四方堂たちと一緒にいるのを見かけることが多くなった。

　四方堂や九重、そしてククルといかなる共通点を見いだしたのかは不明だが、宮内さんと四し方ほう堂どうたちが仲良くなったのは確かだった。

　それが、宮みや内うちさんにとっていいことなのか悪いことなのかはよくわからないが。

「そうか、わかったぞ」

　原はら田だの声でユージは我に返った。

「え？」

「お前、この試験休みの間に宮内とまたデートする気だろう」

「『また』ってなんだよ」

　ユージは原田の言葉に抗議する。

「宮内さんとデートしたことなんてないよ」

「この間の遊園地はデートみたいなもんじゃねーか」

「どこがだよ」

　ユージは呆あきれた。

「遊園地には原田も如月きさらぎもいたじゃんか。それに四方堂たちだっていたし」

「でも宮内さんと二人きりで行動してたんだろ？　デートと同じじゃないか」

「あのなー」

　何を言っているんだこいつは、とユージは思った。

「その理屈だと、原田は四方堂とデートしたことになるんだけど、それでいいのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　ユージの言葉に、原はら田だが詰まった。ユージは続ける。

「とにかく、試験休みの間に宮みや内うちさんとデートなんかしないよ。だから原田の家に行くよ」

「ユージ」

　原田はユージの肩に手を置いた。

「俺おれはお前を信じていたぞ」

　どうせ三秒ぐらい前からだろが、とユージは思ったが口には出さなかった。

「ま、今回はすごいぞ。期待してくれ」

　原田が意味ありげに笑う。

　なにがどうすごいのかは不明だが、こういうときの原田は期待できる。

「夜の八時に俺の家に集合な」

　原田はそう言うと自分の席に戻ろうとしたが、思い出したようにユージに言った。

「そうだ、お前双眼鏡持ってたよな」

「確か持ってたと思うけど……」

　雑然とした自分の部屋を思い出しながら、ユージは答えた。昔姉の涼りよう子こから貰もらったお下がりの奴やつがあるはずだ。

「なら、今日家に来るとき持ってきてくれ」

「いいけど……何に使うんだ？」

「それはウチで話すよ」

　原田はそう言った。

　双眼鏡？　何に使うんだ？

　ユージは首をひねりながらも、双眼鏡を持っていくことを約束した。
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　ホームルームも終わり、ユージは家に帰ろうとした。

　原田の家に集合する時間は夜の八時だ。一いつ旦たん家に帰って準備して原田の家に行くにしても、時間があった。

　家に帰ると……ククルとアリアンナがいるんだよな……。

　ユージはちょっとだけ憂ゆう鬱うつになった。

　ククルはもちろん、アリアンナのことも嫌いではない。

　嫌いではないが、試験明けにアリアンナのテンションに相対するのは気が重い。試験勉強中も、なにかとちょっかいをかけてくるので難儀していた。

　しかも、今日は原田の家に泊まることをククルとアリアンナの双方に納得させなければいけないので、余計気が重かった。

　どっかに寄って帰ろうかなーと思いつつ、ユージは教室を出た。

「犬いぬ伏ぶし」

　教室を出たところで、ユージは背後から自分の名前を呼ばれた。

　そこにはクラスメートの日下部くさかべがいた。茶色の通学鞄かばんを持ち、少し離れた位置からユージの方を見ている。

　日下部はユージと同じ一年Ｂ組に所属する女子だ。だが、ユージとはあまり会話をしたことがないし、お世せ辞じにも仲がいいとは言い難がたいクラスメートだった。

　少なくとも、何の用もないのに呼び止められるような関係でないことだけは確かだ。

　日下部の眼鏡めがねの奥の瞳ひとみはユージを睨にらんでいるようでもあり、また何かを強く訴えたいようでもあった。

　何の用だろう？　とユージは思った。

　日下部が口を開いた。

「犬伏ってさ、温泉とか興味ある？」

　温泉？

　意外な単語にユージは虚を突かれた。

　しばらく返事をしないでいると、日下部が言った。

「興味ないならないって言ってくれない？」

「いや、興味ないとゆーか……」

「もういい」

　くるん、と日下部はユージに背を向け、駆けだしていった。ユージが呼び止める暇ひまもなかった。

　ユージは呆ぼう然ぜんと日下部の後ろ姿を見送った。

　……なんだったんだろう、あれは。

　温泉？　なぜ俺おれが温泉に興味があるかどうか聞いてくるんだ？

　ユージはわけがわからなかった。

　……日下部はまだあの時のことを怒ってるんだろうな……

　ユージは嫌なことを思い出した。



　ユージは以前、日下部と日直が一緒になったことがあった。

　日下部は吹奏楽部の部員だった。吹奏楽部といえば、女子ばかりの部活である。元々は秋あき島しま学園と合併した秋島女学院にあった部活であり、男子を嫌っている女子が多く所属しているといういわくつきの部活だった。

　当然、ユージに対する日下部の態度もそっけなかった。日直の業務遂行に必要な最小限の会話しかしなかった。

　しかし、日直の仕事はそんなにたくさんあるわけでもないので、日下部くさかべとの会話が少ないからといって特に不都合が生じることもない。問題なく日直の仕事をこなせばいいのだ。

　そのはずだった。

　だが、不幸にもユージと日下部は普段日直がしない仕事をすることになった。

　日本史の教師に、資料室の掃除を頼まれたのだ。

　資料室は日常的に掃除をする場所ではない為ため、折を見て日本史や世界史の教師が目に付いた生徒に掃除をさせていた。日本史の教師のその日最後の授業が一年Ｂ組であり、そのクラスの日直がユージと日下部だったのがユージにとっての不幸だった。

　授業の後二人は教師に呼ばれ、資料室の掃除を命じられたのだった。

　ユージは日下部に資料室の掃除は自分一人でやると申し出た。日下部は吹奏楽部の部活があるが、自分は帰宅部なので暇ひまだから、というのが日下部に語った表向きの理由だった。しかし、本当は仲がいいとは言い難がたい日下部と資料室で過ごすのが嫌だったのだ。それなら自分一人でやったほうがずっと気楽でいい。

　だが、ユージの目もく論ろ見みは外れた。日下部はユージの申し出を拒否し、自分も資料室の掃除をすることを宣言した。ユージは当てが外れたが、せっかく一緒に掃除をすると言ってくれている日下部を拒むことなどできるはずもなかった。

　ユージと日下部は二人で資料室の掃除をした。地球儀や世界地図の埃をはたき、拭ぬぐう。棚を拭ふき、床を磨いた。

　その一連の作業の間、日下部とユージは一切口をきかなかった。

　何の罰ゲームだよこれ、とユージは思った。早くこの場所から逃げ出したかった。

　ユージは資料室のゴミ箱を持って外に出た。焼却炉までゆっくりと歩いてゴミを捨て、資料室まで時間をかけて戻った。『サボってるんじゃないわよ！』と日下部に怒られるかもしれなかったが、会話のないあの空間に戻ることが億おつ劫くうでたまらなかったのだ。

　普段の二倍以上も時間をかけてユージは資料室に戻った。ゴミ箱を抱えて戻ると、日下部は資料室の窓から校庭を見ていた。日下部はユージが戻ってきたことに気づいていないようだった。

　ユージの耳に口笛が届いた。それは日下部の口笛だった。

　日下部に声をかけようと思ったが、思いとどまった。

　口笛を吹いているその姿が、なんだかとても格好よかったからだ。背筋がぴんと伸び、校庭を見ている日下部の姿は凛としており、涼しげだった。ユージは日下部が口笛を吹いている間、物音を立てないようにじっとその場に立ち尽くしていた。

　日下部が一曲吹き終わると、ユージは遠慮気味に拍手をした。ゴミ箱を持ったままなのでうまく拍手ができず、乾いた手の音が資料室に響く。その不器用な拍手に、日下部はびくっと振り返った。

「なによ……」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみがユージを睨にらんだ。

「よかったよ、すごく」

「帰ってきてたんだったら、すぐに声かけてよ」

　日下部くさかべはユージから視線をそらしてそう言った。

　ユージはゴミ箱を持ったまま言った。

「今の曲知ってるよ。ゲームのＢＧＭで聞いたことがあるんだ」

「いっつもゲーム、ゲームって馬ば鹿かじゃないの」

　そう言うと、日下部は資料室を出て行った。



　その日以来、日下部とは口をきいていなかった。

　その日下部がなぜ今日話しかけてきたのだろう？　嫌われているはずの日下部に話しかけられるなんて夢にも思わなかった。

『温泉に興味ある？』と日下部は言っていた。

　ユージにはこのような会話を前に聞いたことがあるような気がした。なんだっけ……？

　ユージは教室から離れ階段を下り、昇降口まで来たところで思い出した。

　そうだ、あれはゲーム『学園クロニクル』のセリフだ。

　ヒロインの一人が、自分に興味を持って貰もらいたくて、主人公をケーキを一緒に食べないかと誘うのだ。セリフは確か『ベルギー王室御ご用よう達たしチョコレートに興味ある？』だった。

　ということは、もしかしてもしかすると、日下部は自分に興味を持って欲しいということではないだろうか？

　……。

　ユージは冷静に考えてみた。

　ないな。ない。

　あれは、ヒロイン達に最初から好意を持たれている主人公だからこそ起るイベントだ。日下部に嫌われている自分にそんなイベントが起こるわけがない。

　だとすると、日下部はなぜあんなことを言ってきたのだろうか……。

　ユージは考えたが、妥当な結論は浮かんでこなかった。

　一番ありそうな線は日下部の親しん戚せきが温泉宿を経営していて、そこが経営難に陥おちいったのでクラスメートをだれでもいいから連れて行って経営を改善させたい、というところだが、だったらもう少し強引に誘ってもいいはずだし……。

　そこまで思考したところでユージは考えるのをやめた。

　日下部がどう考えているかなんて、自分がわかるはずがない。それに考えたところで、日下部は去ってしまったのだ。もうどうしようもないではないか。考えても徒労に終わるだけだ。

　帰ろう。

　ユージは靴を履き替え、校門へと向かう。

　やっぱり、まず家に帰るか。原はら田だの家に行く前にどこかに寄るにしても、まずは一いつ旦たん家に帰ろう。ククルとアリアンナにどう話すかはその時考えよう。

　ユージがそう考えていると、校門のところで声をかけられた。

「犬いぬ伏ぶしくん」

　ユージは自分の名前を呼ぶ声の方向に振り返った。

　そこには、薬やく本もとがいた。

「や、やあ……」

　ユージはぎこちない笑み浮かべたが、内心はあせっていた。

　薬本は先程話しかけてきた日下部くさかべと同じ一年Ｂ組の女子である。しかも、これまた日下部と同じく吹奏楽部に所属している。

　日下部と違うのは、薬本とは日直で一緒になったこともなく、これまで一度も話したことがないという事実である。

　なんで薬本に話しかけられるんだ？

「なにか、用？」



    

  
    
      



    

  
    
      　ユージは言った。薬やく本もとはおびえたような瞳ひとみをユージに向けている。

　俺おれなんかしたかな？　ユージは記憶の糸をたどったが、そのような事実はない。ないはずだ。

　薬本はしばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて口を開いた。

「さっき、桜おう花かに声をかけられてなかった？」

「『桜花』って、えーと……」

　ユージは『桜花』という名前にピンとこなかった。

「あ、ごめん。日下部くさかべのこと」

　薬本は言った。

「ああ、なんか『温泉に興味ある？』とか聞かれたけど」

　隠すことでもないので、ユージは正直に答えた。

「で、なんて答えたの？」

「返事をする前に『もういい』って去っていっちゃったんだけど……」

「そう……」

　薬本は安心したようながっかりしたような顔をしている。

「じゃあ、犬いぬ伏ぶしくんは、試験休みはどうするの？」

「どうって……」

　言っていいものかどうか迷ったが、結局ユージは正直に言った。

「試験休みは原はら田だや如月きさらぎと遊ぶ予定なんだ」

　ユージの言葉に、薬本の表情が微妙に変化する。二、三度瞬まばたきをすると目を伏せ、そして再びユージを見た。

「原田くんたちといるのね？」

「ま、まあ」

　ユージは答えた。

「四し方ほう堂どうとは？」

　四方堂？

　なんで四方堂が出てくるんだ？

「四方堂と犬伏くんたちって仲がいいのよね？」

「別にそういうわけじゃないけど」

「この間、一緒に遊園地に行ったんでしょ？」

　なんでそのことを知ってるんだ？

　四方堂たちと秋あき島しまレジャーランドに行ったのは事実だが、そのことは誰だれにも話していない。

　女子校の情報網は半端な諜ちよう報ほう機関より優れている、という話を姉の涼りよう子こから聞いたことがある。聞いたときは半信半疑だったが、姉の言っていたことは本当かもしれない。

「行ったけどさ、特別仲がいいわけじゃないよ。ほら、四し方ほう堂どうって馴なれ馴なれしいじゃない？　他ほかの女子と違って気安く話しかけてくるんだよ。それだけ」

「でも、放課後に野球をしてたこともあるじゃない？」

「……なんで知ってるの？」

　薬やく本もとは、はっとした表情になった。

「この間、体育館の裏でやってるのを見たのよ、偶然。うん、偶然よ」

「偶然」

「そう偶然よ」

　薬本は『偶然』という言葉をやけに強調した。

「話しかけてごめん。じゃあね」

　そう言うと、薬本は逃げるように去っていった。

「なんなんだ、一体……」

　今日はクラスの女子に話しかけられる日なのだろうか？　こんな経験はユージとって初めてだった。

　しかも、それ程うれしくないのが悲しい。

　ユージは首をひねりつつも、バス停へと急いだ。
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　ユージは玄関の扉を開け家に入った。玄関には小さな靴が二つある。ピンクのスニーカーと青のスニーカーだ。まだ二つとも新しい。

　二つとも、姉の涼りよう子こが買ってくれたものだ。無論、ユージのものではない。

　青のスニーカーは『妻』である井いの上うえククルの靴。そして、ピンクのスニーカーはククルの母、つまりユージにしてみれば『姑しゆうとめ』であるアリアンナのものだ。

「ただいまー」

　ユージが靴を脱ぎながら声をかけると、すぐに返事が返ってきた。

「おかえり」

　台所からハモった声が聞こえてくる。足音がして、二人が姿を現した。ククルはナース服を着ており、アリアンナは白衣で女医姿をしていた。

　ククルはピンク色のナース服に身を包んでいる。一方、アリアンナは白衣を着ており、首から聴診器をさげていた。そして、手には注射器を持っている。

　二人に共通しているのはスカートがやけに短いということだった。スカート丈が膝上で、二人とも膝がばっちりと見えている。

　アリアンナは手に持った注射器を軽く振った。

「お兄ちゃん、点滴にする？　注射にする？　それともあ・た・し？」

「意味が、わかりません」

　ユージの反応に、ククルはむう、と唸った。

「母上、話が違うではないか」

　ククルは言った。

「私のナース服だけでは駄だ目めだが、母上の女医姿と一緒ならば必ずユージは喜ぶはずだ、と言っていたではないか。話が違う」

「あたしは悪くないわ。ユージお兄ちゃんがおかしいのよ」

　アリアンナは頬ほおを膨らませている。

「ククルちゃんのナース服だけならともかく、あたしの女医服を見てときめかないなんておかしいわよ。ナースと女医といえばその破壊力に耐えられる者はいないはずよ。お兄ちゃんはナースと女医が嫌いなの？　アレルギーなの？　トラウマなの？」

「アレルギーでもトラウマでもないけどさ」

　とユージは言った。

「玄関先で見てもうれしくないというか」

「じゃあ……」

　アリアンナは上目遣いでユージを見つめて言った。

「ベッドの上なら、いいの？」

「……」

　ユージは塩水をしこたま飲まされたような気分になった。

　ククルのコスプレ好きはもしかして遺伝なのだろうか、とユージは思った。もしくは、鬼オウガ族共通の特徴なのかもしれない。

　ユージはリビングに入り、ソファに腰掛けた。ナースのククルと女医のアリアンナもユージの後に続いてリビングに入る。

「そーだ、ククルちゃん今日の晩ご飯なに？　ククルちゃんもユージお兄ちゃんも試験は今日で終わりでしょ？　晩ご飯食べながらゆっくりしようね」

　アリアンナは上機嫌でスキップを踏んだ。

「あ、いや……」

　なんとも言い辛づらい雰囲気だったが、先延ばしにするともっと言い辛くなるだろう。

　ユージは正直に言った。

「俺おれ今日原はら田だの家に泊まりに行くから、ご飯いらない」

「おや、奇遇だな。私もだ」

　ククルから意外な返事が返ってきた。

「シキリに呼ばれているのだ」

『シキリ』とは四し方ほう堂どうの渾あだ名なだった。

「『お泊まり会』をするのだ。明日は試験休みでみんな暇ひまらしいからな」

「ふーん、誰だれが参加するの？」

「私にシキリ、九ここの重え、そして……宮みや内うちもだ」

「宮内さんも？」

　ユージの何気ない問いに、ククルが鋭するどく反応する。

「宮内が一緒だと何かあるのか」

「そーゆーわけじゃ……」

　ユージが返答に窮していると、アリアンナが会話に割り込んできた。

「ズルイよ！」

　アリアンナは言った。

「ククルちゃんもユージお兄ちゃんもあたしに黙って勝手にお泊まりするなんて！　やだやだ、あたしもお泊まりしたい！」

　アリアンナは床にごろごろ転がりつつ、抗議の声をあげる。

　予想通りの反応だった。どうなだめようか。

　だが、意外にもククルは冷静だった。

「母上。我々が外泊を決めたのには訳があるのだ」

「？」

　アリアンナは不思議そうな顔をして床から身を起こす。

　ククルはリビングのテーブルを指さした。いつの間まにか、書類がうずたかく積まれている。

「何これ？」

「稟りん議ぎ書しよや決裁書や注文書や報告書だ」

　ククルは言った。

「つまり、母上が族長の仕事をすっぽかしているおかげでたまった書類の束だ」

「こんなものいつ持ってきたの？」

「この間『夜の国』に呼び出された時に父上たちから土産みやげとして渡されたのだ。母上を見つけたら是非とも渡して欲しいと」

「そんなあー」

「優しい父上達でよかったな」

「こんなの旦だん那な様たちでなんとかしてくれればいいのに」

「父上たちは父上たちで仕事があるのだ。我らがいると気が散って仕事にならんだろう。留守の間にたっぷりと仕事を進めてくれ。さ、ほら」

　ククルはアリアンナを促した。アリアンナはぶつぶつ言いながらも席につき、書類をめくりはじめる。

　女医姿なだけに、本当に医者が仕事をしているみたいだった。

「なんでここまで来てこんな目に……」

　アリアンナのつぶやきにククルが答える。

「ずっと遊んでいた罰だ。私とユージが試験勉強で大変な時に一人で遊んでいただけではなく、邪魔をしていただろう」

「一緒に遊ぼうって言ってただけじゃない」

「とにかく、この書類は片付けて貰もらうからな」

「ぷー」

　アリアンナは不満たらたらだったが、それでも書類を処理していく。

　その隙すきに、ククルはユージの耳元でそっとささやいた。

「今のうちだ。用意して出かけろ」

「ククルは？」

「そのうち出かける。大丈夫だ。さ、早く」

　ユージは促されるままにリビングを出て、二階の自分の部屋に入った。

　制服を着替え、外出用のバッグに簡単な着替えと洗顔セットを詰め込む。その時、ユージは原はら田だに双眼鏡を持ってくるように言われていたことを思い出した。机の引き出しから双眼鏡を取り出し、バッグの中に入れた。

　ユージはバッグを持って階下に下り、リビングに入った。

　リビングのテーブルの上にある書類はほとんど減っていない。アリアンナは難しい顔をしながら書類を見て、時折何かを書き込んだりしていた。

　アリアンナを監督しているククルにそっと話しかける。

「じゃ、行ってくる」

「うん」

　ユージはリビングを出て玄関に向かった。靴を履き、外に出る準備をする。

　リビングからアリアンナとククルの話し声が聞こえてくる。

「ふんだ、いいもーん。アリアンナも明日はデートだもん」

「デート？」

「そうよ。別にユージお兄ちゃんだけにモテるわけじゃないんだから」

「それはいいが、この書類は間違いなくやって貰うぞ」

「……ククルちゃんて鬼ね」

「母上もな」

　ユージはそっと玄関の扉を開け、外に出た。
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　玄関のチャイムを押すと原はら田だが出てきた。

「おー」

　原田に促されるまま、ユージは原田の家の中に入る。

　原田の家は駅前にある十階建てのマンションの五階にある。駅から近く、近所にコンビニやゲームセンター、本屋があるので、中学の時から如月きさらぎと一緒に原田の家で遊ぶことが多かった。加えて、原田の家は両親が外出していることが多いのも、気兼ねなく遊べる要因の一つだった。

　ユージの家もユージしかいないことが多いのでその点は同じだ。だが、以前教育上よろしくないＤＶＤ鑑賞会や飲酒等を行った後に姉の涼りよう子こに灸きゆうを据えられてからは、原田と如月の足は犬いぬ伏ぶし家から遠のいていた。

　原田家のリビングには如月がすでにいた。リビングの液晶テレビにはゲーム機が繋つながれている。画面には赤髪の女の子の制服姿が映し出されていた。

　如月がやっているのは『学園シンフォニー』というゲームだった。ユージの好きな『学園クロニクル』の前作にあたるゲームである。登場人物や設定などに共通点はないが、制作スタッフはほぼ同じで、ゲームシステムも似通っていた。

「なんで『学園シンフォニー』やってんの？」

「原田の家でソフトを見てたら久しぶりにやりたくなってさ。ここ、どーすんだっけ？」

　如月がユージに聞いてきた。

　昼休みの教室で主人公の行動を選ぶシーンだった。ユージは『学園クロニクル』に負けず劣らず『学園シンフォニー』をやりつくしている。当然、攻略法も熟知していた。

　ユージは画面を見ながら言った。

「校舎裏で二回話しかけるんだよ」

「二回も？」

「そうそう。最初の会話はつれないけど、二回目の会話はいい感じになるから」

　如月はコマンドを選択しながらこぼした。

「めんどくさいなー。このゲームって女の子と仲良くなるのが手間だよね」

「ゲームだって現実だって変わらないよ」

　その言葉に原田が絡んできた。

「なにその上から目線」

「な、なんだよ」

　唐突な発言にユージは気き後おくれする。

　原はら田だは嫌味っぽく続けた。

「さすがに現実世界で女の子にモテる犬いぬ伏ぶしくんは違いますなー」

　原田は非難がましい視線を向けてくる。

　ユージは反論した。

「別にモテてないよ」

「どこがだよ。宮みや内うちさんとは仲がいいじゃん」

「席が隣でたまに話すだけだろ」

「話す『だけ』！　『だけ』だと！　毎日のように話をしてるくせに！　ユージ、お前は変わったよ……」

　原田はわざとらしく肩をすくめる。

「入学当時は二人とも女の子と接する機会さえなくてさー、理科準備室で共に女の子と仲良くなろうと誓った仲なのに。それなのに、お前ばっかり女の子と仲良くしてよー」

「そんなことねーよ」

「じゃあお前が女の子とどれだけ仲がいいか判定してやる。今から質問にイエスかノーかで答えろよ」

　原田はどこからともなく雑誌を取り出した。その雑誌はデートスポットやファッションについて書かれてある雑誌で、ユージも本屋で見かけたことがあった。雑誌の表紙には『夏本番！　夏休みまでに彼女を作ろう』という文字が躍っている。

　原田はこんな雑誌を読んでいたのか、とユージは思った。

「正直に答えろよ。問一。毎日必ず女の子と話をする」

　ユージは思案した。

　ククルとは毎日話をしている。一緒に暮らしているのだから当然だ。最近はアリアンナもいるので、この人との会話も該当するだろう。それに学校では宮内さんとはよく話をする。

「イエス」

「……問二。女の子の制服以外の姿を見たことがある」

　ククルの変な扮ふん装そうは毎日のように見ている。それに、幸か不幸か宮内さんの私服というか、ジャージ姿もばっちり見たことがある。

「イエス」

　心なしか、原田の声に力が入ってきた。

「……問三！　女の子の手作り料理やお菓子を食べたことがある」

　ククルの手料理は毎日食べている。それに宮内さんからクッキーを貰もらったこともある。

「イエス」

「ふざけるな！！！！」

　原はら田だは手にしていた雑誌を床に叩たたきつける。同時にユージにつかみかかってきた。

「てめー、神レベルじゃねーか！」

「待て待て待て、落ち着けよ、原田」

　ユージは原田をなだめにかかった。

「原田だって俺おれと同じだろ」

「どこがだ！」

「まず問一。女の子と話さなかった日はほとんどない」

「いつ俺が女の子と話したんだよ」

「毎日話してるじゃないか」

「？」

　原田は不思議そうな顔をする。

「四し方ほう堂どうと」

「四方堂は別だろ。ありゃなんというか……特殊事例だ」

　原田はきっぱりと言った。四方堂の名前が出た瞬間、青汁を飲んだ後のような顔になる。多くは語らないが、原田は四方堂に何度もひどい目にあわされたことがあるらしい。

「まあいいや。問二。女の子の制服以外の姿を見たことがある。これもあるよな」

「いつ？」

「この間、秋あき島しまレジャーランド行ったじゃん。四方堂の私服姿を嫌というほど見ただろ」

「あの変なＴシャツ姿を？」

「そう」

「……」

　原田は段々無口になってきた。

「問三。女の子の手作り料理やお菓子を食べたことがある」

　その時、原田の代わりにゲームをやっていた如月きさらぎが答えた。

「前に四方堂から手作りクッキー貰もらってたよな」

「あれ『一年Ｂ組しりとり』の罰ゲームじゃねーか。タバスコと唐とう辛がら子しがたくさん入った奴やつだぞ」

　クッキーの味を思い出したのか、原田は胸のあたりをさすっている。

　ユージは言った。

「つまり、俺とお前は同じだよ」

「どこが同じだよ、全然ちがうだろ」

「宮みや内うちさんと四方堂のどこが違うんだよ。どっちも同じ女の子だろ」

「違う。猫とニシキヘビぐらい違う。お前、ニシキヘビと話して楽しいか？」

「俺は猫ともニシキヘビとも話せないよ」

「とにかく四し方ほう堂どうは『女の子』っていうのと違うだろ。あいつのせいで遊園地に行った時だってひどい目にあったし……」

　遊園地で原はら田だは四方堂と共に行動していたが、後でユージが合流した時の原田は憔しよう悴すいしきっていた。しかも全身ずぶ濡ぬれだった。

　何があったのか敢あえて聞かなかったが、ろくでもない目にあったことだけは容易に想像できた。

「ユージは宮みや内うちさんで俺おれは四方堂。この違いはなんなんだ……」

「宮内さんとは隣の席ってだけでなんでもないんだけど。原田も隣の席の奴やつに話しかけたら？」

「隣の席の奴っていうと、薬やく本もと？」

「原田の隣の席って薬本だっけ？」

「そうだよ。吹奏楽部の奴」

　ユージは今日薬本に話しかけられたことを思い出した。

「薬本さんと話したことないの？」

「ないね！」

　原田は即答した。

「薬本に、傘貸したんじゃなかったっけ？」

『学園シンフォニー』をプレイしつつ、如月きさらぎが口を挟む。

「あの時は会話はしてない」

　原田は忌いま々いましげに言った。その時のことを思い出したのだろう。

「雨の日に薬本が傘を忘れて困ってそうだったから、傘を押しつけて俺は雨の中を走って帰ったんだよ」

「お、かっこいいじゃん」

　如月が適当な相あい槌づちを打つ。もちろん顔は『学園シンフォニー』の画面に向いたままだ。

「だろ？　ゲームなら恋愛フラグ立ってるよ」

　それは安直すぎないか、とユージは思ったが口は挟まなかった。原田は話を続ける。

「そしたら翌日、西にし崎ざきが薬本を連れて現れて『こういうことしないでくれる？　魂こん胆たんミエミエで迷惑なのよ！』って傘を投げ返された。その後、西崎の罵ば倒とうをありがたく拝聴したよ。西崎に俺が罵ののしられている間、薬本は一言も口をきかなかった」

　原田は天井を見上げて言った。

「西崎とは会話できてるじゃん」

　ユージの指摘に、原田は目を吊り上げて反論した。

「お前は女の子から『だいたいあんた達男子ってキモイのよ！』って一方的に罵られることを会話って言うのか？」

「……言わないかもな」

「わかればいいよ」

　そう言うと、原はら田だは不機嫌そうに鼻を鳴らした。

　荒すさんでるなー、とユージは思った。



　夜も更け、ユージ達は深夜アニメを見た。最近始まったばかりのアニメである。

　朝、幼なじみの女の子が主人公を起こしに来るシーンが映っている。ラブコメでは定番のシーンだ。

「しかしさー」

　原田は画面を見ながら言った。

「この幼なじみの子って、明らかに主人公のこと好きだよな」

「まあね」

　ユージは答えた。

「だったら、この子を彼女にすればいいじゃん。そしたら、学校生活を楽しく過ごせるじゃないか」

「好意に気づいてないんじゃない？」

「そんなわけあるかよ。毎朝起こしに来てるんだぜ。気づくだろ普通」

「まあ、そりゃ……」

　ユージはそう言ったが、その時如月きさらぎが口を開いた。

「そうでもないんじゃない？」

　意外な一言に、ユージと原田は思わず如月の顔を見た。その表情には余裕が漂っている。

「野球で言えば、いくらど真ん中にボールを投げても、打つ方がよそ見してれば打てないだろ。それと同じことだよ。一歩引いてみれば一いち目もく瞭りよう然ぜんのことでも、ボールを投げられている本人が気づいていないこともあるんじゃないか？」

　そう言うと、如月は意味ありげにユージと原田の二人を見た。

　原田は如月の言葉を黙って聞いていたが、やがて口を開いた。

「さっきから思ってたんだが、如月お前余裕だな」

「だって俺おれはほとんど毎日女の子と会話してるもん。しかも一人じゃないぜ。複数だ」

「ええっ！　誰だれと!?」

　つかみかからんばかりに原田は如月に迫る。

「山やま中なか鹿しか之の助すけだろ」

　如月は指折り数える。

「沖おき田た総そう司じに、直なお江え兼続かねつぐ、それに、なんと言っても鈴すず蘭らんさんかなー」

　原田はきょとんとした顔をしている。

　ユージはげんなりした。その名前のすべてに聞き覚えがある。

「お前、まだ『武家屋敷』に通ってるの？」

「当たり前じゃん。あの店は近年稀まれに見るヒットだよ。店員は親切で優しくてかわいいしさー。鈴すず蘭らんさんなんか、神だね、神！」

　こいつは本当におめでたい奴やつだな、とユージは思った。あれはお店なんだから、客である如月きさらぎに親切で優しいのは当たり前ではないか。

　それに、ユージは山やま中なか鹿しか之の助すけにも直なお江え兼続かねつぐにも襲われたことがある。如月の言葉に素直に頷うなずくことはできない。

　サムライ喫茶『武家屋敷』はククルと同じく『夜の国』から来たサムライ族の鈴蘭がやっているお店である。店員は全員侍さむらいの格好をしており、客は『お帰りなさいませ、ご主人様』と出で迎むかえられる。

　店内では『侍大将』と呼ばれる店主の鈴蘭はオウガ族のククルをつけ狙っていたが、鈴蘭がサムライ族から勘かん当どうされたこともあって、現在は休戦状態にある。もっともサムライ族に刀で斬りつけられたり小刀を投げつけられたことがあるユージにとってみれば、心休まる店とは言い難がたい。

　原はら田だは呆あきれた口ぶりで言った。

「お前また変な喫茶店に通ってるの？　懲こりないねー」

「変な喫茶店とはなんだよ！」

　それまで余裕を見せていた如月が激げつ昂こうする。この話題はＮＧだ。原田と如月がこの話題で話しだすと必ず喧けん嘩かになる。

　ユージは険悪な雰囲気になった二人の間に割って入る。

「やめろよ。ほら、アニメも終わっちゃったじゃんか」

　ユージの指摘した通り、話しているうちにアニメはすでに終わり、通販番組が始まっていた。長髪の女性タレントが包丁を手に大げさなリアクションをしている。

「うう……まあ録画しているからいいか」

　原田はそう言い、立ち上がった。

「さて、そろそろ……」

　来た！

　ユージの待っていた時間がやっと来た。

　ここから、『教育上よろしくないＤＶＤ鑑賞会』がはじまるのだ。

　なにしろユージは現在ククルと一緒に暮らしている。最近ではアリアンナという同居人も増えた。おいそれとその手のＤＶＤを鑑賞できる環境にないのだ。

　それだけに、今日の鑑賞会を楽しみにしていた。

　だが、原田から出たセリフは予想に反したものだった。

「寝るか」

「え？」

　余りに意外な言葉だった。

「ＤＶＤ鑑賞会じゃないのか？」

「今回はやらないよ」

　あっさりと原はら田だは否定した。

「そんな……」

　ユージはがっくりと肩を落とした。期待が大きかった分だけ、落胆も大きい。

　原田は、そんなユージの肩に手を置く。

「心配するな。明日がある」

「明日？」

「そう」

　原田は力強く言った。

「鳥を見るんだ。双眼鏡は持ってきただろう」

「まあ、そりゃ……」

　原田に言われた通り、双眼鏡は持ってきている。だが、鳥を見てなにが楽しいというのだ。それに、今まで原田がバードウオッチングをするなんて話は聞いたことがない。

「原田、鳥なんか見たことあるっけ？」

「ない」

　原田はきっぱりと言った。

「だが、明日は鳥を見るんだ」

　説明になっていない。まったくわけがわからなかった。

「とにかく、寝よう」

　ユージ達は、リビングから原田の部屋に移動した。

　原田の部屋には二段ベッドがある。原田は去年まで兄と一緒の部屋だったが、兄が進学に伴い家を出たので、今は一人で部屋を使っていた。

　ジャンケンの結果、原田と如月きさらぎが二段ベッドで、ユージは床で寝ることになった。

　ユージは他ほかの部屋から布ふ団とんを持ってきて床に敷いた。そこに横になる。

「早く寝ろよ。明日は早いぞ」

「わかったわかった」

　ユージは床から二段ベッドに向かって返事をする。

　天井を見上げながら、ユージは思った。

　ククルは今いま頃ごろ、四し方ほう堂どうの家か……。

　一体何をしているのだろう。
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　四し方ほう堂どうの家でお泊まり会が行われることになったのは、ククルの一言がきっかけだった。

　数日前、ククルは四方堂たちと教室で昼食を食べていた。四方堂、九ここの重え、そしてククルといういつものメンバーに加えて、宮みや内うちも一緒だった。

　その時に、レトルトカレーの話になったのだ。

　四方堂と九重と宮内はそれぞれ好きなレトルトカレーを述べていたが、ククルは皆の話を聞くだけで、自らのことは話さなかった。

　奇妙に思った四方堂がククルに聞いた。

「ククルは何が好きなの？」

「……ない」

「レトルトカレーは好きじゃないの？」

「そうではない」

　ククルは食べかけの焼きそばパンを手にしたまま言った。

「私はレトルトカレーを食べたことがないのだ」

「え？　一度も食べたことないの？」

「うむ。普通のカレーなら食べたことがあるが、レトルトのカレーは食べたことがない」

「ふーん」

　ククルの発言を興味深そうな表情で聞いていた四方堂だったが、突然にやりと笑った。

「じゃあ試験が終わったらうちでレトルトカレーパーティしようよ。皆で好きなカレー持ち寄ってさ、食べくらべするの」

　先に食事を終えてルービックキューブをいじっていた九重だったが、その動きが止まる。

「ちょっと待って」

「何？　九重」

「あんた今『皆』って言った？」

「言ったよ。もちろん九重は参加するだろ。どーせ試験休みの間、暇ひまだろうし」

「どーせ暇で悪かったわね。でも参加するなんて一言も言ってないんだけど」

「いーじゃん、皆でレトルトカレーパーティしてさ、ついでにお泊まり会しよーよ。皆で一緒に寝るの楽しいよ。ね、みーちゃん」

「え？　私？」

　それまで静かにお弁当を食べていた宮内は、急に話をふられて慌あわてた。

「あ、うん、きっと楽しいと思うけど……」

「ほらみろ、みーちゃんはああ言っているじゃん」

　四し方ほう堂どうの声に、九ここの重えはため息をつく。

「まー、別にいいけどさ……」

「よし、じゃあ九重は参加ね。みーちゃんはどう？　試験休みの間、何か用事ある」

「うーん」

　宮みや内うちは記憶を確かめているような表情をした。

「確か……大丈夫だったと思う」

「じゃ、決まりだね！　ククルも参加できるよね？」

　四方堂の問いに、ククルは焼きそばパンを口に入れたまま頷うなずく。

「よーし、試験が終わったらあたしの家に集合ね！　うひょー、楽しみ」

　こうして三人は四方堂の家に集まることになったのである。



　四方堂の家は、学校から徒歩十分の場所にある。学校のすぐ側そばには閑静な住宅街が一面に広がっている。その一角に四方堂の家があるのだ。

　ククルは四方堂の家に行くのは初めてだった。一応、四方堂から行き方を書いたお手製の地図を貰もらってはいたが、『この犬小屋を背に二〇メートル西に進む』などという意味不明の文章のおかげでほとんど役に立たなかった。

　町内掲示板に載っている地図を参考にしたり、近所の人に話を聞いたりして、なんとかククルは四方堂の家にたどり着くことができた。

　四方堂の家はこぢんまりとした二階建ての家だった。赤い郵便受けに家族の名前が書いてある。四方堂家は四人家族らしい。

　ククルがチャイムを押すと、中から四方堂が顔を出した。四方堂は、料理中だったのかひよこのイラストがついたエプロンを着ている。

「おー、ククル。遅かったな」

「遅れてすまぬ」

「いいよいいよ。あがってあがって！」

　四方堂はククルの手をとって、家の中に引き入れた。

「もう皆来てるよー」

　通された四方堂家の居間には九重と宮内がいた。

　畳敷きの部屋には黒い座卓が鎮座している。それを囲むように九重と宮内が座っていた。各おの々おのの目の前にあるコップの中の麦茶の量から察するに、ククルが来るよりかなり前に四方堂の家に来ていたらしい。

　二人とも一回家に帰ったらしく、制服から着替えていた。

　九重は白いＴシャツに薄茶のパンツをはいている。紺の座ざ布ぶ団とんの上に体育座りをしていつものようにルービックキューブをやっている。宮内さんは白いワンピースを着きており、きちんと正座してテレビのニュースを見ていた。

「皆ククルが来たよー」

　そう言い残すと、四し方ほう堂どうは台所に消えていった。

　九ここの重えはククルの姿を認めるとルービックキューブをテーブルの上に置き、ククルの側そばにやってきた。

「お疲れ。道に迷わなかった？」

「迷うことはなかったが、多少難儀したな」

「あんな暗号みたいな手書き地図で迷わない方がおかしいよ」

　九重は吐き捨てるように言った。

「まーだ九重は文句言ってるの？」

　四方堂は台所から麦茶を持ってきた。ククルの前にコップを置き、そこに麦茶を注そそぐ。

「自分が三十分以上道に迷ったからって文句言わないの」

「この蒸し暑い中、歩かされた身にもなってよね」

「その分うちに来るまでのわくわく感を楽しめたでしょ」

「あんたの地図に従ったら三度も行き止まりにたどり着いて、嫌と言うほど徒労感を味わったわよ」

「みーちゃんは迷ってなかったよ、ね」

「あ、うん……」

　四方堂の言葉に宮みや内うちは曖あい昧まいに頷うなずく。

「宮内さんは、よく迷わなかったわね」

　九重がそう言うと、宮内は申し訳なさそうに言った。

「ごめん。正直よくわからなかったから携帯で地図を検索したの」

「ほらみなさい」

「いいじゃん、こうやって無事に皆たどり着けたんだから」

　四方堂はそう言って笑った。

「じゃあ早速ごはんにしようよ。ククル、レトルトカレー持ってきた？」

「うむ。ちゃんと買ってきたぞ」

　ククルは鞄かばんからレトルトカレーを出し、四方堂に手渡す。

「見たことないやつだな」

「外国製のレトルトカレーなのだ」

「ふうん。まあいいや」

　四方堂はそう言って、台所に向かった。

　ククル達は居間で数分待った。

「お待たせー」

　四し方ほう堂どうがトレイに皿を載せて現れた。四つの皿にはご飯が載り、その上にはカレーがかけられている。皿の前にはそれぞれ一本ずつスプーンが置かれていた。

　四つのカレーはそれぞれ別種類のカレーだった。よくある茶色のカレー二つの他ほかに、赤と黒のカレーがある。香りも微妙に違っているようだ。

　四つのカレーをテーブルの中央に置くと、四方堂は言った。

「第一回カレー祭り～！」

　ぱちぱちぱち、とククルは拍手をした。釣られて宮みや内うちも拍手をする。それをみて九ここの重えも大儀そうに拍手をした。

　四方堂はスプーンを手に取り、口元に持ってきた。どうやらマイクのつもりらしい。

「今日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます」

「忙しかったらあんたの家に泊まりになんか来ないわよ」

　九重は冷たく言い放ったが、四方堂は気にしていないようだった。

「現在、テーブルの上には各おの々おの持ち寄ったカレーがあります。これらのカレーを審しん査さ員いんの皆様に召し上がっていただき、ナンバーワンを決めるという企画です！」

　ククルは九重に尋ねる。

「審査員って誰だれだ？」

「私たちのことじゃない？　知らないけど」

　九重は答えた。

「それではさっそくいきましょー。エントリーナンバー一番は『カレーの王様』です！　持ってきたのはみーちゃんです。では試食してみましょー」

　四方堂は皿の一つを指さした。にんじん、ジャガイモ、牛肉が入ったオーソドックスなカレーである。

　四方堂がスプーンですくって口に運ぶ。それに釣られるように、ククル、九重、宮内と続いた。

　一ひと口くち食べると、四方堂は言った。

「すごくカレーぽいカレーだね。でもジャガイモが大きくていいね」

「……甘い」

　九重がぽつりとつぶやく。

「そ、そうかな」

　宮内さんは困惑した声をあげる。

「私、このくらいの甘さが好きなんだけど……」

「うむ、うまい」

　ククルは満足そうに頷うなずいた。

「じゃ、次いこうか」

　四し方ほう堂どうは言った。

「続けてエントリーナンバー二番。『ブラックカレー』です。持ってきたのは九ここの重えだよ」

　四方堂はブラックカレーに手を伸ばした。続いて宮みや内うちも手を伸ばす。その瞬間、九重が口を開いた。

「あ、二人とも少しずつ口に運んだ方がいいわよ」

「どうして？」

「たくさん口に運ぶと、多分後悔すると思うから」

　二人は言われた通り、少しだけスプーンですくって口に運ぶ。

　途端に四方堂の顔が歪ゆがむ。続けて、宮内さんが咳せき込こんだ。四方堂は慌あわてて麦茶を口に運ぶ。宮内も同様だった。

　二人のコップが空になる。

「か、辛からい……」

　宮内の顔が歪んでいる。

「これでも一番辛いのより二段階下のにしたんだけど……宮内さん大丈夫？」

　九重はコップに麦茶を注そそぎ、宮内に渡す。

「ごめん。辛いの慣れてないから」

　四方堂は九重にコップを突き出した。

「みーちゃんの味覚は普通だよ。九重の味覚がおかしいんだ。あー、からー」

「あんたにだけは『おかしい』とか言われたくないわ」

　九重はそう言いつつも、四方堂のコップにも麦茶を注いだ。

　辛さに苦しむ二人を尻しり目めに、ククルは黙々とブラックカレーを口に運ぶ。顔をしかめたり、咳き込んだりという変化は見られない。

「うむ、うまいぞ」

「ククルは平気なのか？」

「大丈夫だ」

　ククルは平然としている。

　麦茶を飲んで落ち着いたところで四方堂が言った。

「じゃ、エントリーナンバー三番。『カレーの女王様』です。あたしが買ってきた奴やつだよ」

　四方堂は赤色のカレーを指さす。四人は同時にスプーンでご飯と一緒にすくって口に運んだ。

　口に入れた瞬間、九重は意外そうな顔をする。

「あんたにしちゃ普通ね･････」

「さっき激辛を食べたから若干甘く感じるなー。女王様っていうぐらいだから、本当はもっと辛いんだけど」

　ぶつぶつ言いながら、四し方ほう堂どうはカレーを食べている。

「うむ、うまい」

　ククルは言った。

「あんたそればっかね。まあいいけどさ」

　四方堂は言った。

「では最後のカレー、これは……外国の文字なのか？　読めないんだけど？」

「オウガカレーだ」

　ククルが言った。

　オウガカレーは見た目は普通のカレーだった。色は普通のカレーと同じで、香りも普通だった。ただ、にんじんやジャガイモなどの定番野菜の姿は見えなかった。代わりに、大きめの肉の塊があちこちに見える。

　四人はオウガカレーを同時に口に運んだ。

　四方堂がぽつりとつぶやいた。

「カレーは普通だな……だけど、肉が食べたことない味だ。この肉何？　牛でも豚でも鶏にわとりでもないな。なんだ？」

「秘密だ」

　ククルはさらりと言った。

「ま、いいか、おいしいし」

　四方堂はそう言ってオウガカレーを食べた。

　九ここの重えはスプーンを置き、ハンカチで口を拭ぬぐって言った。

「で、どう採点するの」

「採点？」

「ナンバーワンを決めるんじゃなかったの？」

「何言ってるんだよ」

　四方堂はちっちっち、と指を振った。

「カレーにまずいものなし。その味に優劣などつけられようか。いや、できない」

　四方堂は、持っていたスプーンをぎゅっと握りしめる。

「全部味は確かめたから、後はそれぞれ好きなもの好きなだけ食べよーよ。うひょー、楽しー」

「……あんたって本当にいい加減ね。もう慣れたけど」

「九重もよーやく学習し始めたようだね、うんうん」

　四方堂は満足そうに頷うなずく。

「学習で思い出したけどさ、あんた試験はどうだったの？」

　九重がスプーンを再び手に取りつつ言った。

「あたしがノート貸したんだから、そこそこいけたんだよね」

「もちろん」

　四し方ほう堂どうは得意げに答えた。

「駄だ目めだった」

「……なんで？」

　スプーンを構えた九ここの重えが四方堂に向き直る。

「いや九重のノートがあるって思ったら安心しちゃってさー。ほとんど勉強しなかったんだよね」

「……」

「それに最近喫茶店めぐりにハマっちゃってさー。秋あき島しま周辺って面白い喫茶店がたくさんあるんだよ」

「どうせメイド喫茶とかそういうのでしょ」

「甘いねー。九重は時代に遅れてるよ。メイド喫茶なんて古いよ。もっと面白い喫茶店がたくさんあるんだよ」

「時代に遅れてもいいからあんたは勉強しなさいよ。あたしは何の為ためにノート貸したのよ……」

　九重はそう言ったが、四方堂はさして気にしていないようだった。

「ま、補習はぎりぎり回避できたと思うよ。それは九重のおかげだよ。そんなに心配しなくても大丈夫だよ」

「心配なんかしてないわよ。どうせ苦しむのはあんたなんだし」

　九重はそう言って、『カレーの女王様』に手を伸ばした。



　食事が終わり、皆で後片付けをした。

「そういや今日どこで寝るの？　あんたの部屋？」

　皿をしまいながら九重が四方堂に聞いた。

「あたしの部屋は四人も入ると狭いよ。居間の方が広いからそこで一緒に寝よう」

　四方堂はそう答えた。

　後片付けが終わりお風ふ呂ろに交代で入り終わると、四方堂は寝袋を四人分持ってきた。

　黄色のパジャマ姿の九重が目を丸くする。

「寝袋で寝るの？」

「そうだよ。お布ふ団とん出すの面倒くさいし。問題ある？」

「べ、別にいいけど……私寝袋で寝たことないから」

「初体験なの？」

「そうよ。悪い？」

「そーかー、あたしんちで初体験をするのかー」

「妙な言い回しはやめてよね！」

　九ここの重えは四し方ほう堂どうの首を絞める。スリーパーホールドの体勢だった。

　宮みや内うちがおずおずと切り出す。

「あの……一つ聞いていい？」

「なに、みーちゃん」

　九重に首を絞められながら四方堂は答えた。

「明日はどうするの？　起きたらすぐに解散？」

「あ、言うの忘れてた」

　九重のスリーパーホールドからのがれ、四方堂は居間から外に出た。数分後、四方堂はチケットを手に戻ってきた。

　四人の中央にチケットを置く。

　宮内が疑問の声をあげた。

「これ何のチケット？」

「温泉の無料チケットだよ」

　四方堂は言った。

「ここからちょっと行ったところに、温泉ビルができたんだ」

「温泉ビル？」

「うん。最初はマンションにするつもりだったんだけど、工事をしているうちに温泉が出たから、スパ施設として建てることにしたんだって」

「そーいや教室の窓から建設中のビルが見えてたな」

　九重はそう言ってチケットに手を伸ばした。

「それそれ。んで、オープニングフェアをやるってことで無料券を貰もらったんだよ。屋上の温泉に入れるよ。すっごく眺めがいいんだって！」

　チケットを手に取って見ていた九重の表情が曇る。

「朝六時から九時までに限り無料って書いてあるんだけど。なにこのひどい時間設定」

「逆に考えようよ。その時間に行けば貸し切り状態だよ」

　四方堂はそう言った。

「だから、明日は早起きだよ。だからもう寝よう」

　そう言うと、四方堂は寝袋の中に入って目を閉じた。

「じゃあねー、おやすみー」

　すぐに、健やかな寝息が聞こえてくる。

　宮内は四方堂に近づき、顔付近に耳をあてる

「なんか本当に寝てるんだけど……」

　九ここの重えと宮みや内うちとククルの三人は顔を見合わせた。

　しばらくの沈黙の後、九重が切り出した。

「寝ようか」

　ククルと宮内の二人は頷うなずいた。

　三人はそれぞれ寝袋の中に入った。

「電気消すね」

　宮内が電気を消した。

　居間に暗くら闇やみが訪れる。

　急に居間が静かになった。暗いせいか、誰だれかが少し姿勢を変えるとそのわずかな音が聞こえてくる。

　ふいに、九重が言った。

「宮内さん、今日はごめんね」

　暗闇の中で、九重の声が響いた。

「なにが？」

「この馬ば鹿かの下らないことに付き合わせちゃって」

「そんなことないよ。とっても楽しかったよ」

　宮内は明るい声でそう言った。

「楽しかったっていうより現在進行形で楽しい、かな。今も、寝袋に入っててキャンプみたいで楽しいし」

「ならいいけど……ククルはどう？」

「私も楽しいぞ」

　ククルは言った。

「それにレトルトカレーはうまかった」

「ククルは食事がうまければ満足なんだもんな」

「食事は確かにうまかったがそれだけではないぞ。学校以外で皆で食事したのも初めてだし、こうやって一緒に寝るのも初めてだ。すごく楽しい」

　ククルは言葉を続ける。

「それに、九重も楽しそうではないか？」

「わ、私？」

　うろたえたような九重の声が暗闇に響く。

「うむ。口では何かと文句を言っているが、充分に楽しそうだぞ」

「楽しくないわけじゃないけどさ」

「三十分以上道に迷ったのに、私より先に来ていたではないか。かなり早く家を出たのだろう？　今日の集まりに期待していた証拠だ」

「……遅刻したくなかっただけよ。そんなに期待してたわけじゃ……」

　その時、四し方ほう堂どうの寝言が聞こえてきた。

「……んー、駄だ目めだよ九ここの重え、そんなとこ、触っちゃあ……」

　数秒の沈黙の後、九重が言った。

「宮みや内うちさんにククル。もし、朝起きた時にシキリの死体があって私の姿がなくても、捜さないでくれる？」

「……考えとく」

「善処しよう」

　暗くら闇やみの中で宮内とククルはそう答えた。



　　　＊



　ユージは激しく身体からだを揺さぶられた。同時に原はら田だの声が聞こえてくる。

「ほら、起きろユージ」

「うーん」

　ユージが目を開けると、そこには仁に王おう立だちしている原田がいた。

　ユージはもぞもぞと布ふ団とんから身を起こす。

　窓から太陽の光が差し込んできていた。外はすでに明るく、太陽は完全にその姿を現している。

　部屋の時計を見ると朝の六時だった。

「まだ六時じゃんか」

　ユージはふわーとあくびをする。

「せっかくの休みなんだから、もう少しゆっくりしようぜ」

「何言ってるんだ。昨日、早起きするって言ったじゃないか」

「そうだっけ」

　そう言えばそんなことを言っていたような気がしたが、眠気でよく思い出せなかった。

　昨日はあまり良く寝られなかったのだ。ククルのことをしばらく考えていたのだが、そのうちに日下部くさかべに声をかけられたことを思い出した。

　そして薬やく本もとのことも思い出した。なぜあの二人は自分に話しかけてきたのだろう。日下部には前から嫌われているし、薬本は原田の話を聞く限り、ユージ個人はもとより男子そのものに免疫がなさそうだった。

　さらに、原田が西にし崎ざきに罵ば倒とうされたという話もユージとしてはひっかかっていた。今回、日下部と薬本に話しかけられたせいで、やっかいなことになるような予感がしてきたのだ。

　そう考えていると目が冴さえて眠れなくなり、ようやく意識が落ちかけた時に原田に揺すり起こされたのだった。

　おかげで今、かなり眠い。

　そんなユージの表情とは対照的に、原はら田だの顔は真剣そのものだった。首から双眼鏡をかけ、気合いの入った表情をしている。鳥を見るのにそんなに気合いが必要なんだろうか、とユージは思った。

　見ると、如月きさらぎも双眼鏡を装備し、準備万端なようだった。

　ユージは洗面所で身支度をした。家から持ってきた双眼鏡を取り出し、首にかける。

「行くぞ」

　如月と原田、そしてユージは部屋の外に出た。

　朝早いので、マンションの通路はひっそりと静まりかえっている。

　三人はエレベータに乗った。原田は最上階のボタンを押す。

「こんな朝早くにどこに行くんだよ」

「いいから来いって」

　エレベータが最上階に着き、三人は外に出た。

　原田は早足で歩いてゆく。どこに向かっているのか皆目見当がつかないが、今は黙って付いていくしかなさそうだった。

　三人は『非常口』と書かれた扉の前に来た。原田はゆっくりと扉を開ける。ぎぎぎ、と扉は重苦しい音をたてたが、無事に開いた。

　扉の向こうには階段があった。原田は、上への階段を上っていく。

　ユージと如月も後に続いた。

「屋上に行くのか？」

「そうだよ」

　ユージの疑問に原田が答える。

「このマンションって、屋上は立入禁止じゃなかったっけ？」

「大丈夫だ。俺おれに任せろ」

　屋上に行って何をするつもりなんだろう、とユージは思った。

　三人は階段を上がり、屋上に繋つながる扉の前まで来た。

　扉には『立入禁止』と大きく赤マジックで書かれた紙がガムテープで貼はられている。おまけにダイヤル式の鍵かぎもかかっていた。

　ユージは言った。

「鍵がかかっているぞ」

「屋上は立入禁止だからな。当然だ」

「どーすんだよ」

「まかせろ。考えてある」

　原はら田だは携帯電話を取り出した。どこかに電話をかけている。

「俺おれだ。うん、そう……だから早く来いよ」

　原田はそう言って電話を切った。

「ちょっと待ってろ」

　原田の顔は自信満々だ。

　ユージは階段に腰を下ろして言われた通り待つことにした。

　しばらくすると、一つの足音がユージ達に近づいてきた。

　少し緊張したが、足音の正体がわかるとすぐに緊張は解けた。

　足音の正体である元素記号Ｔシャツを着たボサボサ頭の男は口を開いた。

「よー」

「なんだニカじゃんか」

　姿を現したのは二に階かい堂どう真まことだった。

　二階堂こと通称ニカは中学からの友達だ。ユージと同じ一年Ｂ組に所属しているクラスメートでもある。

　ビーカーとアルコールランプが好きという変わった奴やつで、理科部に所属している。しかも、一年生なのに部長代理をしているらしい。なにしろ弱小部なので、部長は他ほかの部活と兼部しており、他の部員も大抵は幽霊部員か兼部かどちらかの為ため、ニカに白羽の矢が立ったらしかった。それでもニカは嬉き々きとして活動しているらしい。

　だが、今のニカはどことなく元気がなかった。髪はぼさぼさだし、冴さえない表情をしている。ニカお気に入りの元素記号のＴシャツも、ニカの表情のせいかなんだかもの悲しく見えた。

　最初は朝が早いので寝ぼけているだけかと思ったが、原田と話しているのを見ると、そういうわけでもなさそうな気がした。

「じゃあ頼むぜ」

「わかった」

　二階堂は短く答えると扉の前に出た。

　ダイヤル式の鍵かぎに触れようとするが、触れる寸前で指が止まる。

「どうした？」

　原田の声に、二階堂は振り返った。

「ぴんぽんぱんぽーん」

「？」

「ここで原田くんに残念なお知らせがあります」

「なんだよ」

「鍵が新しいものに換えられています」

「ええ？」

　原はら田だが大きな声を出した。周囲が静かなだけに、その声が余計に大きく響く。

　自分の声の大きさに、原田は慌あわてて声のトーンを下げた。

「どういうことだよ」

「前の鍵かぎ古かったしなー。管理人さんが仕事したってことだろ」

「お前が屋上に自由に出られるって言うからこの計画を立てたんだぞ！」

「鍵が換えられるなんて思ってなかったんだよ。しょうがないだろ」

　二に階かい堂どうは言わずもがなの正論を言った。

　がっくりと肩を落とした原田に、二階堂が声をかける。

「心配するな。これでも開けられる」

「ほ、ほんとか？」

「こういうのは得意なんだ」

　二階堂は鍵のダイヤルを回し始める。鍵に耳を近づけ、ダイヤルをゆっくりと回していく。

　原田が心配そうに声をかけた。

「どうだ」

「静かにしろ」

　かちり、という音がした。

　二階堂は手に開いた鍵を持っていた。

「おおー」

　原田やユージは思わず感嘆の声をあげた。

「じゃあ俺おれは帰るから」

　二階堂の言葉にユージは驚いた。

「一緒に見ていかないのか？」

「今はちょっとそんな気にならないんだ」

　二階堂はそう言って階段を下りていった。

　ユージは二階堂の後ろ姿を見送った。階段を下りていく二階堂の背中はなんだか寂しげだった。

「あいつも泊まりに誘ったのに来なかったんだよなー」

　原田は首をひねっている。

「ニカ、元気なかったな」

　ユージの言葉に原田が答える。

「なんか悩んでるらしいぜ」

「好きな人でもできたんじゃない？」

　如月きさらぎの言葉にユージが声をあげる。ニカに好きな人がいるなんて初耳だった。

「え、誰だれよ」

「ほら、一時期噂うわさになったじゃん」

「誰と？」

「上うえ村むら先生と」

「上村先生と？　マジで？」

「誰かが公園でデートしていたの見たって言ってた。それに放課後いつも二人きりで理科準備室にいるらしいし」

　ユージは上村先生のことを思い浮かべ、ニカと公園でデートしているところを想像してみる。

　……。

　無理だ、と思った。

　ニカが女の子とデートをするっていうだけでも多大な想像力を必要とするのに、デートの相手が上村先生だなんて設定に無理がありすぎる。

　まだビーカーやアルコールランプとデートしていた、という設定の方が想像力の使用量が少なくてすむ。

　第一、あのサディスト教師と二人きりで一体何を話すというのだ？

「ねーよ。なんであの上村先生と付き合うんだよ。ありえないだろ。それにニカは理科部だから放課後理科準備室にいるのは当たり前じゃないか。単にそこで上村先生も仕事してるだけだろ。どうせ、ニカはビーカーとか実験用具に夢中で、上村先生のことはガンムシだろ」

「まあ、冷静に考えればそうだよなー。確かにその噂うわさはあっという間まに雲うん散さん霧む消しようしたし」

　如月がそう言い、原はら田だも深く頷うなずく。

「本人に聞いたけど、否定してたぞ。まあガセネタだろ。それより早く行こう。誰かにここにいるのを見つかるとまずい」

　原田に促され、屋上に出た。

　屋上から見る空は青かった。今日は快晴で、気温も上がりそうだった。まだ朝早いのでそんなに暑くはないが、日中の屋上はかなり暑くなりそうな予感がした。

　屋上からは秋あき島しま駅が見おろせた。すでに電車は動いており、ホームから電車に乗車する人々が散見できた。

「ここから鳥を見るのか？」

　ユージの疑問の声を無視し、原田は給水タンクのある場所に向かった。

　給水タンクは三人が今いる屋上よりも一段高い場所にある。屋上からはステンレス製の梯はし子ごが伸びており、それを上っていくと給水タンクの場所に登ることができた。

　原はら田だは梯はし子ごを上っていく。如月きさらぎも、原田のすぐ後に続いていた。

　ユージも仕方なくそれに続く。

　先に上にたどり着いた原田が如月とユージに声をかける。

「急げ。誰だれかに見られたら大変だからな」

　そこまでしてここから鳥を見る必要があるのだろうか？　ユージの頭にその疑問が浮かんだが、黙って梯子を上り続けた。原田の言う通り、立入禁止のこの場所にいることを誰だれかに見られてはまずい。考えるのは人目につかない場所に移動してからにしよう。

　三人は給水タンクがある場所にたどり着いた。

　原田は給水タンクの陰に隠れるような位置に移動した。ユージと如月も後に続く。

　原田は双眼鏡を取り出し、駅とは反対方向に向けた。

　原田が双眼鏡を向けている方向に見えるのは、三人が通う秋あき島しま学園である。学園の周りは緑が多く、それに隠れるように住宅地が広がっている。最近、学校から少し離れた場所にビルが建設されていた。春からずっと工事中だったが、現在ではほとんど完成している。

　原田と如月は熱心に双眼鏡を覗のぞき込んでいる。

　しかし、学校の近くにバードウオッチングするような鳥がいるなんて聞いたことがない。学校周辺で見たことがあるのは、カラス、雀すずめ、そして鳩ぐらいだった。わざわざ早起きして立入禁止の屋上に侵入してまで見るような鳥ではない。

「何探してるんだ？」

「……鳥だよ」

「何の鳥？」

　原田は双眼鏡を覗きつつポケットからチケットを取り出し、ユージに手渡した。

　ユージは手渡されたチケットを見た。

　それはスパの無料チケットだった。

　学校の近くにできたビルはスパ施設らしかった。チケットによると、そのビルの屋上はガラス張りの浴室になっているらしい。『屋上から秋島市が一望できます！』と書いてある。チケットはその屋上の無料チケットのようだった。

　ただし、利用者は女性に限り、時間も朝六時から九時までに限定されている。

「ふうん。でもこれが鳥を見るのになんの関係が……」

　原田はユージの言葉を無視して、双眼鏡を覗き込んでいる。

　ユージは原田が見ている方向を改めて肉眼で見てみた。

　原田たちが見ている方向には秋島学園がある。そして、そのすぐ側そばにビルが建っている。ユージが手にしているチケットのスパ施設だ。

　……。

　ユージは双眼鏡を取り出し、原田と同じ方向を見た。

　屋上の浴室が見えた。無料チケットで謳うたわれているガラス張りの浴室だ。

　かなり小さいが、中の様子が確認できる。

「ま、まさか……」

「そういうことだよ」

　ユージのつぶやきに原はら田だが反応する。

「つまり屋上の浴室に来た裸をのぞ……」

　原田が突然ユージにつかみかかった。

「お前なんかに、お前なんかに俺おれの気持ちがわかってたまるか！」

　原田は叫さけんだ。

「バラ色の高校生活を夢見ていたのに、女子には口をきいて貰もらえず一学期が終わろうとしている。まともに話した女の子と言えば、悪魔のような四し方ほう堂どうたった一人だ。そんな俺に訪れた女の子の裸が見られるチャンス。このチャンスをみすみす見逃すことができるか？　できるわけがない。俺のこの気持ちがお前にわかるか？　わからないだろう。容姿ランクＡの宮みや内うちさんと仲がいいお前なんかにわかるはずがない！」

　原田は一気にそう言った。呼吸が荒い。

　ユージは静かに原田の手をとった。

「わかるよ」

「嘘うそだ！」

「嘘じゃない。だって……俺たちずっと一緒だったじゃないか」

　ユージの言葉に熱が籠こもる。

「女の子のいない中学三年間。学校へ行っても教室には男ばかり。彼女を作る希望も皆無。客の来ない喫茶店で、来るはずもない女の子を夢見てた文化祭。夏に冬に、街で見かける中高生カップルを見ては劣等感と絶望に苛さいなまれる毎日。そんな三年間を俺たちは共に過ごしてきたんじゃないか」

「ユージ……」

「俺たちは友達、いや戦友じゃないか」

「ユージ！」

　ユージは原田と固い握手を交わす。そこに如月きさらぎも手を添えた。

　三人は深く頷うなずき合う。

「よし、同志よ。では作戦を開始しよう」

「了解」

　原田の言葉にユージと如月は同時に答える。

「以後の俺たちに言葉はいらない。存分に鳥を観察するのだ」

　そう言うと、原田は双眼鏡を手にした。ユージと如月もそれに倣ならう。

　三人は給水タンクになるべく身を隠し、双眼鏡でビル屋上の浴室を観察した。原はら田だも如月きさらぎも真剣な顔つきで双眼鏡を覗のぞき込んでいる。

　一人、ユージだけは冷めていた。

　場の勢いで熱を帯びた言葉を言ったものの、ユージは原田が期待しているようなものが見られるとは思っていなかった。

　冷静に考えて欲しい。チケットの時間設定は朝六時から九時までである。原田は自分が試験休みなので忘れているようだが、今日は平日なのだ。しかも朝六時から九時までという早い時間に温泉に行くような物好きがいるとは思えない。

　もしいても、それはお風ふ呂ろ好きのおばあさんとかそういう類たぐいの人だろう。

　ユージはそう思って冷めていたが、同時にわずかに期待もしていた。

　もしかしたら、とんでもない物好きなＯＬとか、暇ひまな若い主婦が来るかもしれない。その可能性も全まつたくのゼロというわけでもない。

　そう思うと、原田ほどではないにしても、双眼鏡を持つ手にも力が入ってくる。

「おい、来たぞ」

　それまでずっと双眼鏡に見入っていた如月が声をあげる。

　ユージと原田の二人は双眼鏡を食い入るように覗く。

　屋上の浴室の窓に一人の女性が映った。顔がビルの上の壁に隠れてよく見えないが、そのスタイルは確かに女性だった。

　その時、如月がぽつりと言った。

「水着、着てるな」

「……」

「……」

　いやな沈黙が続いた。

　確かに、その女性は水着を着ていた。紺の水着である。

　ユージは双眼鏡から目を離しチケットの内容を仔し細さいに確認する。

　よく見ると、チケットには『入浴の際は水着を着用してください』とあった。

「……よく確認しとけよなー」

　ユージの言葉にカチンときたのか、原田は言い返した。

「お前だってチケット確認した癖に必死になって双眼鏡を覗のぞいてたじゃねーか」

「原田ほど必死じゃなかったよ」

「なんだと！」

　ユージは原田と言い争いを始めようとしたが、その時、双眼鏡を覗いている如月がぽつりとつぶやいた。

「あれ、四し方ほう堂どうじゃないか？」

　予想外の人物の名前に、ユージは自らの双眼鏡を持ち直した。双眼鏡から件くだんのビルを覗のぞく。

　さっきの女性がユージ達の方を向いている。双眼鏡を通してでも対象が小さく顔が判別しにくい。だが目を凝らして見ると、確かにそれは水着姿の四し方ほう堂どうだった。

　ユージはぽつりと言った。

「……確かに」

「なんで、ここまで来て四方堂なんか見なきゃいけないんだよ……」

　原はら田だは泣きそうな声を出した。

「しかも、水着着てるしな。いや、四方堂の裸なんて見たくないけど」

　まてよ、四方堂がいるってことは……。

　ユージはククルの姿を捜した。

　いた。

　四方堂の後から、複数の水着姿の女の子が入ってきた。

　そのうちの一人は間違いなくククルだった。

　スクール水着を着ているので嫌でもその姿は目立つ。しかもユージはククルのスクール水着姿を家で何度も見たことがある。見覚えのある姿だった。

　しかし、ユージの目に映ったのはククルだけではなかった。

　Ｘグループの一人、九ここの重えの姿が見えた。九重は四方堂とデザインの似た紺の水着を着けている。こういう場所は初めてなのか、落ち着かなげに、周囲を見渡している。

　そして、宮みや内うちさんの姿もあった。

　宮内さんは赤のビキニを身に着けていた。派手な水着だったが、健康美あふれる宮内さんの身体からだによくフィットしている。水着負けしていないスタイルが、なんとも素晴らしかった。

　……。

　宮内さんって着やせするタイプだったんだな。

　普段制服の下に隠れているものが、惜しげもなく披露されている。

　裸ではないが、これはこれでうれしいような、恥ずかしいような気分になってきていた。

「……九重が、いるな」

　それまで無言だった原田の口から声が漏れた。

「当たり前だろ。四方堂や……井いの上うえがいるんだから、九重がいるのは当然じゃないか」

「それはまあ、そうだけど」

　原田は口ごもる。

　なんか様子が変だな。ユージは首をかしげた。

　その時、如月きさらぎが言った。

「また誰だれか入ってきたぞ」

　ユージは慌あわてて双眼鏡を覗のぞき込む。

　確かに新たに三人の女の子が並んで浴室に入ってきていた。三人ともワンピース型の水着を着ており、左から順に青、赤、黄色の水着を着ていた。

　だが、ユージの目を釘くぎ付づけにしたのは水着ではなく、女の子達の顔だった。

「あれ、西にし崎ざきじゃない？　それに、日下部くさかべと薬やく本もとと……吹奏楽部のグループだよな」

　如月きさらぎの声と同時に、ユージの額から汗がしたたり落ちる。

　どうやら暑くなってきたようだった。



　　　＊



「おおおおー、すっげー」

　広々とした浴室を見て四し方ほう堂どうは言った。

　四方堂たちはスパ施設にやってきていた。一番乗りらしく、他ほかに客の姿は見えない。

　浴場に入ってまず驚くのが大きな窓だった。そこから景色が一望できる。浴室内には檜ひのき風ぶ呂ろとジャグジー風呂の二つがあった。それぞれ十人以上は入れる大きなものだ。檜ひのき風ぶ呂ろの方は窓に面しており、湯船につかりながら眼下の景色を楽しむことができるようだった。

　開設したばかりなので、浴よく槽そうもシャワーもぴかぴかだった。温泉という看板通り、ほのかに硫黄いおうの香りもしている。

「秋あき島しま駅まで見えるよ。すげー景色だ」

　四方堂の興奮をよそに九ここの重えは周囲を見渡して言った。

「人いないね」

「あたしたちは試験休みだけど、世間的には平日だから」

　四方堂は答える。

　四方堂と九重は紺の水着だった。デザインも似通っている。宮みや内うちは四方堂と九重の水着を交互に見比べていた。その視線に気づいた四方堂が九重の肩を抱いて言った。

「いーでしょ、おそろいなんだ」

　九重は四方堂から身体からだを離しながら言った。

「おそろいじゃないわよ。この間、買い物に行った時一緒に買わされたの。たまたまデザインが似通っただけ」

「あたしは地味目でいいけど、九重は素材がいいんだからもっと派手目な方がいい、って言ったのにさー。九重は保守的なんだよね」

「水着が革新的でいいことなんて何もないわよ」

「そんなことないよ。みーちゃんを見てみなよ。レボリューション、って感じじゃん」



    

  









    
      　四し方ほう堂どうは宮みや内うちの水着を指さした。

　宮内の水着は赤のビキニだった。鮮やかな赤が目にまぶしい。

「こ、これ私のじゃないよ。叔母さんの借りてきたの。自分の水着は実家に置きっぱなしだから……」

　宮内は慌あわてて否定する。

「ふーん、でも似合ってるよ」

　四方堂はもう一人の水着に視線を移す。

「んで、ククルは……」

　水着のククルが腕組みをして、檜の浴よく槽そうを凝視している。

　ククルの水着はスクール水着だった。しかも胸に『井いの上うえ』という名前が書かれた布が縫い付けられているものだ。

「そうきたか……それ小学校の時の水着？」

「まあそのようなものだな」

「ある意味期待通りでよかったよ」

　四方堂は言った。

「よし、じゃあ入ろー」

　四方堂は身体からだを洗うのもそこそこに檜ひのき風ぶ呂ろにつかった。

「おー、絶景絶景」

　四方堂は窓辺に移動して、窓から見える景色をじっくりと見やった。左から右にゆっくりと首を動かしている。

　ふいに、四方堂の首の動きが止まった。

　一点を凝視して、遠くを見るように目を細めている。

「なに見てるの？　遠くを見て視力でも良くする気？」

　四方堂の後から入ってきた九ここの重えが尋ねる。

「視力は両目とも二・〇なんだ」

「じゃあ何か変わったものでも見えたの？」

「なんでもない」

　そう言いつつも、四方堂の口元は緩みっぱなしだった。

　その時、浴室の外から声が聞こえてきた。

「美み野の里りと梢こずえはどうしたの？」

「眠いって」

「たるんでるわねー」

「別にいいじゃない、部活じゃないんだから」

「でもせっかく桜おう花かがタダ券持ってたのに」

「別にいいわよ」

　浴室の扉が開いた。

　扉の向こうには、西にし崎ざき百ゆ合り子こ、日下部くさかべ桜おう花か、薬やく本もと麻ま衣いの三人がいた。

　四し方ほう堂どうは西崎に声をかけた。

「おー、にしっちじゃん」

　夜中に幽霊にあった時のような表情をした後、西崎は言った。

「な、なんであんた達がここにいるの？」



　浴室内には微妙な空気が流れている。

　一人四方堂だけは上機嫌で鼻歌を歌っていた。

　その様子を見て九ここの重えが言った。

「あんたってさー、時々すごいと思うよ」

「なにが？」

「何でもない」

　九重はそう言って肩までお湯につかった。

　四方堂と離れた場所にあるジャグジー風ぶ呂ろでは、吹奏楽部の三人がひそひそと言葉を交わし合っている。

「だから、日中の時間帯のチケットにしようって言ったじゃない」

　西崎の言葉に日下部が答えた。

「日中のは男女混浴になるけどいい？って聞いたら百合子嫌だって言ったじゃない。水着とは言え、男と一緒に入りたくないって」

「……確かに言ったわよ。女性限定の時間帯がいいって。でも四方堂がいるなんて夢にも思わないじゃない」

　九重はその会話を聞いてむっとした表情を作っていたが、四方堂自身は聞こえているのかいないのか、気にもとめていないようだった。

　宮みや内うちは入り口の近くの椅い子すに座っていた。

　宮内は早くこの空間から脱出したかった。この雰囲気の悪さはただ事ではない。

　四方堂と他ほかの女子との仲が悪い、という話自体は聞いたことがあった。だが、これまで四方堂とクラスの女子が諍いさかいを起こしている場面に遭遇したことはなかったし、何より自分には関係ないことだと思っていた。

　まさか、実際にこういう場面に出くわすとは思ってもみなかった。

　しかも、である。

　西崎は四方堂に敵意ある視線を向けている。だが、それより気になるのは、日下部と薬本がちらちらと自分の方に視線を向けていることだった。向けられているのは敵意の視線ではなかったが、かと言って友好的なものでもなさそうだった。何か、自分に含むところがある視線だった。

　隙すきを見て、退出しよう。

　しかし、宮みや内うちの目もく論ろ見みは外れた。

　浴よく槽そうから出た薬やく本もとが宮内の隣にやってきたのだ。そして宮内に話しかけてきた。

「あの……宮内、さん」

「は、はい」

　二人はぎこちなく会話する。

　他人の耳が自分たちに傾けられているのが宮内にはよくわかった。

　薬本が何かを決意したような顔つきで、宮内に向かって言った。

「宮内さんって、犬いぬ伏ぶしくんと付き合ってるって本当？」

　あまりにもストレートな質問に、浴室内にいる全員の動きが止まる。そして、全員の目が宮内に集中する。

　宮内は首のあたりがチリチリした。

「そ、そんなことないよ、うん」

　宮内は大きく手を振って否定した。否定せざるを得ない。

「そう……」

　薬本は一応納得したように見えたが、話はそこで終わらなかった。

　少し離れた場所にいた西にし崎ざきが口を開いたのだ。

「でもあんた犬伏にクッキーあげたんでしょ」

「え？」

「あげたんでしょ」

　西崎の声が詰問口く調ちようになる。

　宮内さんの顔が紅潮してくる。

「たしかにあげたけど、あれはたくさん作りすぎちゃったから、その……」

「えー、でもあたしみーちゃんが作ったクッキー貰もらったことないよ」

　四し方ほう堂どうの言葉で、浴室内の空気がさらに悪くなる。

　九ここの重えが動いた。

「痛っ！　何すんだよ九重」

「何もしてないわよ」

「いま思いっきり脇わきをつねったじゃないか」

　もー、と四方堂は頬ほおを膨らませる。

　四方堂は浴槽から出て、少し離れた場所から外を見ていたククルの側そばに座った。

「ククル、なんだか元気ないな」

「そうか」

「やけに深呼吸してるな、暑いのか？」

　ククルは無言で首を振った。

　四し方ほう堂どうは西にし崎ざきたちに視線を戻した。

「まーヤクモンもゆりっちもみーちゃんをそんなにいじめちゃ駄だ目めだよ。ゆりっちはあのアホの犬いぬ伏ぶしのことが好きかもしれないけどさー」

「なんですってえええええええ！」

　西崎は浴よく槽そうから飛び出て四方堂の側そばに駆け寄った。

「浴室では走っちゃだめだよ。注意書きにそう書いてあっただろ」

「そんなことはどーでもいいわよ！」

　西崎は大音量でそう叫さけんだ。

「あんなキモい奴やつを好きになるわけないでしょ。そんな奴は眼科にでも行った方がいいわよ！　私はあんたと違って視力は二・〇あるのよ！」

「奇遇だね。あたしも二・〇だよ」

　あははーと四方堂はお気楽に笑った。

　その笑顔が、火に油を注そそいだ。

「大体ね！」

　西崎は仁に王おう立だちになって叫んだ。

「前からあんたのことは嫌いだったのよ！　中二の時の文化祭であんたが私にしたことを忘れたとは言わせないわよ」

「ああ、あれね……」

　四方堂は遠くを見る目をした。

　そして、言った。

「なんだっけ、それ？」

　西崎の顔が怒りにゆがむ。

「あんたは、あんたは、あんたは！」

　四方堂につかみかかろうとした西崎を、慌あわてて日下部くさかべと薬やく本もとが抑える。九ここの重えは四方堂を西崎から引き離した。

「百ゆ合り子こ、落ち着いて」

　日下部が制止する声も、西崎には届いていないようだった。

「こいつのせいで！　こいつのせいで！　こいつのせいで！　私の青春は台無しになったのよ！　謝っても絶対に許さないのに、あまつさえ忘れてるなんて！」

　四方堂はその様子を不思議そうに見ていたが、ふと表情が変わる。

「なんだかよくわかんないけどさ、だったら勝負しない？」

「勝負？」

　四し方ほう堂どうは言った。

「ゆりっちが、勝負して勝ったら謝るよ」

「土下座よ！」

「土下座でもなんでもするよ。ゆりっちの言うことなんでも聞いてあげるよ」

「本当ね!?」

　西にし崎ざきの言葉に四方堂は深く頷うなずく。

「ちょうどあの店に行こうと思ってたんだ」

　四方堂は意味深なことを言った。



　　　＊



　ユージたちはファースフード店の店内でぐったりとしていた。

　モーニングセットを頼んで店内の奧おくの席に陣取ると、壁に寄りかかってずっと天井を見ている。原はら田だはテーブルにつっぷして起き上がろうともしない。

　ユージは休み無しで草むしりをさせられていた後のような気分だった。原田は一言も口をきかない。ユージと似たような気分なのだろう。

　休みの日に早起きした結果がこれだよ。

　しかし危なかった。ユージたちは身の危険にさらされていたのだ。

　双眼鏡で西崎、日下部くさかべ、薬やく本もとの三人の姿を確認したその直後、ユージは強い力で服を引っ張られた。服を引っ張ったのは、原田だった。

　抗議の声をあげようとしたが、原田は口元に人差し指を当てていた。そして、屋上の入り口あたりを指さした。

　初老のマンション管理人が姿を現していた。ユージは慌あわてて給水タンクの後ろに身を隠す。原田や如月きさらぎも同様だった。おかげで狭い面積の中で三人は密着することになった。

　こんなところを見つかったらタダではすまない。立入禁止の場所に入っただけでもまずいのに、手にしている双眼鏡を見つかったら完全にアウトだ。これはれっきとした犯罪行為だ。学校に連絡されたら停学だってありうる。

　ユージは管理人に見つからずに済むように神様に祈った。ユージが祈った神様は早起きだったらしく、ユージの願いは神様に届いた。管理人は十分ほど屋上をうろうろした後、屋上から出ていった。

　三人は大きなため息をついた。

　すぐに屋上から出ると管理人と鉢合わせする危険があるので、しばらく給水タンクの陰でじっとしていることにした。すでに双眼鏡を覗のぞく気力は残っていなかった。

　三人は梯はし子ごを下り、這ほう々ほうの体ていで屋上から非常階段へと戻った。

　そして、マンションを出てファーストフードの店に入ったのだった。

　身体からだがだるい。

　睡眠不足なせいもあるし、さっきまで緊張状態だった反動もある。

　生ける屍状態のユージと原はら田だに反して、如月きさらぎは一人元気だった。携帯電話を片手にメールを打っている。よくそんな元気が残ってるな、とユージは思った。

　これからどーするかなー。

　ユージは店内の時計を見た。時計は九時半を回っている。そろそろ普通の店が開き出す時間帯だ。

　本来であれば本屋やゲーセンに寄るところだが、今はそんな元気はない。ここで解散でもいいが、家に帰るとアリアンナがいる。

　それはそれでぞっとしないな。

　その時、原田の携帯が鳴った。

　原田はだるそうに電話に出た。

　その電話は四し方ほう堂どうからの呼び出しの電話だった。



　水着喫茶ブルーオーシャン。

　最近、秋あき島しま駅前にオープンしたばかりの喫茶店だ。

　夏限定のコンセプト喫茶店で、店の内装も青を基調とした海をイメージしたものになっている。メニューもトロピカルドリンクなど、南国の海を意識したものが多い。

　この店の特徴はなんと言っても、水着の試着ができることである。店は水着メーカーが経営しており、メーカーから直送された水着を試着し、気に入れば購入することができる。

　店内には試着室が複数あり、その前にはテーブルが設置されている。試着する人を待ちながら、飲み物が飲めるしくみになっているのだ。

　……ということをユージが知ったのは、ブルーオーシャンの前に着いた後だった。如月から説明を受けたのだ。

　如月はこの店の存在は知っていたが、来るのは初めてらしい。

　また妙な店だな、とユージは思った。

　だが、ユージにとってブルーオーシャンの存在は問題ではない。

　四方堂から原田に電話があり、ユージ達はこの場所に呼び出されたのである。

　原田は電話に出た当初は四方堂の呼び出しを拒否していたが、次第に語気が弱くなっていき、ついには了承することになった。

　当然の流れでユージや如月も一緒に行動することになった。毒を食らわば皿までだし、ここまでぐったりとしている原田を一人で四方堂の元に行かせるのは気が引けた。

　四し方ほう堂どうが指定した場所が、この水着喫茶ブルーオーシャンだった。

　店の前まで足を運ぶと、そこには四方堂をはじめ、九ここの重え、ククル、そして宮みや内うちさんがいた。

　四方堂に呼び出された時点で、そこまではユージも予想していた。

　問題は、見慣れない人々がいたことだった。

　西にし崎ざき、薬やく本もと、日下部くさかべという吹奏楽部グループである。

　先程スパにいた顔ぶれだった。さっきまで双眼鏡越しに水着姿を覗のぞいていた面々だ。ユージにしてみれば、なんとなく正視しがたいものがあった。

　もしかして覗いていたことがばれたんじゃないかと思ったが、どうもそうではなさそうだった。ユージ達をつるし上げようとする雰囲気ではない。

　険けわしい表情をしているのは西崎だけで、残りの二人は困惑の表情をしている。もし、ユージ達が覗きをしていたことがばれているのならば、こんな表情にはならないはずだ。

　とりあえずユージはほっとした。

「よーよー、ご苦労ご苦労」

　四方堂は満面の笑みを浮かべている。

「何の用だよ」

　原はら田だは戸惑いを隠せないようだった。

「まーまー、これからすごいもん見せてやるからさ」

　四方堂はそう言った。

「まずは中に入ろう」

　四方堂に促されてユージ達は中に入った。女の子達も後に続く。

　開店したばかりで他ほかの客はいなかった。Ｔシャツ姿のラフな格好をしたお姉さんが「いらっしゃいませ」と声をかけてくる。

　店内は試着室が複数設置されている。その前にはテーブルが置かれ、ここで飲み物を飲めるようになっているらしい。店内のあちこちにビキニやワンピースの水着のディスプレイが展示されている。

　横に二つ並んでいる試着室の前には片側だけで四、五人が座れそうな長テーブルがあった。四方堂は全員をそこに誘導した。席に座らせ飲み物を注文させると、四方堂はちょっと用事があるからと言って店の外に出て行こうとした。

　店を出る直前に四方堂が如月きさらぎを呼んだ。そして如月の耳元で何かをささやく。如月が四方堂に向かって深く頷うなずくと、四方堂は店を出て行った。

　ユージは西崎をはじめとする吹奏楽部の方を見た。三人は小声でひそひそ話し合っている。時折西崎が「冗談じゃないわよ！」と鋭するどい声を出し、それを日下部と薬本の二人がなだめる、という光景が繰り返されている。

　Ｘグループの方は吹奏楽部に比べれば落ち着いている。九ここの重えは無言でルービックキューブをいじっており、宮みや内うちさんは時折ユージを窺うかがうような視線を投げてくるが、これまた無言だった。

　ただ、ククルはユージの方を鋭するどく睨にらんでいる。ユージにはわかるが。明らかに不機嫌だ。

　あの浴室内で一体何があったのだろうか。

　そしてなぜ、俺おれたちはここに呼ばれたのだろうか。

「わからんなー」

　と如月きさらぎはぽつりとつぶやく。

「だよな。俺たちはなんでこんな場所に呼び出されたんだろうな」

「いやそれはどうでもいい」

　如月はきっぱりと言った。

「それより問題はこの喫茶店だよ。水着喫茶なんだから、もっとプールや海をイメージするアイテムがあってしかるべきだ。飲み物だけじゃ物足りないよ。減点ポイントだねこれは。それに一番駄だ目めなのは、店員が水着着用していないところだよ。水着喫茶なんだから。いくら内装に凝っても基本がなっていない。残念だね」

「残念なのはお前の頭だよ」

　ユージは大きくため息をついた。

「でも、このメニューはいいな」

　如月はテーブルの上のメニューを見て言った。メニューは飲み物の他ほかに水着各種が写真入りで載っている。その数と種類は多種にわたり、はっきり言って飲み物の数より多い。

　オーソドックスなタイプの水着もあれば、かなりきわどいデザインの水着もあった。

　メニューを見ていると、そこに四し方ほう堂どうが帰ってきた。息を弾ませている。

「お待たせお待たせ」

「どこ行ってたんだよ」

　原はら田だは責めるような口く調ちようで言ったが、四方堂は動じなかった。

「いろいろやることあったんだよ」

　そう言うと四方堂はテーブルの前に立った。そしてコホンと小さく咳せき払ばらいをする。

「第一回・一年Ｂ組女子水着勝負を行いまーす！」

　四方堂は高らかに宣言した。

　ククルがぱち、ぱちと乾いた拍手をする。続けて如月がぱちぱちぱち、と大きく拍手した。

「ルールは簡単。各チーム代表三人がそれぞれ水着を試着します。審しん査さ員いんにはそれを見てどちらがいいか判定して貰もらいます。支持した人数が多い方が勝ちです」

「あのさ、四方堂」

　ユージはたまらず、口を挟んだ。

「これ、なに？」

「いやー、話せば長い話になるんだけどね。中二の文化祭の時、ゆりっちが……」

「シキリ！」

　西にし崎ざきが大声を出した。吹奏楽部のせいか、よく通る大きな声だ。でも、ユージは西崎のこんな大きな声を聞いたことがなかった。

　どうやら西崎は四し方ほう堂どうに対して激げつ昂こうしているようだった。あんなに興奮している西崎を初めて見た。

　西崎と言えば吹奏楽部グループのリーダー格の女の子だ。いつも冷たい視線でユージ達のことを見ているのは知っていたが、あんなにエキサイトしている様子を見たのは初めてだった。

　一体、何があったんだろう。

　四方堂は西崎の大声を軽く受け流した。

「ま、とにかく、あたしのチームとゆりっちのチームが勝負をすることになったの。あんたらはその審しん査さ員いんってわけ。女の子の水着がタダで見られるなんて、こんな幸せないわよ」

　そこで四方堂は一拍入れる。

「さて、審査員のみなさんでーす！　まずは三さん馬ば鹿かのうちの二人、原はら田だと犬いぬ伏ぶしでーす」

　原田は困惑した表情を浮かべている。それはそうだろう。

　ユージとしては『三馬鹿』の部分に抗議したかったが、そんな雰囲気ではない。

　西崎は怒りの表情で、薬やく本もとは困惑の表情で、日下部くさかべは不機嫌な表情でユージ達を見ている。九ここの重えは諦あきらめたような顔をしているし、宮みや内うちさんは不安な表情をしている。そしてククルは無表情を装っているが、ユージの目には怒っているように見えた。

「そして今回は特別ゲストをご用意しました」

　特別ゲスト？

「どうぞー」

　店の扉が開き、一人の人物が入ってきた。

　ユージは絶句した。

「そして特別ゲストその一！　高天たかまが原はら商店街のアイドル、赤あか井い虎こ太た郎ろうさんです」

「どーもー」

　四方堂の紹介に。虎太郎は笑顔で応こたえる。

「赤井先輩は秋あき島しま学園二年Ａ組に在籍中であります。この審査にうってつけの人物です」

「よろしくー」

　虎太郎はそう言い、ユージの横の席に着いた。そしてユージに視線を投げる。

　ユージは虎太郎から目をそらした。苦手だこの人。

　目の前にあったアイスウーロン茶を口に運ぶ。

「さて、もう一人の特別ゲストはこの方です！」

　再び、店の扉が開く。

　現れた二人の人物にユージは飲んでいたお茶を吹きそうになった。

「こんにちは！」

「ご機嫌よう」

　対照的な二人の人物はそれぞれユージ達に挨あい拶さつをする。

　ユージはこの二人の人物に見覚えがあった。

　一人は小学生ぐらいの女の子だ。髪は金髪でツインテール。夏らしい水玉のワンピースを着ている。

　言うまでもなく、アリアンナだった。すました顔で笑顔を浮かべている。

　な、なんでこんなところに……。

　ユージの動揺をよそに、四し方ほう堂どうは話し続ける。

「お名前は？」

「アリアンナです。今日はお姉ちゃんと一緒にお買い物に来ました！」

　アリアンナは傍らの人物ににっこりと微笑ほほえんだ。

　アリアンナに『お姉ちゃん』と呼ばれた人物は、燃えるような赤髪が印象的な長身の女性だった。黒の着流しは髪の赤とのコントラストが美しい。そしてなによりも目を引くのは腰に差している日本刀だった。

「もう一人は、サムライ喫茶『武家屋敷』の侍さむらい大将、鈴すず蘭らんさんです」

　四方堂の紹介に、声なき声がユージと如月きさらぎからあがる。

　鈴蘭は如月とユージに向けて軽く手を上げた。

　な、なんであの二人が一緒にいるんだ……。

　かき氷を食べ過ぎた時みたいな鋭するどい痛みがユージの頭を襲った。

「この五人で勝敗を決めて貰もらいます！　負けたチームは勝ったチームに……えっと、どーすんだっけ？」

「謝るの！　土下座よ土下座！　絶対あんた達に土下座して貰うからね！」

　西にし崎ざきは叫さけぶ。

「あ、そうだ。負けたチームは勝ったチームの言うことを聞かないといけないんだった。ゆりっちのチームが勝ったら、あたしたちのチームはお望み通り土下座でもなんでもするよ」

　すました顔で四方堂は言った。

「さらに、副賞として、勝ったチームにはこの大会のスポンサーである赤あか井いアイスクリーム店の無料券が進呈されます！」

　おおー、と如月きさらぎが声をあげ、拍手をする。

　何をやってんだこいつは、とユージは如月を見たが、如月は気にするそぶりさえ見せない。

　四し方ほう堂どうの説明が続く。

「各チームから一人ずつ店内の水着を着て貰もらいます。審しん査さ員いんの方々はそれぞれよいと思った方に札を上げてください。三回戦勝負で二勝した方の勝ちです」

「ちょっとちょっと」

　我慢できなくなったのか、傍らにいた九ここの重えが声をあげる。

「なに？」

「もしかしてあたしもやんの？」

「そーだよー。当たり前じゃん」

「あんたは？」

「あたしはやらない。ほら、人数が一人余るでしょ」

「あのねー」

「それにあたしが出たら勝てるわけないじゃん」

　さらりと四方堂は言った。

　九重はこめかみを押さえながら言う。

「なんであたしが水着なんか着なきゃいけないのよ」

「連帯責任だよ。ゆりっち言ってただろ？　あんた『達』に土下座して貰うって」

「……」

「やだってゆーんならしょうがないねー。ククル、みーちゃん、土下座の練習しよっか」

「やめてよ。あたしが悪人みたいじゃない」

　まったく、と九重はため息をつく。

「大丈夫だって。九重の水着姿を見たいって奴やつもいるから！」

「そんな奴いるわけないでしょ」

「それはどーかなー」

　四方堂は意味ありげににやりと笑った。

　一方、吹奏楽部のグループもテーブルから離れ、小声で話しあっている。ボリュームこそ下げているが、話している内容は四方堂と九重の会話とさして変わらないようだった。

　つまり、どうして水着勝負なんかしなければならないのかという日下部くさかべと薬やく本もとの二人に対して、西にし崎ざきが限りなく脅迫に近い説得をしているようだった。

　吹奏楽部の三人はしばらく話しあっていたが、やがてユージたちのいるテーブルに戻ってきた。西崎は闘志満々の顔で、日下部と薬本は職員室に呼び出された時のような顔をしている。どうやら西崎が勝ったようだった。

　店員が四し方ほう堂どうと西にし崎ざきの二人に水着のメニューを渡す。

　その時如月きさらぎがテーブルを離れ、四方堂の傍らに立った。

「さて、ここからの司会は私如月きさらぎが務めさせていただきます」

　ユージの頭痛がひどくなった。何をやっているんだあいつは。

　如月はよどむことなく話し続ける。

「両チームにはそれぞれ試着室の中で、どの水着を着るか話し合って貰もらいます。水着が決まったら店員を呼んで水着を指定してください。バックヤードから指定の水着を渡してくれます。制限時間は十五分です。ではスタート！」

　四方堂チームと西崎チームはそれぞれ試着室の中に入っていった。ひそひそと話し声が聞こえる。どの水着にするか話し合っているのだろう。

　ユージは如月に言った。

「お前、何やってんだよ」

「司会だよ司会。四方堂は参加者だから、司会が必要だろ、さっき四方堂に頼まれたんだよ」

　アホかこいつは。いや、前から知ってたけど。

「しかし、こんなことして大丈夫なのか？」

　疑問を口にしたユージに如月が答えた。

「なにが？」

「こんなことしてる最中に他ほかのお客さんが来たらどーすんだ？」

「それは心配ないよ」

　如月はきっぱりと言った。

「貸し切りにしてあるらしいから」

「そんなことできるの？」

「この店、四方堂の姉貴の知り合いの店らしい」

「なんでそんなこと知ってんだ？」

「この間来たメールに書いてあった」

「お前、四方堂とメール交換なんてしてんのか？」

「最近、サムライ喫茶に四方堂が来るようになってさー」

　如月はうれしそうに言った。

「そこで話をしているうちに、メール交換とかするようになったんだよ」

　そこで原はら田だが口を挟んだ。

「お前、四方堂なんかと仲良くして怖くないのか？」

「大丈夫大丈夫。喫茶店好きに悪い奴やつはいないよ」

「四方堂自身がその言葉の矛盾を証明してるだろ」

　原はら田だは吐き捨てるように言った。

「おっと、司会しなきゃな」

　そう言うと、如月きさらぎはテーブルの前に立った。

　如月が話し始める。

「はい、そういうわけで大会が始まったわけですがー」

　何をやっているんだこの馬ば鹿かは、という目でユージは如月を見たが、如月は動じない。

「では審しん査さ員いんである皆様にお話を伺っていきましょう。まずは『アイスクリーム王子』こと赤あか井い虎こ太た郎ろうさん。この試合のポイントはどのあたりになると思われますか？」

「そーですねー。元来、吹奏楽部の子は旧秋あき島しま女学院の中でもレベルが高い子が集まる傾向にあります。秋島学園と合併してからも、その伝統は途切れておらず、今日ここに集った女の子達もレベルが高いですね」

　虎太郎は饒じよう舌ぜつに話す。

　如月はなるほどーと相槌を打つ。

「では吹奏楽部が有利というわけですね」

「そうとも言いきれません」

　虎太郎は言った。

「九ここの重えさんは寡か黙もくで地味ですが、マニアックなファンがつきそうですし……」

「原田どうしたんだ？　怖い顔して」

　ユージの言葉に、原田が答えた。

「い、いや別に」

　動揺する原田とは裏腹に、如月は軽快なトークを続ける。

「では他ほかの審査員にお話を聞いてみましょう。こんにちは」

　如月はアリアンナと鈴すず蘭らんの席に足を向ける。話しかけたのはアリアンナだった。

「こんにちは」

　アリアンナはストローから口を離し、笑顔で答えた。

「アリアンナちゃん、どの女の子がかわいいと思う」

「そうですねー、どの女の子もかわいいと思います。どっちのチームにもがんばって欲しいです」

　舌っ足らずな口く調ちようでアリアンナはそう答えた。

「はい、それでは両チームの準備ができるのを待ちましょう」

　如月はそう言い、席に戻ってきた。

　ユージはアリアンナと鈴蘭の席に近づいた。ご機嫌な様子のアリアンナに話しかける。

「何してるんですか」

「デートよ、デート。鈴蘭ちゃんとデートしてるの。ねー」

　アリアンナの問いかけに、鈴すず蘭らんは笑みを浮かべ頷うなずく。

「オウガ族とサムライ族って仲が悪いんじゃないんですか？」

　周囲の人間に聞こえないよう、ユージはひそひそ声で話す。

「確かにそうだけどー」

　アリアンナは言った。

「今、鈴蘭ちゃんはサムライ族から勘かん当どうされてるから、フリーの状態じゃない？　だったらデートに誘うのが礼儀ってものよ」

「全まつたく意味がわからないんですけど」

「まあまあ」

　鈴蘭が会話に割り込んできた。

「男の嫉しつ妬とは見苦しいぞ」

「嫉妬じゃないです」

　ふふ、と鈴蘭は薄く笑う。

「デートの件は置いときますよ。何でここにいるんです？」

「ナンパされたの」

　アリアンナが答えた。

「鈴蘭ちゃんとデートしてたら四し方ほう堂どうとかいうお姉ちゃんに『これから面白いイベントがあるから参加しませんか』って言われたのよねー」

「まあ、そうだ」

　鈴蘭は答えた。

「だが、四方堂とはまるっきり初対面というわけでもない」

　鈴蘭は言った。

「うちのお店の方にも、何度か足を運んでくれている」

　鈴蘭が言う店とはサムライ喫茶『武家屋敷』のことである。

　鈴蘭は茶をすする。

「ここの茶はまずいな……安物だ」

　鈴蘭は顔をしかめた。

「とにかく、悪いようにはせん。ユージの旦だん那なも楽しんだらどうだ」

「そうそう」

　鈴蘭とアリアンナの二人はそう言った。

　ユージは自分の席に戻った。原はら田だが話しかけてくる。

「お前、あの二人と知り合いなのか」

「ま、まあ。如月きさらぎがよく行ってる侍さむらい喫きつ茶さの人だよ」

「世の中には奇妙な喫茶店があるもんだな」

　原はら田だはそう言った。

　試着室に入った二チームのうち、最初に動いたのは西にし崎ざきチームだった。

　西崎は試着室から出て、店員にメモを渡す。店員は頷うなずくと『ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹ』と書かれた扉の向こうに姿を消した。

　しばらくすると、店員が戻ってきた。手には紙袋を抱えている。あの中に水着が入っているのだろう。

　西崎と入れ替わるように四し方ほう堂どうが試着室から姿を現した。すれ違う時、西崎がすごい目で四方堂を睨にらんでいたが四方堂はまったく気づいていないようだった。

　四方堂も同じように店員にメモを渡した。そして同じように店員から紙袋を受け取り、再び試着室に姿を消した。

　数分後、西崎と四方堂は同時に試着室から姿を現した。

「準備できたわ」

「準備できたよ」

　二人はほぼ同時に如月きさらぎに告げる。

「はい、では両チームとも準備が整ったようです」

　如月は言った。

「先攻は……そうですね、西崎チームからいきましょう」

　如月は、試着室に近づいた。

「ではお願いします！　どうぞ」

　試着室のカーテンが開いた。

　中から現れたのは、日下部くさかべだった。

　おお、という感嘆の声が原はら田だと虎こ太た郎ろうから漏れる。

　日下部はピンクのビキニ姿だった。

　胸の中央部がツイストになっているのがユージの目を引いた。右胸のところにはハイビスカスがプリントされている。腰にはビキニと同じピンク色のパレオを巻いている。

　皆の視線に耐えきれなくなったのか、日下部くさかべの表情が赤くなる。



    

  
    
      



    

  
    
      　その時だった。

　いつの間まにか日下部の横にいた西にし崎ざきの手が動いた。

「はいっ」

　西崎のかけ声と共に日下部の腰を覆っていたパレオがとれ、日下部の下半身部分が露あらわになる。

　水着のボトム部分には、これまたハイビスカスがプリントされている。

　ユージを含めた審しん査さ員いん達の目が日下部の下半身に集中する。日下部は慌あわててボトムのハイビスカスの部分を手で隠した。

　その時、ユージは日下部と目が合った。それまで羞恥の色を隠さなかった日下部の表情が一気に引き締まる。眼鏡めがねの位置を手で直し、きっとユージを睨にらみ付ける。

「何見てるのよ」とその瞳ひとみは雄弁に語っていた。ユージは咄とつ嗟さに視線を傍らの原はら田だに移す。

　俺おれ、そーとー日下部に嫌われてるな、とユージは思った。眼光の鋭するどさが半端じゃない。

　一方、原田の鼻の下は伸びきっていた。

　自分もこんな表情をしてたんだろうな、とユージは思った。

　西崎が勝ち誇ほこったように言う。

「どう、このスタイルの良さ！　そこらのたるんでる運動部では太た刀ち打うちできない均整のとれた体つき。凹凸がはっきりしていて、それでいて上品な雰囲気が水着に合ってるでしょ？」

　ふふん、と西崎は鼻を鳴らす。

「これは高得点が期待されます！」

　如月きさらぎの声が店内に響く。

「続いて四し方ほう堂どうチームです。どーぞー！」

　試着室のカーテンが開いた。

　そこにいたのは、水着姿の宮みや内うちさんだった。

　宮内さんは白のワンピース姿だった。真っ白なワンピースで他ほかの色は一切ない。デザインもおとなしめで装飾もほとんどないワンピースだったが、それだけに白一色のデザインが目に映える。

　何より素晴らしいのは宮内さんのスタイルだった。いつも学校で身近に接している相手だが、水着を着ると全まつたく違った雰囲気になる。制服の下に隠れている胸が存分にその存在を主張していた。反して腕と足は長く細い。水着自体が平凡なデザインであることが、かえって宮内さんのバランスのとれた身体からだの魅力を引き上げている。肩まで伸びる見事なストレートヘアーと水着の白さの対比も美しい。

「見事だな。なあユージの旦だん那な？」

　鈴すず蘭らんがユージに同意を求める。

「え、ええそうですね」

　ユージは相槌を打つ。

　その反応に鈴蘭がにやりと笑う。

「旦だん那なはああいう娘が好みなのか。熱心に見ていたようだが」

「好みというか、その……」

　ユージは言いよどんだ。

　宮みや内うちさんと目が合う。宮内さんは曖あい昧まいに笑う。

　それに応こたえるように、ユージも曖昧に笑った。

「ふむ、随分と仲もいいようだな」

「仲良しさんだね」

　鈴蘭とその横にいたアリアンナが言う。

　ククルがこの場にいなくてよかった、とユージは思った。また機嫌を悪くされたら面倒なことになる。

「それでは判定をして貰もらいます。お手元の札をご確認ください」

　如月きさらぎの声が飛ぶ。いつの間まにか、テーブルには赤と黒の札が用意されていた。

「西にし崎ざきチームが勝ちなら赤い札を、四し方ほう堂どうチームが勝ちなら黒い札を上げてください」

　ユージは手元の二種類の札を確認した。

「ではどーぞ！」

　如月の声が飛んだ。

　札が次々に上がっていった。

　虎こ太た郎ろうが赤、原はら田だが黒、鈴蘭が黒、アリアンナが赤を上げる。

　ユージは逡しゆん巡じゆんした。

　目をつぶって札を上げる。

「……赤！　ということで一回戦は西崎チームの勝ちです」

　西崎は勝ち誇ほこった顔をする。



    

  
    
      



    

  
    
      「みなさい、あんた達なんか敵じゃないのよ」

「勝負はこれからさ！」

　四し方ほう堂どうは不敵に笑い、そう言い返す。

「では二回戦を始めます。どーぞ！」

　如月きさらぎのかけ声と共に、二人は試着室の中に入った。

　ユージは大きくため息をつく。

「ユージ」

　原はら田だが話しかけてきた。

「何？」

「俺おれは今猛烈に感動している」

　原田は拳こぶしを強く握りしめていた。その拳が震えている。

　ユージは呆あきれたが、原田の言いたいこともわかる。

　まさかこんな展開になるとは、とユージは思った。

　女の子の水着をこんな至近距離で見ることができるなんて夢にも思わなかった。

　さっきまで双眼鏡で必死に小さな水着姿を追い求めていたのが、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってくる。まあ双眼鏡で水着姿を追い求める行為はどうみても馬鹿馬鹿しく、みっともない行為以外の何物でもないのだが。

　しばらくすると、西にし崎ざきと四方堂が同時に試着室から出た。ほぼ同時に店員にメモを渡す。

　店員は二人からメモを受け取ると、『ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹ』の扉の向こうに姿を消した。そして戻ってくると西崎と四方堂にそれぞれ紙袋を渡す。

「これで勝ったら西崎チームの勝ちが決まるな……」

　虎こ太た郎ろうがぽつりと言った。腕を組み、真剣に考え込んでいる。

　数分後、西崎と四方堂が試着室から姿を現した。

「準備ができたようです」

　如月が言った。

「では、西崎チームからどうぞ」

　試着室のカーテンが開く。

　水着姿の薬やく本もとが姿を見せた。

　薬本が着ているのは黒と白のフリルビキニだった。

　胸の部分は黒の生地に白のレースがついており、同じく白のリボンで結ばれている。胸のデザインも鮮やかだが、なんと言っても目を引くのはボトムのスカート部分だった。

　短い。驚くほどに短い。デザインは上部分と同じ黒と白のデザインだが、長さが驚くほど短かった。水着なので、スカートが短くて下の部分が見えてもどうということはない。ないはずなのだが、どうしても目がいってしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      　日下部くさかべや宮みや内うちさんに比べて薬やく本もとのスタイルは凹凸は少ないが、それだけに装飾の多い水着が似合っている。

「黒と白のコントラストが鮮やかでしょ？」

　西にし崎ざきは得意げにそう言う。確かにその通りだった。西崎の選択は適切だ。この勝負に対する意気込みを感じさせる。

「では後攻、四し方ほう堂どうチームです。どーぞ！」

　如月きさらぎの声と共に、試着室のカーテンが開いた。

　姿を現したのは九ここの重えだった。

　九重の水着はオレンジのフリルビキニだった。オレンジ色が目にまぶしい。胸もとの部分はレースで縁取られており、中央には大きなオレンジのリボンがある。

　ボトムはミニスカートのようなデザインになっており、九重が歩く度に揺れている。

「ほら九重！」

「うー」

　九重はうめきながらもその場で一回転する。

　九重が一回転すると、ボトムのスカートが揺れた。スカートの下からオレンジ色のショーツが見える。無論水着なので見せてもいいタイプのものだが、思わずドキっとした。

「＊★＆＄！！！」

　意味不明な声を原はら田だが上げる。見ると、原田は口元を必死になって押さえている。どうも、大声をあげそうになる口を押さえているらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「どーよ！　今のは防御不可な攻撃のはず！」

　四し方ほう堂どうが言った。的確な表現だった。

「さて判定をどうぞ！」

　如月きさらぎの声が飛び、審しん査さ員いんたちが札を上げる。

「原田黒、赤あか井いさん黒、鈴すず蘭らんさん赤、アリアンナちゃん赤」

　ユージは札を上げた。

「ユージが黒！　四方堂チームの勝利です」

「わーい」

　四方堂が両手を挙げる。

　西にし崎ざきは審査員の方をぶっ殺しそうな目で見ている。ユージは思わず目をそらした。

「これで一対一。勝負はわからなくなってきました。ではラスト、三回戦お願いします」

　如月がそう言うと、西崎と四方堂は試着室の中に入ろうとする。その時、西崎が四方堂に言った。

「絶対吠ほえ面づらかかせてやるからね」

　四方堂は、その言葉ににやりと笑っただけだった。

「ユージ」

　原田は言った。

「信じてたよ」

「何が？」

「いろいろだよ」

　意味不明なことを原田は言った。どことなく目が潤んでいる。

　こいつ今日はいろいろおかしいな、とユージは思った。

「しかしさあ」

　ユージは言った。

「次の勝負って不公平じゃないか？」

「何が？」

「なんというかその、素材的に」

　ユージは言葉を続ける。

「これまでは比較的平等だったじゃない。日下部くさかべと宮みや内うちさんって、似た体型だったろ。薬やく本もとと九ここの重えもさして変わらない。でも西崎と井いの上うえじゃ体型に差がありすぎじゃないか？　どうみても西崎の方が有利だろ」

「そんなことはない」

　そう言ったのは虎こ太た郎ろうだった。

「お前はあの美しさがわからんのか」

「美しいとかそーゆー問題じゃなくて」

　ユージは困った顔をした。原はら田だが二人の間に入り、虎太郎を落ち着かせる。

　……本当にこの人苦手だ、とユージは思った。

　試着室から西にし崎ざきが出てきた。店員にメモを渡す。

　しばらくして店員が持ってきた紙袋を受け取ると、ユージ達の方を見て不敵に笑った。

　今回水着になるのは西崎だ。ということは、選んだ水着と自分に相当の自信があるのだろう。

　しばらくすると四し方ほう堂どうが出てきた。店員にメモを渡す。

　店員が戻ってくる間、四方堂はユージ達に話しかけた。

「これは勝ったよ」

　自信満々に答えた。

　その自信満々な四方堂を見ると、ユージはかえって不安になってきた。ククルにどんな水着を着せる気だろう。

　あの西崎にククルが水着で勝てるとは思えないが……。

「ユージどうしたんだ？」

　原田が言った。

「なんだか顔色が悪いぞ」

「な、なんでもない」

　ユージは平静を装った。

　試着室から日下部くさかべが出てきた。少し遅れて四方堂が出てくる。

「準備ＯＫですか？」

　如月きさらぎの問いかけに二人は頷うなずく。

「では三回戦！　西崎チーム、どーぞー！」

　試着室のカーテンが開いた。予想に違たがわず、西崎が姿を現す。



    

  
    
      



    

  
    
      　西にし崎ざきが着ているのは赤のビキニだった。燃えるような赤だった。

　双眼鏡を通して見た宮みや内うちさんの水着も赤のビキニだったが、その赤よりも今西崎が着けているビキニの赤は強烈な赤だ。胸の上部にはアクセントとしてピンクの花があしらわれている。

　上も下もきわどいカットデザインをしているが、西崎に恥じらうような様子はなく、堂々としている。

　西崎の白い肌と強烈な赤がぴったりとマッチしていた。

「どう？」

　西崎は腕を組み審しん査さ員いんを見やった。その態度は自信に満ちあふれており、気き後おくれしているところは一切ない。

　確かに、これは強力だ。

　これに対してククルは一体どんな水着で出てくる気だ？　一番考えられるのはスクール水着だが、それはさっきも着ていたし、西崎も浴室で見ているはずだ。違う水着でくる可能性も高い。

　そして、その時俺おれはどういう態度を取ればいいのだ？

「続いて四し方ほう堂どうチームです。どーぞー！」

　悩むユージをよそに、容赦なく如月きさらぎの声が響く。

　試着室のカーテンが開いた。

「……」

　ユージは言葉を失った。

　だが、視線はククルの水着に釘くぎ付づけだった。

　ククルが着ていたのはナース水着だった。

　白の三角ビキニに赤の十字架がプリントされている。ボトムのショーツの中央部分にも赤の十字架がある。おまけに頭にはナースキャップもあり、同じく十字架のデザインがあった。

「さて判定をどうぞ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　審しん査さ員いんが札を上げる。

「四し方ほう堂どうチーム、四方堂チーム、四方堂チーム、四方堂チーム」

　ユージも札を上げた。

「四方堂チームの勝ちです！」

「なんですってええええ！」

　西にし崎ざきが駆け寄ってきた。そして原はら田だの胸むなぐらをつかむ。

「どーゆーことよ！　あたしの方がいいに決まってるでしょ！」

「い、いやよかったよ。確かによかったよ。けど、あのナース水着のインパクトにはさすがに……なあ」

「う、うん」

　ユージも相槌を打つ。

　西崎を尻しり目めに、四方堂たちはハイタッチを交わしている。

「いえー、いえー」

　宮みや内うちさんは困惑気味に、九ここの重えは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で、そしてククルは無表情に四方堂とハイタッチを交わした。

「四方堂チームの勝ちです！」

「わーい」

「賞品が赤あか井い虎こ太た郎ろうさんより授与されます」

「おめでとう」

「どーも」

　四方堂は会心の笑顔を浮かべた。

　虎太郎は四方堂、九重、宮内さん、そしてククルと握手を交わした。虎太郎はククルと握手をしているときだけ、やけに時間が長かった。

　ユージは見て見ぬふりをすることにした。



　　　＊



　ユージと原田はドーナツショップで向かい合っていた。

　あの後、日下部くさかべと薬やく本もとが西崎をなんとかなだめて連れて帰っていった。試験休み明けの西崎が怖かったが、じきに夏休みだ。それまでやりすごせばあとは時間が解決してくれるだろう。たぶん。

　如月きさらぎは四方堂と一緒に鈴すず蘭らんのやっている侍さむらい喫きつ茶さ『武家屋敷』に向かった。アリアンナも一緒だ。あの四人がどんな会話を交わすのか想像しただけで怖くなるが、すべては運命に身を任せるしかない。

　宮みや内うちさんと九ここの重えは用があるから、と言って帰っていき、ククルも買い物があるからと言って去っていった。

　残されたユージと原はら田だが今ここにこうしているというわけである。

「なんか疲れたな……」

　原田が天井を見上げながら言った。

「水着が見られたからいいじゃないか」

「いやそうだけどさ……」

　原田は言った。

「水着とは、遠くにありて、思うもの」

「それ中学の時に国語の有藤先生が言ってたギャグだろ」

「お前もよく覚えてんな」



　原田と別れ、ユージは家に帰った。

　すでに夕方になっている。足が重かった。

「ただいま」

「おかえり」

　ククルが姿を現した。

　予想していたことだったが、ククルはナース水着を着けていた。

　全身を覆っていた疲労感が更に増す。

「駄だ目めか？」

「駄目じゃないよ。かわいいよ。今すぐ倒れ込みそうになるぐらいかわいいよ」

　ユージは言った。

「そういうわけで、夕食までちょっと寝るから」

「待て！」

　ククルは二階に上がりそうになるユージを手で制した。

「ここで待ってろ」

　ククルはユージを残しリビングに向かって走った。しばらくするとククルは手に皿を持って帰ってきた。

　皿にはクッキーがこれでもかっ、というほど山のように積まれている。

「食べろ」

「う、うん」

　ユージはクッキーの山に手を伸ばした。山を崩さないように、一番上のクッキーを取り、口に運ぶ。

　クッキーはおいしかった。焼き加減も絶妙だし、味も甘さが控えめでユージ好みの味だった。

「うまいか？」

「おいしいよ」

「本当か？」

「本当だ」

　ナース水着姿のククルはユージをじっと見つめていたが、やがて言った。

「ならば、よし」

「何がいいんだよ。それになんで急にクッキー作ったの？」

「お前が好きだろうと思ったからだ。負けられないからだ」

「負けられないって何？」

「それより、ユージ」

　ククルは言った。

「海に行きたい」

「海？」

「せっかく水着を買ったのだ。是非海で泳いでみたい」

「プールじゃ駄だ目めなの？」

「海がいいのだ」

　強い口く調ちようだった。

「わかったよ、考えておく」

「絶対に連れていって貰もらうからな！」

「うーい」

　ユージは返事をして、二階の自分の部屋に戻った。

　なんだか最後まで変な一日だったし、そして疲れた。

　いろんなことは目が覚めてから考えよう。

　ユージはベッドに倒れ込み、まどろみの海にその身を投げ出した。



    

  
    
      




    

  
    
      三話　理科準備室の星々





「上うえ村むら先生、仕事をするフリをしてゲームしてるところ申し訳ないのですが」

「先生、今仕事をするフリしてゲームをしているから忙しい」

　二に階かい堂どうの言葉に、上村先生はにべもなくそう答えた。

　放課後の理科実験室で、二階堂真まことは小さくため息をつく。

　理科部の部室でもある理科準備室には、理科部部長代理である二階堂真と理科部顧問の上村先生がいた。上村先生は理科準備室の備品である据え置き型のパソコンの前で、片かた肘ひじをつきつつ画面を眺めている。

　二階堂が理科準備室に来た時、上村先生はすでにいた。授業中と同じく白衣を着てパソコンの前に座っていたが、二階堂が部屋に入ってきても一いち瞥べつもくれなかった。「ふむ」とか「うーん」という謎なぞのつぶやきを発しているが、二階堂に気づいている様子はない。

　二階堂は上村先生が自分に気づいてくれるのを待っていたが、一向にその気配はない。ラチがあかないので自分から声をかけたが、にべもない返事が返ってきただけだった。

　階下からは吹奏楽部が練習をしている音が聞こえる。同じ曲の同じパートが繰り返し演奏されていた。吹奏楽部の部室である音楽室は一階のはずだが、理科準備室の三階まで音が響いてくる。練習にも熱が入ってきているようだ。

　理科準備室は秋あき島しま学園の東校舎三階の一番奥にある。位置的な問題から放課後の理科準備室周辺に来る人間は少ない。せいぜい、幽霊部員だらけの理科部で唯一足がついている一年生部員と、部活指導の名目で仕事をさぼっている怠慢な教師ぐらいしか、理科準備室周辺には来ないのだ。

　二階堂は上村先生のパソコンゲームが一段落するのを待つことにした。

　窓からグラウンドを見た。陸上部が練習をしている。グラウンドの大きな木の横では、女子生徒が走り高跳びの練習をしていた。助走をつけ、バーの前で跳んだ。惜しくも足がかかり、バーと一緒にマットに着地した。

　二階堂は室内に視線を戻した。

　壁の棚には、ホルマリン漬けの標本や薬品類がぎっしりとならんでいる。別の棚には、アルコールランプやビーカーなどが並んでいた。二階堂が座っている横には、学校の怪談でおなじみのガイコツの標本がある。

　あーっ、という小さい叫さけび声が上村先生の口から漏れる。二階堂は上村先生に視線を戻した。

「うーん」

　上村先生は腕組みをして、真剣な顔つきでパソコンの画面をにらみつけた。

「やっぱり普段肉食っている連中が作るゲームはえげつないなー」

　独り言かもしれなかったが、二に階かい堂どうは返答した。

「外国のゲームなんですか？」

「そう。日本のゲームってユーザーに対して親切心があるけど、向こうのゲームってそういうのはないわね。作り手の『クリアできるものならクリアしてみろ』っていう気合いが感じられるわ」

「なるほど。ところで先生、もうそろそろ部活について話してもいいですか？」

　上うえ村むら先生は首だけを二階堂の方に向けて言った。

「何の用？　期末試験の問題でも知りたいの？」

「違います」

　二階堂は言った。

「理科部の合宿の話です」

「合宿？」

「夏休みの合宿ですよ」

　期末試験と共に、夏休みが近づいて来ていた。理科部部長代理である二階堂は、夏合宿の計画を立てるように部長から頼まれていたのだ。

「それで？」

「七月の終わりに二泊三日で、ってところは決まってるんですが、場所が決まってないんです。そこで、上村先生に相談しようと思いまして」

「どこでもいいんじゃない？」

　上村先生は再びパソコンの画面に目を戻して言った。二階堂の話に全まつたく興味がないようだった。

　めげずに、二階堂は言った。

「少しは真面目まじめに考えてください」

「だって私に関係ないじゃない」

「何言ってるんですか。先生も合宿に参加するんですよ」

「えー？　どうして？」

「理科部の顧問だからです」

　上村先生は天井を見上げた。二階堂も釣られて天井を見る。

　十五秒ほど天井を見つめた後、二階堂は上村先生に視線を戻した。上村先生は不思議そうな顔で二階堂に言った。

「そうだっけ？」

「そうです。そんな不思議そうな顔しないでください」

「やだー、人の多いところに行きたくない。夏休みでしょ？　海も山も人が多いに決まってるよー」

「我慢してください」

　二に階かい堂どうは冷たく言い放つ。

「そーねー……地球の人口が半分になったら行ってもいいよ」

　無茶苦茶なことを上うえ村むら先生は言った。

「二階堂、あんた地球の人口を半分にできる地底人とか外宇宙生命体とか知り合いにいない？」

　二階堂は、生徒手帳を取り出しアドレス欄をぺらぺらとめくる。そして、ぱたんと閉じた。

「今のところ、知り合いにその手の人はいないですね」

「もしその手の人と知り合いになれたら、先生に教えてね」

「はい」

　二階堂は冷静に答えた。

「というわけで、夏合宿には同行して頂けますね？」

「……しょうがないわねえ」

　上村先生は椅い子すを回転させ、二階堂に向き直った。腕を組み、二階堂を見ている。まるで、説教をするような雰囲気だ。

「夏休みにそんなにどっか行きたいの？　二階堂以外に合宿に絶対行きたい人っているわけ？　ほとんど全員が幽霊部員じゃない」

「正確に言うと、僕も『絶対に行きたい』というわけではありません。行きたいと主張しているのはシナ先輩、じゃなかった、部長です」

「山やま科しなさん？」

「はい」

　山科先輩こと通称シナ先輩は理科部の部長だ。だが、バスケ部と理科部を掛け持ちしており、幽霊部員ならぬ幽霊部長となっている。

「じゃあ部長に決めさせなさいよ」

「まあそうなんですが……」

　チャイムが鳴った。深く低い音が響いてくる。

「おっともうこんな時間か……」

　上村先生は白衣のポケットから鍵かぎの束を取り出し、二階堂に放ほうり投げた。

「じゃああとは、よろしく」

　そう言うと、上村先生は理科準備室から出て行った。

　二階堂は、棚からビーカーを取り出した。今日はあまり時間がないから三五〇ミリビーカーだけにしよう。

　二階堂は棚の引き出しからビーカー用の布を取り出し、ビーカーを磨き始める。

　二に階かい堂どうは実験用具が好きだった。理科部に入っているのもそれが理由だ。

　小学生の時から、理科の実験が好きだった。正確に言うと、ビーカーや試験管やフラスコやアルコールランプが好きだった。ぴかぴかに磨き上げられたビーカーや試験管がずらっと並んでいるのを見ると、幸せな気分になれるのだ。アルコールランプに火がともっているのをみると、胸の高鳴りを覚える。

　中等部では化学部に入り、毎日実験用具に触っていた。実験も好きだったが、ビーカーや試験管を撫なでたり磨いたりするのが好きだった。誰だれもいない理科準備室で、一人でビーカーを磨いていると、満ち足りた気分になった。

　季節は巡り、二階堂は高校生になった。

　秋あき島しま学園は秋島女学院と合併し、共学になった。両校にあった多くの部活は整理され、部員が少ない部同士が合併して一つになったものもあった。理科部がそのうちの一つだ。

　理科部は、化学部・生物部・物理部・天文学部が合併した部だった。二階堂は、その理科部に入った。合併しても部員は少なかったが、その分、理科準備室を自由に使えるし、誰かに気兼ねすることも少ない。

　だから現状に不満はない。

　たとえ、その顧問が毎日理科準備室に来て、備品のパソコンでゲームをしてばかりいるとしてもだ。

　二階堂の脳裏に、先程までゲームをしていた上うえ村むら先生の姿が映る。

　きゅっ、という音がした。ビーカーを磨く力が入りすぎてしまったらしい。慌あわててビーカーを宙にかざしてみた。大丈夫だ。傷はついていない。

　危ない危ない。傷つきやすいから気を付けないといけないよな。

　それにしても、と二階堂は思った。

　上村先生は変な先生だ。

　上村先生は、理科部の顧問というだけでなく、二階堂が所属する一年Ｂ組のクラス担任でもある。それだけに接する機会も多いのだが、上村先生という存在は、つかみ所のない存在だった。

　年は噂うわさによると二十代中盤といったところらしい。だが、外見はそれよりずっと若く見える。若く見えるというか、幼く見えるのだ。外見もそうだが、その言動はよく言えば偉ぶったところがなく、悪く言えば自分たち生徒と同レベルだった。高校生が、そのまま教師になったような人なのだ。

　だが、この先生は一筋縄ではいかない。

　ある時、クラスメート達三人が、上村先生の授業をサボったことがあった。上村先生は教室の空席を一ひと睨にらみすると、何事もなかったように授業を始めた。

　終業時間十五分前になると、上村先生は唐突に授業を中断した。

「ちょっと休憩にします。十分ぐらいで戻ってくるからね」

　どういうことですか？という疑問を呈する間まもなく、上うえ村むら先生は教室から出て行った。

　きっかり十分後、サボっていたクラスメート達は上村先生と共に帰ってきた。全員青ざめた顔をしている。

　上村先生は何事もなかったように残りの五分授業を続けると、終業時間になった。

「はい、じゃあまた次の授業ね」

　そう言って、上村先生は教室から去っていった。

　休み時間に、何があったのか件くだんの三人に聞いたが、全員一様に首を振り、黙して語らなかった。

　後日、体育館の裏手から何か大きな音が聞こえたとか、体育館裏の壁にヒビが入っていたとか、地面に大きな穴が開いていたとかいう噂うわさが聞こえてきたが、真相は闇やみの中だった。

　ただ、それ以後上村先生の授業をサボる生徒はいなくなった。

　いつの間にかついた渾あだ名なが『サディスト上村』。自分に反抗する者に対しては容赦なく鉄てつ槌ついを下すらしい。

　しかし二に階かい堂どうにしてみれば、部活中の上村先生にそんな素振りは一切見られない。放課後の理科準備室にいるのは、いい加減でやる気のない部活顧問だ。

　ただ、それだけなのだ。

「変な先生だよなー」

　と二階堂はひとりごちた。

　最後の三五〇ミリビーカーを磨くと、二階堂は磨き終えたビーカーを棚に戻した。

　二階堂は理科準備室に鍵かぎをかけ、職員室に鍵を戻した。上村先生は既に下校している。　いつものことだった。



　二階堂は家に帰った。

　二階堂の家は秋あき島しま駅前にあるマンションだ。秋島学園の生徒も多く、クラスメートの何人かも同じマンションに住んでいる。

　二階堂の家は、父、母、妹、そして二階堂の四人家族である。父親はまだ帰宅していなかったので、母と妹の三人で夕食を取ることになった。

　今日の夕食はハンバーグだった。母親自慢の料理の一つである。この料理が出てくるときは、母親の機嫌がいいときだ。

　そのハンバーグを食べていると、妹のアキが話しかけてきた。

「ねーねー、お兄ちゃん」

　妹はにこにこした表情で言った。

「彼女できた？」

「できない」

　二に階かい堂どうは即答した。せっかくのハンバーグがまずくなる話題だった。

　妹であるアキは小学校の四年生だ。

　最近色気づいてきたのか、やたらと『彼女できた？』と聞いてくる。もっとも、アキが『彼女』の意味を正確に理解してるかどうか疑わしい。鶏にわとりが卵を産むみたいに、ある日突然『彼女』なるものができると思っているようだった。

　なにしろ、三日に一度は「彼女できた？」と聞いてくるのだ。

「何度も言うけど、そんなに簡単に『彼女』なんてできないの」

「そーなの？　でもキョーちゃんのお兄ちゃんは彼女できたって言ってたよ」

　何気ない妹の一言に二階堂は傷ついた。

　キョーちゃんとは、アキと同級生の友達である。アキによると、二階堂と同い年の兄がいるらしい。

「そういう人もいる。いるけど、そういう人は特殊な人なの」

「でもキョーちゃんは、高校生になったら彼女ぐらいできるのが普通だって言ってたよ」

「普通じゃない」

　二階堂は少し声のトーンを上げた。気分を害しているせいで、声のトーンが上がるのが我ながら悲しい。

「植物だってすぐに大きくなるのと、時間がかかるやつといろいろあるだろ？　それと同じだよ。高校生になってすぐに彼女ができる人もいれば、できない人もいいる。朝に咲くアサガオみたいな花もあれば、夕方に咲くユウガオみたいな花もあるんだ。どちらも同じ花だけど、朝に咲く花が偉いとかっていうことはない」

　それまで黙って聞いていた母が口を挟んだ。

「お兄ちゃんは大器晩成なのよ」

「たいきばんせい？」

　アキが首をかしげる。

「そ。結果を出すのは遅いけど、他ほかの人よりすごい結果を出す人のことをそう言うのよ。そのうちお兄ちゃんはとってもかわいい彼女を家に連れてくるに違いないわ」

「そうなの？」

「そうよ。ええ、そうですとも」

　意味ありげな笑みを母親が浮かべる。

　二階堂は残りのハンバーグとご飯を平らげた。

「ごちそうさま」

　二階堂は席を立った。

「ちょっと出かけてくる」

　そう言うと、二に階かい堂どうは家から出た。

　まったく、母さんもアキも適当なことばっかり言うんだから。

　二階堂はエレベータで最上階まで上がった。そこから少し歩き、非常口の扉を開ける。

　非常階段を上り、二階堂は屋上へと続く扉の前に来た。

　扉には『立入禁止』と赤文字で書かれた紙が貼はられており、ダイヤル式の鍵かぎがかかっている。

　以前は屋上に自由に出入りできたのだが、安全上の問題とかなんとかで、立入禁止になってしまったのだ。それ以来、屋上に出入りする扉には鍵がかかるようになった。

　だが、二階堂にとっては問題ない。二階堂はダイヤル式の鍵を開けるのが得意だった。どの鍵も適当に触っていると、解除の番号がわかるのだ。鍵がかかるようになったその日に、二階堂はダイヤル式の鍵の番号を探り当てることができた。以来、何度も屋上に出入りしているので、鍵の番号は暗記している。

　二階堂はダイヤルを回し、鍵を開けた。

　二階堂は屋上に足を踏み入れた。

　天気は快晴で、屋上から星がよく見えた。だが、周囲のビルの灯あかりが多いので肉眼で見える星は少ない。

　でも、二階堂はそんな秋あき島しまの夜空が好きだった。

　いつのころからか、マンションの屋上から空を眺めるのが二階堂の日課になっていた。嫌なことがあったときや、逆にうれしいことがあったときに、二階堂はここに来て星を見ることにしていた。

　そして、二階堂には夢があった。

　夜空をいつか、『彼女』と二人で見たい。

　それが二階堂の夢だった。

　本や雑誌によれば、『彼女』と一緒だとすべての物が違って見えるらしい。普段の何気ない光景や色あせた生活も、鮮やかな色彩にとって代わられるらしいのだ。

　夜空に瞬またたく星も同じで、一人で見る星と『彼女』と共に見る星は全まつたく別物らしい。

　今、目に映る星が違って見えるらしいのだ。

「彼女かあ……」

　二階堂は入学してから今日に至るまでの自分の行動と、それに対する結果を思い浮かべてみた。

　……。

　二階堂はじっと自分の手を見つめる。

　……少なくとも夏が終わるまでは夢で終わりそうだな、と二階堂は思った。
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　放課後、二に階かい堂どうは体育館に向かった。

　理科部の部長であるシナ先輩に合宿についての意見を貰もらう為ためだ。幽霊部長にも、たまには地に足をつけて働いて貰わなければならない。

　そもそも、夏合宿の計画を立てるように二階堂に命令したのはシナ先輩だ。

　先週末の夜、二階堂が家でくつろいでいると、シナ先輩から電話がかかってきたのだ。

「ニカくん、夏休みに合宿するから計画立ててね！」

　電話をとったアキから電話を代わるや否や、シナ先輩はそれだけ言って電話を切った。シナ先輩の性格を知っていなければ、いやがらせの電話だと思っただろう。

　体育館ではバスケ部が練習していた。三対三で試合形式の練習を行っている。シナ先輩は赤いビブスを着けていた。

　ゴールから離れた場所にいたシナ先輩は、ゴール下で競せっていた味方からパスを受ける。刹せつ那な、スリーポイントシュートを放った。ボールは綺き麗れいな弧を描いて、するりとゴールに収まった。

　観戦していたバスケ部の部員から歓声があがる。

　シュートを決めたシナ先輩は自陣に戻ろうとしていたが、二階堂を見つけると練習中にもかかわらずダッシュで二階堂の元にやってきた。

　後ろでしばっているポニーテールの髪が揺れる。なるほど、『ポニーテール』とはよく言ったものだな、と二階堂は思った。確かにシナ先輩の後ろ髪は、疾走中の馬のしっぽのように見えた。

「ニカくんニカくん、合宿の計画決まった？」

　シナ先輩は早口でまくしたてる。

「まだです。ただ、顧問の上うえ村むら先生に同行して貰う約束は取り付けました。問題は合宿の場所なんですが……」

「海だよ海！　海に決定だね！」

　二階堂の話の途中でシナ先輩は言った。

「私のおじさんで民宿やってる人がいるの。そこにしようよ！」

「だったら最初からそう言って貰えると……」

　二階堂の話を遮るように、シナ先輩は話し続ける。

「うー、楽しみだね！　楽しみだね！　本当にわくわくするよ！　夏、太陽、海、スイカ、花火……何持っていこうかなー、浮き輪とかビーチボールとか海関連グッズは当然として、電車で行くからトランプも必ひつ須すだよね、それから……」

　二階堂はシナ先輩に一瞬でも『相談』しようと思った自分の愚かさを呪のろった。

『人の話を聞かないランキング全国第三位』のシナ先輩に相談するなんて、真昼に六等星を探すようなものだ。

　ここは、嵐あらしが収まるのを待つようにシナ先輩の話が終わるのを待とう、と二に階かい堂どうは思った。

　シナ先輩は自分がどれだけ合宿を楽しみにしているかを熱弁していたが、背後から声がかかった。

「シナ先輩！」

　鋭するどい声だった。

「まだ練習中ですよ！　こんなところでサボらないでください！」

「ごめんごめん真理ちゃん」

　シナ先輩は振り返り、同じ色のビブスをつけた後輩部員に謝った。

　声を飛ばしたのは二階堂と同じクラスの長谷川真理だった。後輩にもかかわらず、シナ先輩に厳しい声をかけている。

「まだ練習中なんですから！」

「うんうん、わかったわかった」

　シナ先輩の返事はあまりわかっているようには聞こえなかった。

　業ごうを煮やした長谷川に腕をとられ、引ひき摺ずられるようにコート中央に戻っていった。長谷川は何度か二階堂の方を振り返ったが、すごい目つきで睨にらまれる。

　……悪かったよ。日直の時に、興味がないのにビーカーやアルコールランプの魅力について通常三分で済ますところを大サービスで五分もしつこく語ってキレさせたのは反省してるよ。手帳のスケジュール表にも『この日は長谷川に悪いことをした。要反省』って書いたんだよ。

　だから、そんなに殺意のこもった目で見ないでくれよ……

　二階堂は嫌なことを思い出した。

　二階堂は長谷川と日直になったことがある。日直はクラスメートの女の子と話すチャンスが生まれる数少ないイベントだ。二階堂は意気込んでいた。そしてその意気込みは全まつたく空回りすることになった。

　長谷川と二階堂は、日誌を書いて職員室に持っていった。職員室への道すがら、二階堂は『ビーカーに興味ある？』と切り出し、実験器具について熱く語ってしまったのだ。

　長谷川は二階堂の話を黙殺していたが、話が終わると一言

「馬ば鹿かじゃないの？」

　と言った。辛しん辣らつな口く調ちようだった。

　それ以後、長谷川は口をきいてくれなくなった。

　以来、二階堂は女の子に実験器具の魅力について語ることを自らに固く禁じている。

　シナ先輩はコートに戻され、三対三の練習が再び始められた。長谷川とシナ先輩の間で素早いパス交換がされ、相手ゴールに迫っていく。

　シナ先輩はゴール下で長谷川のパスを受けシュートを放った。ボールはあっさりリングの中に吸い込まれた。

　バスケ部の部員から再び歓声があがる。シナ先輩は後輩の部員に向けて手を上げる。

　そしてなぜか二に階かい堂どうのところにやってきた。

「ごめんごめん忘れてた」

「？」

　シナ先輩は黒のマジックを手にしていた。

「おじさんがやってる民宿の住所と電話番号教えとくね」

　シナ先輩は二階堂のシャツの胸のあたりに住所と電話番号を書いた。

　力強く太い文字だった。

「……」

　二階堂はあまりの傍ぼう若じや無くぶ人じんさに声も出なかった。

「そこに連絡して私の名前出せば無条件で予約できるよ。よろしく！」

　そう言うと、シナ先輩は再び練習に戻っていった。

　二階堂はシャツに書かれた民宿の住所を見て、これどうやって落とそうかな、と思った。



　二階堂は理科準備室の扉を開け中に入った。

　部屋には誰だれもいない。

　いつも仕事をしているフリをしてゲームをしている上うえ村むら先生も、珍しく今日はいなかった。

　二階堂はシャツを脱ぎ、携帯電話を取り出した。胸に書かれた民宿の電話番号に連絡し、宿の仮予約をする。電話に出てきた男の人にシナ先輩の名前を出すと、笑い声と共に予約を了承する旨の返事が返ってきた。

　電話が終わり、二階堂は再びシャツを着た。

　二階堂は理科準備室のパソコンを立ち上げ夏合宿の計画書を作った。日程・参加予定人数・場所等を記述してゆく。

　計画書をプリントアウトして一息ついていると、上村先生が理科準備室に入ってきた。

「あー、つ・か・れ・た」

　上村先生はそう言うと、書類の束を二階堂が座っている机に置いた。プリントアウトしたばかりの計画書を避けて書類を置いてくれたのは、上村先生の優しさなのだろう。

　上村先生は机の引き出しから電気ケトルを取り出した。どうやら、上村先生の私物らしい。

「二に階かい堂どう紅茶飲む？　ティーバッグでホットだけど」

「頂きます」と二階堂は言った。

　上うえ村むら先生は電気ケトルでお湯を沸かし始める。机の引き出しから紙コップとティーバッグを取り出し、二階堂に渡した。

「職員会議だったんですか？」

「そう。世間体とかそーゆーくだらないことを気にする大人たちの会合よ。議題は夏休みの間、元気のいい犬をどうするかって話」

「夏休み期間中の生活指導の会議ですね」

「そういうこと」

　お湯はすぐに沸いた。上村先生は二階堂と自分の紙コップにお湯を注そそいだ。ティーバッグを入れ紅茶を作ると、ふーと大きな息を吐く。

　その様子を二階堂は興味深そうに見ていた。一連の動作が終わると、二階堂はゆっくりと口を開いた。

「先生はアレやらないんですか？」

「アレって何？」

「アルコールランプでお湯を沸かして、ビーカーでお茶を飲むって奴やつ。僕、中学の頃ころはよくやってました」

「あんたそんなことしてたの？」

「ええ。土曜日の昼はいつもアルコールランプでカップラーメン作ってました。食後のコーヒーも、ビーカーの水をアルコールランプで沸かして作ってたし。あと、アルコールランプとザラメで綿菓子作ったりとか。中学の時の先生は『理科の教師は全員やってる』って言ってましたよ」

「やらないよ」

　上村先生はきっぱりと言った。

「だって普通に電気かガスでお湯沸かした方が効率的だし。それに、アルコールランプの燃料は使うと経費で買わなきゃいけないけど、電気だったらタダでしょ」

「それはちょっと違うような……」

　上村先生は紅茶を飲み干すと、二階堂に向かって言った。

「んで、合宿はどうなったの？」

　二階堂は計画書を上村先生に差し出した。

　計画書と、二階堂のシャツを交互に見て、上村先生は言った。

「海ねー」

「シナ先輩の親しん戚せきが経営してるところだそうです」

「多分ＯＫは出るでしょ。教頭先生の承認貰もらってくるね」

　そう言うと、上うえ村むら先生は二に階かい堂どうのシャツをじろじろと眺める。

「ところで、いい趣味のシャツ着てるわね。民宿の住所入りシャツって見たことないわ」

「いいでしょう。非売品ですよ」

「誰だれにやられたの？」

「理科部の部長様です」

　なるほど、と上村先生は言い、再び紙コップにお湯を注そそいだ。

「前から聞きたかったんだけどさー、どうして二階堂が部長の仕事やってるの？　山やま科しなさんが部長なのに」

「その部長様から、部長代理をやってくれって頼まれたんです」

　二階堂は苦々しく言った。

　山科先輩ことシナ先輩は二階堂の幼なじみだった。

　二階堂は小学生までアパートに住んでいたが、その隣にシナ先輩は住んでいた。小学校が同じこともあり、二階堂は妹と一緒にシナ先輩と遊んでいた。

　やがて学年が上がり、シナ先輩が秋あき島しま女学院の中等部に通いだすと少しずつ疎遠になっていった。

　そのうちに、二階堂家は駅前のマンションに引っ越し、シナ先輩とは隣同士ではなくなった。

　だが、二階堂の母親とシナ先輩の母親は同じパート先で働いていたし、二階堂の妹もシナ先輩の妹と同じ学校に通っていたので、家族ぐるみの付き合いは続いていた。

　そしてこの春、二階堂が通う秋島学園とシナ先輩が通う秋島女学院が合併することになったのだ。

　入学式の後、シナ先輩はケーキ片手に二階堂家のマンションにやってきた。そして二階堂に、理科部に入部して部長代理をしてくれるように頼んだのだ。

「私はバスケ部もやってるから、ニカくんに部長代理をお願いしたいんだよっ！」

　とシナ先輩は言った。

　理科部入部はいいとして、部長代理については二階堂は乗り気ではなかった。明らかに面倒くさそうだったからだ。だが、シナ先輩のある一言がきっかけで部長代理を引き受けることになった。

　そこまでの話を黙って聞いていた上村先生が口を挟んだ。

「ある一言って、何？」

　二階堂は秒針が半回転する間ずっと沈黙していたが、やがてゆっくりと口を開いた。

「『部長代理をやると、部員の二年、三年の女の子と接する機会が増えるからモテるよ！』って言われて……」

「あんたその言葉信じたの？」

「……」

　沈黙の後、上うえ村むら先生の笑い声が理科準備室内に響いた。

　二に階かい堂どうはそれに黙って耐えた。

　一分後、ようやく笑い声は小さくなっていった。

「あー、おかしかった」

　上村先生はまだクスクス笑っている。

　しょうがないじゃないか。と二階堂は思った。

　あの時は真剣にシナ先輩の話を信じていたのだ。

　二階堂は『自分はすぐに女の子と仲良くなれる』と思っていた。シナ先輩から預かった理科部の名簿には、女の子の名前が多かった。

　シナ先輩の言う通り、女の子と仲良くなれると信じて疑ってなかったのだ。

　原はら田だやユージ達が、クラスメートの女子と仲良くなる為ための『対策会議』なるものを開きたい、と言ったときも部長代理の権限を利用して、理科準備室を貸してやった。

　その時の二階堂はユージたちに対して完全に上から目線だった。必死に話し合っている原田たちを二階堂は完全に見下していたのだ。

　お前達とは違う。自分はすぐに彼女ができるんだ。二階堂はそう信じて疑っていなかった。

　じきに、理科部の名簿に載っている女の子はほとんどがシナ先輩がかき集めた幽霊部員であり、理科部の用事で連絡に行くたびに迷惑がられる、という事実を知ることになったのだが。

　チャイムが鳴った。

「とりあえずお疲れ。面白い話ありがと。あー、楽しかった」

　上村先生はそう言うと、ぽんぽんと二階堂の頭を叩たたいた。

「じゃあね。また明日」

　上村先生は理科準備室を出て行った。

　二階堂は、叩かれた頭を自分の手で撫なでた。



　この時、二階堂はなんとなく嫌な予感がした。

　後から考えるとそれは当たっていたのだが、この時は、どうしようもなかったのだ。
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　翌日の放課後、二階堂は理科準備室に向かった。

　理科準備室には人ひと気けがなかった。昨日と同じく上村先生はいないのかと思っていたが、そうではなかった。

　上うえ村むら先生はパソコンの机につっぷして寝ていた。枕まくらを机の上に置き、その枕にもたれかかって寝ている。

「うたた寝とかじゃなくてマジ寝してるよ、この人……」

　二に階かい堂どうは思わずつぶやいたが、返事はない。上村先生は眠りの湖の深い部分にいるようだった。起きる気配は感じられない。

　二階堂は棚からビーカーを取り出し、パソコン机の横の机に並べた。そこに椅い子すを持ってきて座り、ビーカーを磨き始める。

　しばらくの間、二階堂はビーカーを磨いていた。階下からはいつものように吹奏楽部の管楽器の音が聞こえてくる。グラウンドからは、「いくぞー」とか「よーし！」という部活のかけ声が聞こえてきた。

　ふと顔を上げ、二階堂は上村先生に目をやった。

　上村先生は相変わらず熟睡している。呼吸をする度に、身体からだが微かすかに上下に動く。

　二階堂はビーカーを机の上に置き、上村先生に近づいた。その安らかな寝顔を観察する。二階堂は、上村先生の顔をこんなに間近に見たのは初めてだった。

　……この人化粧してないんだな、と二階堂は思った。

　ナチュラルメイクをしているのだろうと思っていたが、今間近で見てみるとそうではないことがよくわかる。口紅一つ、アイライン一つひいてはいない。

　ついでに肌は綺き麗れいで、シミ一つない。

　こうして見てみると、この人、先生という感じがしないよな、と二階堂は思った。

　化粧をしていないせいか、年上という感じがしない。まるでクラスメートが教室で居眠りをしているようだ。第一、学校で居眠りをする教師なんて聞いたことがない。

　上村先生が同級生だったらどうなっていただろう、とふと二階堂は考えた。学校の制服を着て、同じ教室で授業を受ける上村先生。二階堂と同じ部活に所属している上村先生。放課後はいつも二人で過ごして……。

　ふと気づくと、吹奏楽部の音楽が聞こえなくなっていた。

　時計を見たが、まだ部活が終わるような時間ではない。グラウンドから聞こえてくるはずのかけ声も聞こえてこない。

　そこにあるのは静寂だった。

　完かん璧ぺきな、静寂。

　二階堂は天井を見上げた。

　低い。天井が低くなっている。

　いやそんな馬ば鹿かな。天井が低くなるはずがない。

　だが現実に天井は低くなってきている。部屋が狭くなっているのだ。

　上うえ村むら先生と二に階かい堂どうがいる空間はどんどん狭められていった。

　だめだ、押し潰つぶされる、と二階堂は目を瞑つぶった。

　どくん、という心音がする。

「……ん」

　声がした。

　上村先生の声だ。

　寝ぼけ顔の上村先生と二階堂は数秒間見つめあった。

　静寂が破れた。吹奏楽部の音楽とグラウンドの歓声が戻ってきた。

「ん……二階堂……」

　上村先生は状況を把握しかねているようだった。きょろきょろと周囲を見回す。

「……あ、寝てたのか」

「枕まくらを使ってて『寝てたのか』はないんじゃないですか？」

「いやー寝不足でさー、昨日ゲームやってて夜更かししちゃって」

「高校生じゃないんですから」

「現役高校生のあんたに言われたくないわね。で、何の用？」

「合宿の計画書って、どうなりました？」

「ああ、あれねー」



    

  
    
      



    

  
    
      　上うえ村むら先生は体を起こすと、机の引き出しから書類を取り出した。二に階かい堂どうが昨日作った合宿計画書だった。計画書の承認欄には判が押されている。

「はい、これ」

「ありがとうございます」

　うーん、と上村先生は背伸びをした。そして腕時計を見る。

「ちょっと寝過ぎたな……」

　上村先生は時計を見て言った。

「起こしてくれればよかったのに」

「僕は寝ている人は起こさない主義なんです」

「へー……へええ」

　上村先生はにやりと笑った。

　上村先生は白衣をごそごそと探りだした。財さい布ふを取り出して中身を確認し、うんうん、と頷うなずいている。

「よし、働き者の二階堂に敬意を表してラーメンを奢おごってあげよう」

「えっ？」

「これから時間ある？」

「まあ……はい」

「じゃあ行こうか」

「……はい」

　上村先生は怪け訝げんそうな顔をした。

「あれ？　二階堂なんか顔赤い？　大丈夫？」

「大丈夫です！　校門のところで待ってます！」

　二階堂はそう言って理科準備室を出た。

　教室まで走った。

　はあはあ、と荒い息を吐く。

　心臓の鼓動が速い。

　だが、二階堂は知っていた。

　これは走ったからではない。

　二階堂は上村先生の寝顔を思い出した。

　急速に顔が赤くなる。

　なぜだ？

　なぜ僕は上村先生のことが好きになってしまったのだ？



「はい、じゃあ好きなの選んで！」

「……ラーメンってコンビニですか……」

　二人は学校近くのコンビニのラーメンの棚の前にいた。

「文句は日本の物価とうちの学校の安月給に言ってよね。それ、カップラーメン好きなんでしょ？　お昼はいつもそれだったって言ってたじゃない」

「それはアルコールランプで作るのが楽しかっただけです」

「コンビニのポットのお湯で作るカップラーメンもなかなかのものよ」

　上うえ村むら先生はそう言うと、棚のカップラーメンを取りレジに向かった。赤い容器の辛からそうな奴やつだった。

　二に階かい堂どうは無難に醤しよう油ゆラーメンを選んだ。

　上村先生は二人分のお金を払うと、レジ脇わきのポットからカップラーメンにお湯を注そそいで店の外に出た。二階堂もそれに続く。

「近くに公園があるからそこで食べよーよ」

「はい」

　二階堂は上村先生と一緒にコンビニを出て、公園まで歩いた。公園はコンビニのすぐそばにあり、カップラーメンを持ったままでもたどり着くことができた。

　公園に入るとすぐにベンチがあり、ベンチの前には砂場とジャングルジムがある。

「ここで食べようよ」

　促されるままに二階堂はベンチに腰掛けたが、上村先生は立ったままだった。

　上村先生は自分のラーメンを二階堂に渡した。

「ちょっとこれ持ってて」

　二階堂は自分のラーメンをベンチに置き、上村先生のラーメンを受け取った。

　上村先生は二階堂に自分のラーメンを預けると、ジャングルジムに登りはじめた。上段まで登ると、手を差し出す。

　二階堂は手にしていた上村先生のラーメンを渡した。

「高い所で食べると気持ちいいからねー」

　上村先生は上機嫌でラーメンを食べ始めた。

　二階堂もジャングルジム近くのベンチに腰を下ろし、ラーメンを食べ始める。

　だが、ラーメンの味はあまりしなかった。目は上村先生に釘くぎ付づけだ。

　どうしちゃったんだろう、と思った。なぜ上村先生のことを好きになったんだろう。

　上村先生は昨日までと何も変わってはいない。変わったのは自分だ。

　先生の何気ない話し方や仕草がかわいくてたまらなかった。ちょっとした会話を交わすことがとても愛いとしく感じる。

　今こうして二人きりで公園にいることがとても幸せに感じていた。もし、許されるならずっとこのまま一緒にいたい、と二階堂は思った。

「星が綺き麗れいだねー」

　上うえ村むら先生がジャングルジムの上から声をかけてきた。その一言で二に階かい堂どうは我に返る。

「二階堂は、星とか好きなの？」

「一応、理科部ですから。まあそれなりに」

　二階堂は答えた。自分はいつも通り答えられているだろうか？　心の変化を悟られてはいないだろうか？　二階堂は不安になった。だが、上村先生の反応に変化はない。どうやら大丈夫なようだった。

「じゃあ、合宿行ったらたくさん見られるかもね。ここより空気もきれいで、灯あかりが少ないだろうし」

「でも僕、田舎の星空ってあまり好きじゃないんです。秋あき島しまから見える星の方が好きです」

「どうして？」

　上村先生はラーメンをすすりながら二階堂に聞く。

「なんというか……」

　二階堂は言った。

「手が届きそうだから」

「？」

　上村先生は不思議そうな顔をした。

「田舎って、確かに灯りがないから星がよく見えるんです。空気も綺麗だから、すごく星が近くに見えます。手を伸ばすと、届きそうに見える。そして、星が届きそうな自分は何でもできそうに見える」

　二階堂は言った。

「それが嫌なんです」

「……どうして？」

　上村先生は二階堂の顔を見ている。

　それは真剣な顔つきだった。まっすぐに二階堂を見つめている。

　上村先生が真剣な顔をしているのを二階堂は初めて見た。上村先生はいつもふざけたり、笑っているところしか見たことがない。

　また心音が大きく聞こえだした。

「嘘うそだから」

　二階堂は言った。

「嘘？」

「嘘でしょう。どんなに手を伸ばしたって、星には届きませんよ。そして、自分ができることなんてほんのわずかです。それが現実ですよ」

　二階堂は話を続ける。

「秋あき島しまの星は手を伸ばしても届きそうにない。だからいいんです」

　自分はどうしてこんな話をしているんだろう。二に階かい堂どうは自分でもよくわからなかった。この話を今まで誰だれかにしたことはなかったし、今上うえ村むら先生とする話ではないはずだ。話すことは他ほかにもあるはずだ。

　でも、話してしまったことは元には戻らない。

「ふうん」

　上村先生は遠くを見る猫のような顔をした。

　それから、上村先生はずっと黙ったままだった。ラーメンを食べ、時折思い出したように空を見上げていた。

　上村先生はラーメンを食べ終えると、ジャングルジムからジャンプして地面に飛び降りた。

「先に帰るね」

「は、はい」

　上村先生はその場から立ち去ろうとした。だが、公園を出る直前でくるりと二階堂の方を振り向いた。

「あのね、さっきの話だけど」

　上村先生は言った。

「星には、手が届くよ」

「え？」

「手を伸ばせば、星には手が届くよ。必ず」

　上村先生はそう言うと笑みを浮かべた。

「じゃあね、二階堂。また明日」

　二階堂が口を開く前に、上村先生は公園を出て行った。



　二階堂はラーメンを食べ終わっても、しばらくベンチに座っていた。
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　その日の夜、二階堂はあまり眠れなかった。目が冴さえて寝付けないのだ。

　結局、朝まで寝られなかった。頭痛がして、身体からだがだるく、食欲もない。一応頭痛薬を飲んでみたが、効いているとは言いがたかった。

　しかも、目を閉じると、上村先生の顔ばかり浮かんでくる。

　これは重症だ、と二階堂は思った。

　なんとか力を振り絞って学校まで行き、倒れ込むように自分の席に座った。原はら田だが話しかけてきたが、「調子が悪い」と言って追い払った。今誰だれかと話す気分にはなれない。

　上うえ村むら先生がやってきて朝のホームルームが始まった。二に階かい堂どうは上村先生の顔を直視することができなかった。二階堂は自分の席でずっと目を伏せていた。

　だが、容赦なく上村先生の声は耳に入ってくる。耳も塞ふさいでしまいたかったが、それだとあまりにも不審に見える。二階堂は耐えた。

　ホームルームが終わると、二階堂は大きく息を吐いた。

　ぼんやりとしたまま、二階堂は午前中の授業を過ごした。授業など全まつたく耳に残らなかった。

　昼休みになったが、食欲などまるでない。

　自分の席でぼーっとしていると、原はら田だが話しかけてきた。

「おい、体調大丈夫か」

「まあな」

　正直、今は誰とも話したくなかったが、朝も追い払っている手前、心配してくれている原田にぞんざいな態度を取るわけにもいかなかった。

「聞きたいことがあるんだが」

「なに？」

　原田は左右の様子を窺うかがっている。昼休みということで教室外に出ている生徒が多い。二階堂の周りにも人がいなかった。

　それでも原田は声を潜めて聞いてきた。

「お前、上村先生と付き合ってるって本当か？」

　二階堂は思わず咳せき込こんだ。

　呼吸が元に戻るのを待って、二階堂は返事をする。

「な、なんだそれ？」

「昨日公園でデートしてたのを見たって奴やつがいる、らしいんだ。俺おれも又聞きだけど」

　あれを見られていたのか。

　今まで静かだった心臓が、急に慌あわただしく動き始める。

　だが、二階堂は極めて平静を装った。

「そんなわけねーだろ。上村先生がラーメンを奢おごってくれるってゆーからコンビニでラーメン買って公園で食べただけだよ」

「そうだよな……」

「サディスト上村と付き合えるわけないだろ」

　心にもないことを言って、二階堂の胸が痛んだ。

「そうだよな。すまん、ちょっと聞いてみただけだ」

　原田はそう言って去っていった。

　二に階かい堂どうは机に倒れ込んだ。



　すべての授業が終わり、放課後になった。

　二階堂にとって、午後の授業はこの上なく長く感じられた。

　原はら田だが聞いてきたということは、上うえ村むら先生の耳にもあの話は届いているはずだ。

　だが、帰りのホームルームの時も、いつも通りの上村先生だった。普段と変わっている様子はない。

　ホームルームが終わり、上村先生は教室を出て行った。後を追いかけたかったが、そんなことができるわけもない。

　二階堂は理科準備室で上村先生に話しかけることにした。

　理科準備室に入ったが、中には誰だれもいない。二階堂は椅い子すに座り、上村先生を待つことにした。

　一秒一秒がものすごく長く感じられる。心臓の音がうるさい。眠いような、それでいて息苦しいような感じがした。

　落ち着かない。

　二階堂は棚からビーカーを取り出し磨き始めた。

「……」

　全まつたく楽しくなかった。

　ビーカーも三角フラスコも試験管もアルコールランプも、ただのガラクタに見える。

　集中できない。

　目はビーカーを見ているのだが、二階堂の神経は、理科準備室の入り口に集中している。ビーカーを見つつ、意識はビーカーに向いていなかった。

　理科準備室扉の開く音がした。二階堂はビーカーから理科準備室の扉に視線を移す。

　姿を現したのは上村先生だった。

　二階堂はビーカーを手したまま思わず立ち上がる。

「どうしたの？」

　上村先生は言った。上村先生の様子はいつもと変わらなかった。

「なんだか顔が怖いよ」

「い、いえ別に……」

　二階堂はおとなしく座った。

　上村先生はこの間と同じように電気ケトルでお湯を沸かして、紙コップに紅茶をいれてくれた。

「二階堂さ、あの話聞いた」

「あ、あの話って」

「私と……」

　上うえ村むら先生はそう言い、にやりと笑った。

「二に階かい堂どうが付き合っているって話」

　二階堂は顔を伏せた。どう反応していいのかわからない。

「そんなわけ、ないのにねー」

「そうですね、ははは……」

　上村先生は立ち上がるとグラウンドに視線を移す。

「二階堂ってさあ……」

　上村先生は言った。

「好きな子、いる？」

　二階堂は頭が混乱する。

　いる、います。

　いま僕の目の前にいます。

　そう言うべきだろうか。

　できるわけがない。そんなことができるわけがないではないか。

　そんな勇気は、持ち合わせてはいない。

　でも、と二階堂は思った。先生に嘘うそはつきたくない。そう思った。

「い、います」

「そう」

　上村先生はこっちを振り返った。

　にっこりと笑う。

「ごめんね、二階堂」

「え？」

　上村先生は頭を下げた。

「好きな人がいるのにごめんね。私なんかと噂うわさになって、迷惑だったでしょ？」

「あ、あの……」

　二階堂は、舌がもつれてうまく話せなかった。

「あ、そうそう」

　二階堂の発言を制するように、上村先生は言った。

「来週から試験期間になるから、理科準備室に入っちゃだめだからね」

「え？」

「今回は私が試験問題を作ることになってるの。理科準備室で作るから、生徒である二階堂が入ってきちゃだめでしょ」

「は、はあ……」

「なんでそんなこの世の終わりみたいな顔してるの？　試験期間だから部活が休止になるのは当たり前でしょう」

　上うえ村むら先生の言う通りだった。



　家に帰り、夕食をとった。だが、食欲がわかない。箸はしが動かなかった。

「ごちそうさま」

「あら、どうしたの？　あまり食べてないじゃない」

「あんまり食欲がなくて」

　二に階かい堂どうはそう言って席を立った。

「ちょっと散歩してくる」

　二階堂は部屋を出た。屋上へと向かう。

　扉の鍵かぎを開け、屋上に出た。

　屋上から見える空の星は、まったく違うものに見えた。

　どうして、僕は上村先生と一緒にいないんだろう。

　二階堂は手を伸ばした。

　もちろん、星には届かない。

　……嘘うそつき。星になんて手が届かないじゃないか。

　違う。嘘じゃない。

　腕が長ければ、星にだって手が届くのだ。

　二階堂は指折り数えてみる。

　年齢は向こうの方が七つか八つ上だ。社会的立場で言えば、こっちはただの学生で、あっちはいい加減な教師とはいえ、一応社会人だ。自分は飛び抜けて金持ちでもないし、顔がいいわけでもない。勉強だって、スポーツだって普通だ。

　……なんだよ。何もかも足りないじゃないか。

　自分の腕は短すぎる。

「あー、みっともない」

　二階堂は大の字になった。

　星が二階堂を見下ろしている。二階堂は情けない気分で一杯になった。
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　期末試験が終わり、午後から試験休みになった。原はら田だから泊まりに来ないかと誘われたが、断った。全まつたくそんな気にならなかったからだ。

　帰ろう。

　教室を出ると、ぽんと肩を叩たたかれた。

　そこにはシナ先輩がいた。

「ニカくんニカくん」

「あれ、先輩今日は部活じゃないんですか？」

「今日から試験休みだからね。試験休み中はバスケ部は休みなんだよ。それよりさー」

　シナ先輩は満面の笑みを浮かべた。

「ニカ君、夏合宿どーなった？」

「あ……すみません、忘れてました」

「えー！」

「あ、いや」

　二に階かい堂どうは慌あわてて手を振った。

「完全に忘れていた訳じゃないです。ちゃんと顧問と学校の承認はとってあります」

　二階堂は鞄かばんを探った。たしか合宿の書類は入れっぱなしにしていたはずだ。

　案に相違せず、書類はほどなく見つかった。それをシナ先輩に渡す。

　シナ先輩は書類を受け取り、ぱらぱらとめくった。

「おー、すごい完かん璧ぺきじゃない。ありがとニカ君！　さっすが部長代理。頼りになるね！」

　シナ先輩は二階堂の手をとってぶんぶんと振った。

「他ほかの部員には私から話しておくよ」

　そう言って、シナ先輩は去っていった。



　試験休みも終わり、いよいよ夏休みが近づいてきていた。だが、二階堂の心は真冬のように冷えびえとしていた。あれから、理科準備室には足を向けていなかった。上うえ村むら先生とも会話していない。

「どうしたの？　お兄ちゃん」

　夕食のとき、アキが話しかけてきた。

「最近ため息ついてばかりじゃない」

「高校生には考えなきゃいけないことがたくさんあるんだよ」

　二階堂はそう言った。

　アキはそうなの？と母に聞いた。

「そうねー、たくさん考えることはあるわよねー」

　母は言った。

「高校生にもなると振ったり振られたり大変だからね」

「え、お兄ちゃん振られたの？」

「振られてないよ！」

　二に階かい堂どうは思わず大きな声を出した。

　自分は嘘うそは言っていない。

　自分は振られるところまで行っていないのだ。自分の気持ちも伝えてないし、相手の気持ちも聞いてはいない。

　二階堂の心の中にある気持ちがむくむくとわき上がってきた。

　よし、振られよう。

　二階堂は心に決めた。

　二階堂の様子を面白そうに眺めていた母が言った。

「あんた、明日誕生日でしょう」

　そう言えばそうだった。最近上うえ村むら先生のことばかり考えていたのですっかり忘れていた。

「一応ケーキ買ってくるから」

「あたしもプレゼント買ってくるからね」

　アキが言った。

　そうか、誕生日か。

　誕生日に振られるのも悪くないな、と二階堂は思った。



　　　＊



　放課後、二階堂は理科準備室前にいた。

　そっと、理科準備室の扉を開ける。

　中には誰だれもいない。二階堂は思わずほっと息を吐いた。

　理科準備室から見える空は暗かった。今日は朝から雨が降り続いている。

　振られたら、雨に濡ぬれて帰るのもいいな、と二階堂は思った。

　二階堂は机に座った。ビーカーを磨こうと思ったが、そんな気力も湧わかない。このまま、上村先生を待とうと思った。

　二階堂はアルコールランプを見ながら、じっと上村先生を待った。だが、今日の放課後は恐ろしいほど時間の経たつのが遅い。もう一時間ぐらい経ったろう、と思って時計を見たが、まだ五分しか経っていなかった。

　二階堂は時計をじっと見たが、今日は秒針の進み具合が異常に遅い。もちろん、秒針が一回りすれば一分、という客観的事実は動かしようがないのだが、二階堂には秒針が半回転する間に三十分以上経ったような感覚に襲われた。

　緊張のせいか、それともある種の期待感のせいなのか、それはわからない。ただ、普段の感覚と違っていることだけは確かだった。

　二階堂は目を閉じた。

　雨は午前中より若干強くなっているように感じた。だが次第に雨の音が遠くなっていく。やがて、二に階かい堂どうの耳から雨音が完全に消えた。

　静寂。

　二階堂は上うえ村むら先生のことを思い出した。

　ゆっくりと、上村先生の白衣姿を思い浮かべる。

　いつも仕事をさぼってゲームをして遊んでいる姿。ぽんぽん、と二階堂の頭を叩たたいた姿。寝ている姿。ジャングルジムでラーメンを食べている姿。

　上村先生の姿が現れては消えていった。

　いつの間まにか、二階堂の意識は眠りの底に沈んでいった。



　二階堂は目を覚ました。

　部屋の中は真っ暗だった。起きたとき、二階堂は自分がどこにいるのかわからなかった。

　ああ、そうだ、理科準備室だ。理科準備室で、上村先生のことを待ってて寝ちゃったんだ。

　でも、確か電気はつけてたはずなんだけど……。

　その時二階堂は、暗くら闇やみで動く人影を見つけた。

　その人影はゆっくりとした動きで、二階堂の前にある物を置いた。ことん、という音がする。部屋の中が静かなだけに、その音は、妙に二階堂の耳に残る。

　目を凝らして見ると、それはアルコールランプだった。

　そして、アルコールランプを置いたのは、上村先生だった。

　アルコールランプのキャップを外し、ポケットから取り出したマッチで火をつけた。暗闇に、アルコールランプの灯あかりがともる。

　二階堂には、その灯りが星のように見えた。

　空に一つだけ輝く、星のように見えたのだ。

　再び、ことんという音がする。上村先生は三脚を置き、その上に金網を置いた。そして水の入ったビーカーを上に置き、アルコールランプをその下に移動させる。

　上村先生が、二階堂に気づいたようだった。二階堂に向かって、語りかけてくる。

「起きた？」

　はい、と言おうとしたが、声が出なかった。二階堂はまだ静寂の世界にいた。二階堂は自分が上村先生からすごく離れた場所にいるように感じた。上村先生は、すぐ側そばでアルコールランプに火をともしたのだが、その行為はまるで別世界で行われている遠い出来事に思えた。

　ぼこぼこという音がした。お湯が沸騰している。

　上村先生は紙コップにインスタントコーヒーの粉を入れ、ビーカーのお湯を注そそいだ。

　アルコールランプの灯あかりの向こうで、上うえ村むら先生は笑った。

　二に階かい堂どうは爪つめで机を軽く叩たたいた。とんとん、という音がする。

　二階堂の世界に音が戻ってきた。

「起こしてくれればよかったのに」

　二階堂は言った。その声は上村先生の世界まで届いたらしく、返事が返ってきた。

「私は寝ている人間は起こさない主義なの。二階堂と同じでね」

　上村先生はそう言って笑った。優しい声だった。紙コップを机に置き、二階堂の方に寄せてくる。

「どうぞ」

「ありがとう、ございます」

　二階堂はコーヒーが入った紙コップを手に取り、一ひと口くちすすった。

　おいしい。上村先生がいれてくれたコーヒーはとてもおいしかった。インスタントコーヒーとは思えないほど味が柔らかく、そして甘かった。二階堂は甘い物があまり得意ではなかったが、このインスタントコーヒーの甘さは、二階堂を優しく包んだ。

「どうしてコーヒーを作ってくれたんですか？」

　上村先生はにやり、と笑って言った、

「好き、なんでしょ」

　二階堂は紙コップを落としそうになった。

　上村先生はその様子を見て再び笑う。

「アルコールランプで作ったコーヒー飲むのが、好きなんでしょ」

「は、はあ」

　二階堂は間抜けな声を出した。

　それが合図だったかのように、上村先生は歌い始めた。

　それは誕生日の歌だった。今まで何度も聞いたことのある、ありふれた歌だ。

　その歌が、ゆっくりとしたテンポで聞こえてくる。

　歌が止やんだ。

「今日、誕生日なんでしょう。おめでと」

　二階堂は立ち上がった。そして、上村先生に向かって手を伸ばす。

　手が、上村先生の肩に触れそうになる。

　あと少し、手を伸ばせば、届く。

　二階堂はごくんと、唾つばを飲み込んだ。

　二階堂は口を開いた。

「先生は……世間体とか、そういうの気にしたり、します？」

　上村先生はゆっくりと口を開く。

「するよ。私は世間体とかそーゆーくだらないことを気にする大人だもん」

　上うえ村むら先生は、ぱん、と自らの両手を叩たたいた。

　二に階かい堂どうは急速に意識がはっきりしてきた。上村先生は二階堂から離れ、入り口付近にある電気のスイッチを入れる。

　部屋がぱっと明るくなる。

　入り口から戻ってきた上村先生は、アルコールランプの火を消した。

「うーん、おしかったねー。あるいは、やばかったか」

「何が、ですか？」

　我ながら、間抜けな声を出してるなと思った。

　上村先生は白衣のポケットに手を突っ込みながら言った。

「もう少ししたら、星に手が届いたかも」

　上村先生は二階堂に向かってウインクした。

「後片付けしといてね。それじゃ」

　そう言って、上村先生は理科準備室から出て行った。



　二階堂は家に帰った。妹のアキが興味津々な顔で駆け寄ってくる。

「お兄ちゃんおかえり」

「ただいま」

「お兄ちゃん、振られた？　振られなかった」

　二階堂はしばしの沈黙の後、言った。

「振られたよ」

「そう…なの？」

　アキは首をかしげる。

「それにしては、お兄ちゃんうれしそうだよ」

「そうかな……そうかも」

　独り言のように、二階堂は言った。

「だってもうすぐ夏休みだから」

　二階堂は、海辺で上村先生と一緒に並んで星を見る光景を夢想した。

　もしかしたら、僕は星に手が届くかもしれない。



    

  
    
      


あとがき





　学校の外で、クラスメートと会うのが苦手でした。

　学校では制服を着ているクラスメートが私服を着ているところを見ると、別人みたいに見えます。特にあまり親しくない人だと、全まつたく知らない人のように見えました。僕は街でクラスメートを見かけても見なかったふりをしてやり過ごすようにしていたのですが、それでも数回に一回は見つかってしまいます。「今日は何してるの？」なんて話しかけられると、わけもなくいたたまれない気分になりました。

　ある夏休みの日、クラスメートの女の子と街で会いました。至近距離でばったり出くわした為ため、逃れようがありませんでした。彼女は暇ひまだったらしく、「お茶でもしようよ」と言うと、僕と一緒に近くの喫茶店に入りました。

　僕と彼女は喫茶店で、小一時間ほどスヌーピーについて語り合いました。僕と彼女は学校でも特に親しくなく、なぜスヌーピーの話をすることになったのか思い出せないのですが、とにかくスヌーピーの話をしました。スヌーピーの話が尽きると、彼女は「用事があるから」と言って去っていきました。

　……この話をすると、オチがないので大抵の人から嫌な顔をされます。



　あらためましてこんにちは。穂ほ史し賀が雅まさ也やです。穂史賀は「ほしが」と読みます。水着はパレオが付いているタイプが好きです。カレーは中ちゆう辛からが好きです。

　それはさておき。

『オウガにズームＵＰ！』の三巻です。おかげさまで『オウガにズームＵＰ！』も三巻に到達することができました。

　この本の刊行にあたってご尽力して頂いたすべての皆様に感謝いたします。とりわけイラストを担当して頂いたシコルスキー先生に御礼申し上げます。いつもありがとうございます。水着最高です。僕は幸せものです。

　そして、この本を手に取ってくださった方に感謝いたします。楽しんで頂けたらこれ以上の喜びはありません。

　それでは、また。



穂史賀　雅也



    

  
    
      　著者

　穂史賀雅也（ほしが・まさや）

　　10月12日生まれ。

　　『暗闇にヤギを探して』で第２回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧優秀賞＞∨を受賞。



　　ある日の担当さんとのやりとり。

　　「結局、このキャラはスカートはいてるんですよね」

　　「ええ、はいています」



　　ライトノベル作家になって本当に幸せな毎日です。



　イラスト

　シコルスキー

　　神奈川県在住、Ｓ57生まれのイラストレーター。

　　ライトノベルのお仕事を中心に活動しています。

　　今は休みが取れたら一番に実家に帰って猫を愛でたいです。



　　ＨＰ：‥「グググググ」

　　http://www.sikorsky.sakura.ne.jp/
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